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ペッシルハニマ州のブナ カバ ・カエデ • ツガ風 圧林の 林金

T42 4イ2cccCwa2 onc 2tov24 cど tt 4ccc..-そtcん 

mL4P8L-AenuPoc& uC ・t nec/しirt Pcurtd#ピ 2

H A Mイcc. 丁ot22 f 43222c6ctca&.-そ2dc2んc& 

o/a ノタ ヤ 3

かっマ光ペン シルバニヤビﾡニユ -ヨ -?ポの大分をこめで 

ブナ・ カ、メガエデ・がめぷ性本さ 照在 でよそのおもか

"向 め る を ウに なった . Pony&vwnid. 州で月名で あ フﾡふ

H 3“)ごutnt 「covucCa 丁tC Cced アクレル .

ア&t浜行。 Gatera 5&n地区は公共の災べのﾡめの公】 

◇系謝成はこの う なﾡﾡのﾡ樫 ﾡ以や林公ﾡﾡる科ぎ協に研宛 

ヲ る 術 ほに区ぶして しっ定リ *うぶリっつある・ 終人 もク研 

※者か 二のょ っな求の -«的塔 生べぜ的契係と ﾡに H2atや3 
二〃レ スイ, TLouota coc% Fouc (〜 夕/タ) の樹ﾡ掛及につ 

山 て がﾡを 行った. - • > -•

/注 “クマ 耳 8 月 N『日 に原 砲を熒 廿ケた ・ イタ ・ "?み番) 

ごは引I用文のが老

BAad/od およ a Sw&&wu 期で さ ら に. 岩千のぷ本分がﾡ受 

zれS イ#ce&d . woteen ﾡのく にある -如 Mル Penndッ2 り2uど& 

ゆ材公社ﾡの原こっい ての兄裁によリ 若は ニの型の駅旅 

ゅが芝とら民に関する祈ﾡに方手することにがっ沈. どぜなら 二 

のﾡのﾡ料は林米抜付に. 楽な林登若についての基本的知誠を採 

ぬするからである. さらにゃﾡさるmに. 比的小さが Bzdd/auL. 
S レL&vwn ﾡ の地 お x a CentuoL Pwnnuy.Evanz 以材会社 河f 有 林 

。 認地終料を得るの が整さの迷であった・ ニのっ対地ての砲径階 

Wネ枚タ はかけがえのないものであり. さらに解しく原生林に2い 

ア比較研究を す るため の有益な料報源で める .
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林分ﾡ造は. ﾡ複ﾡ肉とﾡ径分布どについてﾡへねらおい・

M-24e〜 (/a) . Sc&nw () きは阿令杯の古径分用にっいてﾡべ 

な。彼牙はﾡ別の西和の取れﾡﾡ区ﾡア六枚表を作ﾡするために 

統計的力法を用し. にれは. 種安のﾡ以に戸価個がめる

4ﾡの適径分布の研死についてば. ・cocouれt (8) Scんasou

Gopt ・フランスの え '4&evrz (火 )が茶名てめる・ 次 'AAucng

は. ﾡ区区のﾡめ. 受ふ林によくﾡられているグラフによ 

ろJ型分布曲線名道用し。 ス4 ズの林杯における比吹ﾡ取江の 

互を4布 はﾡ数ﾡ投で aゅされている, こク方法はえ Mextc. <ﾡ 

ﾡたﾡ用されz・ (/o./) Hoみん(ジ) は光ペンシルバ 

=マ州の殿生ﾡの直経の布が ヨ-つッパク状ﾡ求ﾡのﾡﾡに 

ﾡﾡ包を示すことを※受し え.

二の研究賞求のﾡ用っいては 本A文ではﾡじがいニヒにナる 

LかL ず令がの釣色クとれたﾡにﾡナるm 械 が種 俊 の 契行に > 

&ってﾡめてﾡ器である二とはボﾡてきXう。 本よめﾡ4しい正 w 

式横地をとﾡrに 入れない . 女宗原明庭慮 o ゴー ル ﾡ うつた め 

4 し年持し パゅぜおら ないﾡ造が立木本女のﾡ高を さお、二! 

が成々ある。ﾡ生ﾡの橋並の研究からﾡがかれﾡデークは, 弾々休 

d正常立太今数な故価する相ﾡな式雄いがっている この地2 x 

くのセ? ションにﾡっていろ際生林のおもか ゲが ※々に消失して .. 

ほう前に このようぱ名料ﾡ入手しなけれどらがし。

ぎ名料 0サル, m2nイ22 イoメet2Z

この研死でどられだぽﾡの左地お*びﾡﾡが 衣 /に示しマ

ある・ﾡ径別本枚表は. 須り参考に資するために. ﾡ写印所山 

てa後報宅番ﾡの形でﾡ塚され. ※殺されるいる。

表2. z は本分 別に故学 で 評価 で き る。 総計 22 ェー カ 

注ﾡのき経測定がはされﾡ。 盗在ﾡ(大・ キ ハ小経材ノラ"近 

分布は. いダれみ本分も ・ いゆるﾡ合②取れえﾡ後諾列か桜分布 

z※してしる2もかかわらず、 かなリ変化している。直径階別の N
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受分は. 明月らかにあるﾡヒ縦っマいるが. 他ﾡ的ガ解こよ?て 

始めて 対象ヒしている尿生林の事並における. この年化を解明す 

ろ こ どが ﾡ くあクウ・

Y ou42 し.ん. J an Mcet HS tand てc6& ビ み03ど 

イc&cた - &cん - ?n14とL& - パurmccる どoucx3 Pa Stace Foce.そ 

S cんoo2 e。 ・ PaAct ジ. ノク *a

ノみ 研究はヒしえﾡ庄抜のﾡ込

比ておよのを地の名ぶ、 み5否引 左地およて太て

McC&u i

H22o I

Pucdctto m
m

Ptz4neu J=ム
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タク

s.4 
ク.44

4.分
Z/ S 
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c. ミ

戸 s 
バみ

ノぐ心
/4 & 
/ク・ 6 
ノ ・ S

/. «

マ.o

}

J

)
/

1

Btyctg 和れして いる ﾡ甲

JJc&umtxu Kﾡ林.北ﾡ※の 
ぶ相 な三するさ石地

Kzoeux:G めな地 ヒカるWyのバ» 

と Lu9exnd 税 のﾡ恐上

, Sudひat1河沿にに ペﾡﾡ. 
土扱い甲本

) woxcotm. 系の球を名 
f すろ引

w. ルレ 郡. 県高系の様をﾡ 
る中～な対地

C8ou河め 岡だ沿の Tとonct 
本の系明 注 ぐ 援め て 深く かつ 

浜友に試ん た土坂

名ﾡの立力っイー トﾡ項なﾡﾡする断にば・ -8潔の血才承

4て。建 に ・ さ は 単ホ お* a 掛組 別の 」積 フロて9 

チ納武峡たにx り 在 刑 o 材殺商お よ び な ※ ﾡのﾡ事 ﾡには為紅 

4のはいこにが系めご烈セ。 ざの袋4ての文ぷﾡにﾡする失過材属 

以レツが林ﾡ核が似さ孔2. このスつの額表にﾡ、 光また有

cPLL.se
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落ﾡがﾡめ られおかつねので 全勝ﾡヒ すし て 秋に示してある チ通 

材稿表 が術製され r二&ﾡﾡ別に作ﾡされたﾡﾡ向に け 統計的科 

意ﾡがないヒいク部実にもかからナ 多教のﾡﾡ測定の ﾡ本 に よ 

れは勝程又は地式ﾡのﾡの中Zは声ﾡに有意ぜも のが示されろであ 

ろうこどを契めるル要がある. しかし ェ方7ィート を用いる冬ぷ 

ﾡのﾡ造な比ﾡする乙どべてのﾡ程, ﾡかに同一の材宿表を乱 

用するこヒは ﾡかに利 猛が ある。 といクのさ. るﾡ あから取ら u 
デーク② 絶票は ・ 比 ﾡ的前単 に比該するニヒがでさる。 このよク 

なﾡ分の似ﾡ登は 初ラフィー r ﾡ位の学太 当 り 子測ﾡ料 ヒ は 

さ う なﾡ 合zも紛んピー認しがいてあろクヒいえよゥ・ といクのビ 

wの 並材チ合は ﾡ※にと って かなりﾡっているからて、ある。

注/. 全体で4/みスエーカー

ﾡ 分
ﾡ務

工ーカー エ-カー 面经极别月箱分布
%-

ッカの本

g 愛 当り本数 当 り税 7～パ ～バ 教うe

エーカ - Pocズ 弘 %

/ .2 タム/ ,0フ。ス >a :ラ A/d3 3 ラ/ 22
ス /. 22.2 / ◇ / 8 ? $ • ノ イ 2 J ノノ

3 o, 8 フ8.ふ ダ/ク/ / バ & ・ 0 グ /ス ア グ 6
4 ク 82 L 3・ク? 27 ダ z2 ・/クタ $3 3$ /
よ o ク? 6 ノ / 3 / /& 33 «$

/ムク 外* 4 タタ 2よ 4 / ジ / j / d$
ク ノク.4 /3.6 .226 2 $ 44 3 / . ノバ/( 47 9 / スよ

か /3.5 /eジ・ a2 ク/o Z 0 6 ・ノげ 0 3 / 2 /
? 22./ タスク 2 2 6 2 0 义 22 3 / /

/0 ク7 cジ. ¢ マ./ $6 2? $ 26 / j3 o/
/ / .6 22.8 名42/ ノa 27 $9 バ / 33 44
/2 2.4 /oノ. 火 よ3/ /$ うか レ2 .ツ /7 3 / «よ

ノ3 34. 447 33/ / / 2 60 .アブ /0
/ . ；ノ6 ,ムア ふ.27 // よ ケ化 ノ0 33
/5 /S.ジ 4,7 2クィo 2 / 3 ダよ .os こさ 3$ ja
/4 jd.3 ク4.0 ジタ /フ $-6 ・//6 ノ? ふ7 $/
ノ7 /. C4・8 . // 0 /7 2 ・ノ$o i 0 メ/ 2
ぐ 火 a ク3.3 .よ火 ノ7 よo ・ノ? 27 4

4 .$ 8 / 7 3 ・/ジ / 9 / 3? 33
20 /.4 27 36 / / 6S ・0アス パ ? $0
3 2 ノ0、& &o./ タ2み /3 6 / ・/o /& ? 4/

ノ.ジ ク, 4440 // 47 ・4よ3 /ス 3? 3ふ
23 a2n4 かl / 〃/ナダ 6 $-0 ・/a8 26 3 之$

2d 2 22$ メ. ? ル 4/ ./t3 / ア 3? ユク

2$ 2ス &4j «.2ラ3 ・/ど / 4 26
Z4 4 : . ジ 42 3 3 2 上 ・& 20 4 / ノ

注み. この標ﾡにっしマさら詳しいﾡ明は本文をﾡよ.
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系的に否旧さ il に cがj地位方的めﾡあな対数方"紙にプ 

コトtて 二れに営べてドめらn 3H牧科種方は武/吁 T=Q+ 

メ2D の前約 ヒ ・ベ 表に示し てかる.

う 祝 共の/eet 位的や衣

职罚/ e.n i A ﾡあッ )

7uこ Pcct

• アラ/S ラ o ニノ・

/. ^ sミ ゴ； ごクヌ ?

ノ . コふ デ < sぶ.4
/ ? 4 うo

/ S s ミク S
/ y <7 a o «ご < ・ /

Z ノ "タC V7ム/

)* < . 7 *ジ,&

J / ハ・2 タ6 5 ラe. S

・ % /. と シ s どs s

・ " パ. o f o クS e o

注 ' ざ、メオぶ ポ ムノ•「M • / ノクル 十oジアZく <ワ 

注。 株 eははSいバ 低はらまていない.

パ生 八)け 分機 Tイっごucがvtと cf どクッャこ teどdそ

数経8 小投 な A っれ 2 ・/ oic23 4
oLianuutez cXQoo

ゐ E 継 の 定 力 なウ) で レカ 院 を 物： マ武 原生 求 かば. 8合のとu 

・ a を B 」ホ 议 G ャな示 y さげ計よならなし. ある孫ﾡの実話ﾡ

u ぞ と,夯 r べ 小 バ 下ペ の,亘 d尚 から進し て く るなご4えナ対 

a さ ふこがとに夕み w ぬ、さる に※さゴい. したがって,各ﾡ優 

スク/ 数 U a 縦 ごの 4長に 〜4ぞﾡルと ・ ニクには強後ﾡ愛 

: 例 s / 4 丁 テ a,2 a さ ごめる一こ"のﾡしいこヒはポ

ろる一Iカみこ立～ている. 88 く とハで歯後今の

• M / ﾡがL てある。 異なﾡのﾡ並る付けることビ ﾡ 

・名径のゐ として分布型るﾡ的に述べるニ とをなしている・

は. 次のかﾡ数でY手く表ﾡござる二とが分っえ。
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・と=だ..2""とX ・
ニこF る-2ﾡ核*は前旨当なを忍っし e自べ&の 

ﾡである . 数るとん。 本«めの対故迫径の- 又出必終ヒﾡえられ 

る. ある林の書優ﾡ列太ﾡ表2半対す故ﾡに. 室名にしてプロ 

ットずれば. 吉僚が智られる.各ﾡ径活◇永枚 ぞりにが2dて

わ4れる後可返故をしていろと云ク こともでさよ う・ニニでは 

古径嗜のヤ に容しくヒってあつ.ﾡ&の 次以林で新 & していた 

フラシズの条杯区α2 .。cout な或初に こ の9ﾡな 実をﾡめえ 

数値をあっかう上ては. と逆のﾡ数ゐ枚て 支えられﾡ分布セ況述

ﾡ言径 (じ)

ャ/ﾡ ﾡ分イ.23 ○かせ分布 丁coxaoua ※務地

Z/4エーカー

すれ ダ- ﾡ優Aで あ る ・

4枚&- 4は2表に依マあるな分ﾡに契ださ れ . み木 98査さ 

た %ﾡ地ぶ こ ②研f宛で俊ﾡ でさ るよ うさ物合の とれた分布を系す 

かどうかを判するため区. 半対数方暇点にる分布がﾡがさ北た ・ 

なく人さ お面森 がﾡ念たﾡ位レ しz レられﾡニレあっなともか

からナ ために 二番っ作で使円されるかおがかリﾡ 

をも ったものにおるが ﾡ却これたﾡはせかつな・

後4. 2&容出するににって 求分aに分布◇上初区隔ﾡ 

っそめるﾡﾡがめる。 この上初びﾡをﾡめやにめ之?て. さナ・ 

・永ﾡ優店の本故が尽ﾡに少し 二のボ大宮径商の太攻々ぷわす 

な か 分布の基本ﾡ一 く&示すﾡ板の下にﾡちることを認明しお 

すゞらない. 有女致、与えらうれる 分布 の上ﾡセ楽でさるよ 

っするためr ほか本*のﾡﾡﾡの太は. りﾡのが数の対汝d 
メ み何の一核的4向にあてﾡざるよ に 一つ下のﾡ任役と一ﾡに 

-が. (m)このﾡﾡる飯の上初の 受が、公用の上係とレてとら 

えるいる ﾡハ小承数の8な-きするには・ *ず二れらの永の実 

<承がボのられ 二のﾡ当面ﾡに塔しく するめにぬでは 最機のﾡ 

とのの中受 に相当するこ径名もっふのな桜を送のる。

そ して このな故をﾡ後めd。英資 に する

»ﾡの上暖りが渕定され7 ならぱ ﾡ性係数2。 た を林分券に 鼓 

ふ、2衆古てす る ・

受初は工-力-当リのホ改を区せすに. それらのぷ型どして.

2 経者别ホ数校が聞い 夕 や,

ヶgズ Y=ト・e一"*

ク枚の形 2oす-Y=イラド &. X 2o?e で 福 け•ば

度Y0故に対し て亀今い台て はのられる。 2oar のﾡみは零

とおいていろ・ のん9さ催rﾡ法が. *我に 斤 して 必あ, この 

あてはﾡセKさ 2ノ«チーカ-のなに西うるものでめる。 す本牧 

夕// ・てPれさ Fざのro αになるこヒは同単に ﾡ解で

2る , したがってる で示さ1るしい杯«るボめるためK の岩 を 

名 て引る. この 係 数ば/ェーで一 の地に対するも のでめる・ 印 

厶 ん'2-xは証接 与え»れたaい 費径店のﾡ出本枚を与える 

しかし わしはﾡ例的分翌 4=色・e-°*d*で※分を省き

い aち パる。-x4x ば千取ビ上Wが夫々 メ, ビメ2 である 

は経崎の本数と おしているから 次のx うにる"から新ﾡﾡﾡ他
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ﾡ 総 直 名 (1)

zα 半故河ﾡﾡで示し ﾡ久数

林分 イクこ3 Tじoneo(a デ 勝 H ニノノェ-カ-

だ信たをﾡ定する要がある ・

名'a-4Xe - パ4 e-&< dx

このぞて xo=*(X,Tメ>で たのﾡ式はき経ﾡのnが2 

であれば.次のよっにレマ 商単 r マ のられる。

7 2&-2--

以的 ヒ 名=&・/2

4/ 尿庄ﾡの成こを付けるﾡ数2.だ.と D

イo2: 分 丁むocc乙 のﾡ務地 で ニノ<ェーカー

ﾡﾡ函経 : r 4 ( 23 ； X 2す Y
-- ----------------

シ < < Zの «e0
/ P ニワ ,-•
/ 42 ノ ニ2◇/6

ラzo ノ9& ミ・ダ&2
/ d ンノッく x*6 ゞ&・ S/S

/ 8 ノ2 << ラ.・ラ 24 ア &?
zo ふ ノラ・? «いe P.^82
2 2 /『/ ジダ $P6
> V ノフ s7ダ «ノ&4
フ 6 ッ< /<ばう ダフ e ダ2.7 " S
2 2 2 7 / フ S& <o.e42
ヲ 2 N ・4 /メ80 2グ2 400
; ラ / 2 /フィ ノ・2< «e. ア
ヲ </ / メノク6 ノノ^< テラ $8
ョ 2 / / ノ◇ うク 24

+_______/7, 7 2フ ・ S.シ80 よ«イゞ, o

元の商従 お別本歌示 て•KJ4. mF Tタ ・2の1面経「②方名 は夫々 «,ノ〜./ 

てあっに. =れ らの木のw「m ﾡ合は s。 フ。feeたこに守しい・う4 太 

の 許「価預は フ。7Pcctミでめ るから ・ こ れは ティ の小 soe7/?o?=ィ本 

に相当するニとが分る。 ・

正 状方祀式 は : &oシ k-42o3。ミ*=こ2tY

Poy ベニ*一22o2こxニ= 三*2o3 Y (N=バ

こ め 正規才程 式 を 年 ウ がだ らる ・ ベ = //2 フ/

ばってる=/2フノ/コハレ=チマ4? 公ぶ 全=2ぐ'/tee-"〜に'& 

より た=243

分布の上暇 b=ラ7どっv

ﾡ史の分 ﾡ 分ぶ Anaピwoi。 / oaataなet つt dこcccccte

総理 の原ﾡに っいで教ﾡで祝うっしだ 性 をに軟ると ﾡちに 

際故4と % と の向C密接が肉祭めある< ヒなわかる . ﾡﾡ径ﾡに 

お ヶるかなの 滅 小削合 を対ﾡする 4のある予え少れﾡ値にさして. 

% の ﾡがﾡ いかﾡいかにより これ ら の 林公向 の 相対 的近ﾡが高い か 

伝いかを系しマ しる。 しえがって &の値が低い場色. ﾡち比較的多
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数の大径京のめるﾡKは . エーカーピッ の ホ改出次 は当べ伝く なら 

ﾡばならない・

こ の a-っ み年欲部にﾡ い相岡 ②めるこ とさ 3ロから明 らかてめる 

相西係名さ 0ラ/4?で・ある。& の大さおﾡさ為の大 さばﾡにﾡし 

ている。このことさ チーク名さらにﾡしく価する深 消にﾡ愛 

ぐめる。それは 二れ区よって ブナ ・ カバ・ カェデ ッが林相 の 

原生然の的台ク ヒれﾡﾡ並の覚更 でﾡ々に愛化 してし るﾡ径分布 

冬ﾡでさるから でめる。aと&との向9 同様せ相肉が これ以前に 

M2xrc0ゐ活山の照本およ びズイ スの忍理さてしる状似林にお

09個 /00 第佐

図 特性ﾡのと名レの ﾡ伝

いてﾡﾡされえ。 (/0.//) これから 対 するん. 名のﾡによっ 

<ﾡ受づウ られる分布 宮経商別太 枚な来めるニヒにより. 余々に 

ダ«する釣合の とれた 家 庄林 の鬲 造が計 算 で、 ざる。こカよう だして 

4ら れえ宮径階別本後表から ﾡ価ﾡ . " 3 ボード フート 材稿な 決 

めること方功ぐめる,ﾡ呼に2とたの値の対ﾡに bのﾡ町ち分布 

の上吸名ﾡのるこ ヒも可能である. ボめられた分相型におウるッガ 

②例合な系ナﾡも決めることがでさよら .

-11-

ニれら &ﾡのﾡ性の対ﾡナる直な決めるﾡ合に大初なのは・ヨ- 

の特性はいれも従及炭置どみどせゞいと いう= と を契す るこビ 

である 比敦でさる下度に係故を当すにはまず. それそれの平月 

からみ帰ﾡ&水p 二そﾡ年帰ﾡ名当位ヒしてなす&恐がろる- 

みっの係枚だけモーメントセ考くてみると その迫は 形 の座桜 

封にプd ット てき • 二れら天からﾡ線ざでのﾡﾡﾡ ②平和が 

愛ハに Hるよう r. プローしEに当像冬当て はめる ・ sっ②駅 

校セ用いるとさには ;次えの区系さ使しザけれはな»う. やは 

りﾡからの戒亡平方和が武ハビはるように. さ口における天ﾡに吾 

べ&あて さめなりれざなあないであろっ ・ このx合○ぶうに4っ2 

原枚を比ﾡしようどするにビ. ﾡにして. こめ考え汚は"々え 

の空向にﾡ役でさる。 次そと向で 直線をあてばめ&方法法 く 

わしい祈ﾡか感されており • (/ ス ク>にうまく 明 してめる。材 

yのずにとられるいろしろなパ階を叔ダするWには 注ヒ桜唄さ 

しに悟めてお二う。 二 の 法のぽ冷にっいて ビ若 はﾡk/uaa 

7)の玲*をお採さ れたい.

ﾡ性値4&.bおよびがの&交列合をそれぞじ. X,.Xz.Xョ 

メ。で引っし. ﾡ 内保 数r:.7。まグ 受をさず計ﾡする. 次のよッせ 

ハ, 奚須敬 の 教盾が ほられを. m==29/&7. r3=07S. T=-44e7

心, = ー,ノ, // ru=-o4/x. ryx=czと夕火 , :

相ﾡﾡ女み中には有ふでないものも ・ 相きなも9 さわめて やﾡ 

みものむあった ﾡ分か2っの4数. Qt&<ゐんピ共ざ?て 

うから 二のスっの祭な向に海ﾡするﾡいﾡ口には ﾡに注ﾡ 

ィる呼がある。 ※数りご他の 特性 権 との相肉が点いヒいクこビは 

各径分行の上 bのな化形ﾡが 次いヒいニヒを示しているに9 

ごがいから、 余りﾡﾡで出なレ. ソの愛交浜合ヒ. &.メP 

二 ②だN は いグれ も高くなく, これﾡ 与えら れそﾡ後 分布 型にっ

・ッ・の 定な ﾡ合が か りなﾡし ているニヒな示して いる.

4次え 笑liI-M3さ れてい る極測 栄にあてばめるべさd点の方ﾡズ

• 次の 形 で忍かれる。
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ﾡ-る=3数

二 こで ズ,・X2.ズョ. xxは各平 肉ﾡか らのﾡﾡをそれぞれのポ準夕 

2々単々ヒしマきわした 4 フのﾡﾡ店 , 2,2:.0,2x は古点② 

ガ点会数である. ﾡ家は孫炎を通る. 上に示したよう ば長小= 条 十 

<めて はめ 24は. 各対ﾡﾡの ﾡみ お さ ﾡ術平ﾡ でﾡわ されるらな 

契医にﾡナ通るこ とガ明てざる.

しえがっマ ニの夫を生ﾡの原ﾡとして送ぶべさである・ ガ内コ会 

強が分れは. きちに, 実際に震刈 さ れたーク倍に っい て. 4本・ 

のうちいづれかーフな虐めれは 際上に移ちる ・各浸○座ﾡを 

注4 各本分め湿示uべっマ いるかタ 係核ゅ夕の公式で声された。

Y夕= w (メー文)(Y-子) //乏u (xー ヌー・ 支u(Y- テ) 

でさる. このﾡを各特性の承準ﾡ達を単俊 ヒした 平ﾡから o 術 ま 

で表2し, 送ドれR一つの交径.例えはズ の値をポめる。例え .ベ 
これにﾡ応するズ2 ◇値は ズ ○ﾡに比 冬糸九は・ボめられる 

このよったしマ水めたズ>の値は. &ど約にはえの単位に戻さなさ 

ガ以はレ・

ス.ズ。 のたする催も可ﾡな方逃でめられる。

Kwdz22 (?) が示 しているように. 方 ﾡ余 ﾡの 滅小 =条師 は次 べ 

定式から求められる。

/一入 ra Tr Tw
「,2 一入 3 Tzな

= O

re 介コ 一入 3K
()

r rw T /入

受がある。 当点のことながらのをﾡは, 不切鋸でないヒして

も, 列のオーゲがﾡすため・ 非諾にﾡになる・ずせせ系次仏

法名 逆す れ ば. (/)セ別ﾡに S定するぬ要 は 全べな <ぷる。Hot&i 
(/ ス )が※明 していや石法は次のとおり でめる。

ﾡ肉行列の行に士 に等し いぶﾡ値 t/"厶心 の氏初の-組を 

名ずる・ こ今例では. ﾡ束が女の中Zは負みものゲみるので, /8
5 ク行 の 試験 燧 匕 して. /-.一/そしる. 各ぶﾡ値4 (各行ぁに 

受初のダﾡﾡから出だして)6行の保数にﾡじてから その他 

原をﾡえ: そ一のの忍大のdて各行の和を男る。 二の活をしLず

値 どしてﾡがなするさて 者しい※系を駅 ﾡ列 にな返して奈

る・ この町り層初のス終ど孫後のス俊が次に示しマある・ そち

»ん次符に当って算忍を2用いる呼には に々の求を兄入すろﾡ翌

ビがレ。

ノ回巨りク性

/ス回み保クパ 
2 940 P 
/000り 
のう/6 
一0テワ/

/ (.ク/47 e.◇グ/5 一の442 /
クタ/&47 / -0ノよ«/ -6/ ノ
p07ノS -/./;*/ / ◇.62

ーク. 4 /ど .:夕4 /
一/ 
一/

2円1Bめ必ッさ

vv00 29ノ7 -20フバ o566? /クバ ぶク45
*/ /Z /がcv。 o./Sダ/ o.<ノ$ こ488 ハグどク
»ひン/
し 4c ,

-の.グ&- 一/ひ00レ ーク.2ク ー/ジ$40
-2 どノグど ・ ひ.ご&ク火 ーノ0いの。 -.夕$/ウ

・ . ・ ・・ ・ ・ '

-",,Z
-2 グ/2 C

タ

グ
ケ
タ

ッ7ム2 クタノ ? ' -グ、ク/7 Qジ/ ▽3e
ノ 0い0ク .シニ / C.+oラ4

22687 一じ /7/ → ミ2/ ン -P.2ジ8か - み
ーグメノ；" 一.よタ? ーグ パ4ク ス ーフ.4ざ ぶ

&(卜入)す4Ya+4sVa+イxVw= o
Ya+&2 (と入)+A,Ys+2zYv = o

2, Y+2 Yatメs -入)+2u2zz = 0 (z)
2, Yu+22 w+名sYu+_2x(ス)= o

引次方程式)特ﾡﾡ理式の) から不められる係数入が分 出

ﾡぐに解ける, 4 っの解の中 入の&大催る方程式)にベ入 < w

7
a
/
2
 

*
 "
 3
 

～ノ 

/

〃

广/
 

ア4
/
 /
 

ク
ノ
イ
ル

--の 0/ 子
/ (ラ 6 

一 o.2/ < 
一。 2 ク

② «み % 
oo

-の.doス マ7
・Sダゲ/

アジィ/<
マダ343

-クミラク
・ク o か 夕

定しだミ
& 94°ア
厶〃/"0

一 . a /
-6ふ クo2

め場台にば ﾡゲ定るまマに /3□の交 投かめ 安でめ 考 

行列を平方し. この 行列 にポ次並似法を通れば気は
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ードY受ノおる. 最ﾡ的に得りれるﾡ起し たﾡは求めよク ビサる方 

句会致そのものではいが; えれに比列する数値を示している。 T 

方した方ﾡ人致の和は/に等しいから 22407. /,ク"り.ークボ/ご

- 4842 2平カレ: るみ平方②平ね名求め これで各.定 し 

たあを例れば: ﾡ会玄が※められる。 この例で片次のよりになる」

y
7

ス

ッ 

2
 
/
&

ツ 

C

シ
/
4
 

?

ナ
ク
タ 

ク

イ
ク
タ

ぼ 足 レた含 
シ , =//4/2

2.9229 ② 9ッジジッみ?/ , $今 $
ノ• 0 2りい / 2 00d00 2 ◇ ◇./2 タビ

- の.2aノ ダ ど ◇422くc ク.ノo
-0. み4ヲっ 2ス/イダ24 ◇.$/ク

マイク3:3/クタ

zx?ラ/20 =44/

ムタクタメ

夕ﾡビして 万 ﾡ3 会ﾡ のﾡ出恒の平方を上ﾡの計ﾡの嵌役み球て
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表 ズ,.ズっ.ズ3 ス9各ﾡ位がに各特ﾡのﾡみ付さ平・全み/の叔測造 

ヒ 対する.塚準術差

一 性 Q 
(X〕

る 
(2)

b 
(2

ソ" 遣交合 
C HQ

みお そ
亂み/の覆測値の療料雇一一

中みノ4の規3のポ待送...

スズイズx み対なる箇...

&バ/ヲ& 

レ・ノノダラ

クねア”

/5
< 2
PS

2 
一0

0 
一
- 22

タダ

4s.2

バケ

ユク/7 
バ// 
“4/ 
4.e0 
0

- . P
- くク44/ 
一4dI 
-2.c2/

u.4

/.2

アク

- e.44( 
ー ・火6 
一 0.2ジ/ 
-./ノ$

0
2.// 
c.2ラ/
◇.346
.44 /

ジ.

ケd. ?

2 ?
-/ク4? 
一4ジ26
一 &24 
-0・<ダス

2 4 
o. &?44 
xゞ4 
< 242

ﾡえらせく し)る。

ﾡ型 S 次""以 ラ%以

ﾡ=がの各が性の対起する価をうわす天詳に当る はきる召像。 ョ 

ﾡ式は分フているから. 件のヤの-つの運締する値に対する 惚 

②うっ ②梅性 の短 が計気 で ざ る. これビαっの持ﾡみ一つが 任文 

めわいは引ﾡく灰火する値であってひ灰»ばし。ぬ何学的表田を 

すれ これらの兵にあてさめられる塩像上に遂ちる-ﾡの兵の ﾡ 

具か※のられるみである. 府性2の連ﾡする箇はズ, を-20.-/"

-/2 -44,2.4,.t42.<.20 ビヒるニビでダめられる・こ れ 

に対さヶる

X=一ぎ x, ス=ス ス。= 協“ ズ

◇ﾡが $ﾡに示 してめる .

のみには 4っ2ﾡ性み望み付さ平ﾡ,ﾡみ/の震則信に対す 

る各ﾡ性の採変帰ﾡく このﾡみは各林分②高ﾡにきしく してある) 

4 4/P/24 =/4エーカー の平均品銀に 対する塚ﾡ控 もせてめ 

る. ズ, メっ.ズy. 。の年を. ﾡ数の元の単位で祝レ時にさ ﾡ 

分 ②平均 置質が ノ4 エ-カーに等しいこと を冷民に晋 く め受か ある 

したかって スズ。ズ・メの個片 突区に製列された ﾡ団にあ 

え箱なアめる2め /る冬条じて , 各低故の望み付さ平内名加え 

るル選 が める ・ 乙の定めら れえ値に対ﾡする 2名5ざは 4夜に示 

てあるようにして求められる。他のﾡ次の平均書. 意ﾡ海ﾡを用

4 表 ズのﾡめら れ 催 に 対する Q9各係数々水め る方法

乙 ズ4クバタク んe =4.02イX 4= ◇//シ"+202 ククス

z, 0 ◇2.9 & 〃ノ7 3 a
/ ケ 2/ J よ.ス
メ 2 o.02 タタ ク3う
の会 0.0ノす 2 o,/ 8く

0 0./ノう
ークS -02/ 2 o.o?P&
〜ク -22c 夕2 ◇.293
一/ケ -04 " ② .0426
一Z 2 一めク$? 品 ◇.2$32



-1C-

いれば, ﾡ じﾡ法でK生核のﾡﾡを増 べるの に いられるαっのダ

数の直が袋て來められる。2のﾡはフ表にﾡせてある. ズ=_ン。

グ表 尿ﾡ林②各ﾡ造型め特性

グ茎型 名 ら ッがのユ交歩合

昌 •

0./ク32 
./ 82 
レ/ 33 
o./a2? 
0.ノラく 
0. 222 
2.2 み 
22 426

シフ ノ 
タノタ 
ヲ$$ 
ンク 今 
zう.S 
ノク5
ノノ. タ

r
・ 0

ィ.4
ラ 2
ラタ. 2
C
40

ゴハム
42

/・ 0 
ユノ/
2 7./

ア 2
ク、ラ

グ$.3
ゴ/ 4

に対だる祭故名は告局ﾡにゞる二とに界付であろク。明らか た 

ﾡ とはなり容す、又 平ﾡからの帰差が二のよっに大さい= と 

はﾡ区にはありえないから。 このﾡ数さ呉返しなウしせならない- 

このこビタ図を見れば直ちにﾡ解できるてとで. 2=o42+z4 て 

は直祭は状軸の下になっている。みりの7組の話 ※が ブナ・カド 

カェデ ・ッがぷ林の 7冬のポ装型々ﾡ長付けて いる。

a並型 にっuて ェ-カー当りの 宮名ﾡ別か数な質受す るこヒ r 

岡せでめや・ 7～? ②吉径ﾡにクして A型では次の直がﾡ 

る ・

ーククジ 4?く42/044-◇コラクよ> =ク38

②表には a 機避型クエーカー 当り西径店別水数が救せてある。 一 

ーカー当り京数片A型からH型え行く に催って 噸次 マ小 しで い4 

が 大ﾡ の割合は. ※次ﾡぬしマいる.

8表 ﾡ生校のﾡ並形別の区ﾡ別太数哀
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商新て区 
シu

ーカー 当リ六終
A B C P 三 F _ 全 H -

8 
/ 0 
ノス 
,44 

ノ 6 
/ 8 
z 0 
2 2 
2 ど 
2 8 
2 8 
ヲ 0 
^2 
ヲα 
ヲ4

計

本 

z3.8 
/<2 
ノ・?

P.4 
4o 
«.2 
う4
・/ 
/5 
A / 
0,7 
e 
ノ& 
o. /

ネ 

zs 
ノク./

ハ
バ 0
0 7 
クタ

o.3

み

aa.6 
ノ7.0 
/aか

フ.ス

厶/
0 

うジ
/ 7 
バ 
/0 
o.フ

本

>ノa 
ノ4. 
ノa.7

9.8 
26
.?

5
よ 

2・7- 
マ / 
A 6 
ノジ 
ん 0 
6.2

な

/ 
ノ$2 
/2、/

26 
.?

4 / 
〃夕 
. ? 
3、/ 
さS 
、0 

く 4 
/ス 
メ P

不

ノム 
/ミ/ 
ノ0.2 
か/
久9 
6、0 
4.2 
K、0 
ふ

・.7
・2vス 
/み 
べ$

◇ご

示

ノど0 
ふS 
2 3 
上夕 
s./

ミ
9 7 
3./ 
・.4 
a 
ノ?
ヘ 6 
/ 
芥»

本

& 
今5 
4.2

7 
j. 
う.か 

マ.
./ 
ノ 
く 6 
< 
人 
// 
ノ•*

&o6 a政チ アタス タ/2 ”よ クo.2 /

夕系から大 径木 りﾡ合が舌いの • "がの判合のﾡい労にるこ 

と 、- セ- この*う1理ﾡは麻生ﾡの発段塁理さはっさりと型解 

み る上に か下り部愛でみる・ このﾡ央とﾡ明するのにみつのス逃 

が考えられる. ッガ が座 にぁ い削合で各な うるく や ﾡ位が在 り . 

えに数生丁るだけの土地もめろう ・ 京生林 の 先 盛 史 上に おいて も 

各着並型は表われるざめろク。二の新兄に 生ヒ レる肉べがあるのさ 

二○後ﾡの 解明である ・

地研究の他票 家生林のﾡ隊さﾡ次炭北することが示めされた 

乙素樹をてに も っ 大径 のツかﾡは送には役壊きれ。ッがのき分 ャ 

2 小さ い末てﾡって灰られるでめろク ・

例えは Tcen&Z2地マの本分 ノみてさ 地表はﾡ烈区ﾡ置のため 

司L ( にﾡれた多数の A朽 したッがので歳2れる りた- 現存拡

-初は ﾡん ど た装相•の 亜林に ぼ って いる。 之類営の彩でッガ 

o船 ﾡがﾡ 々に及セし 女+ﾡの中にツガは大宮経級ごﾡ労をもッ 

ズ 対 刊 とかろう. ッ が炭 ※期 から始はったビすると. 生ﾡの史 

Aは※展問用が修るまで. マ20～ラ○頃をゞうる・ しかし数+ほの 

内店T力 2考ﾡ場合には. A型からHのめれか一っで特ﾡﾡけ
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られるみかのﾡ並さるの女ゝﾡっマいる。 22 り上経すば 

ﾡ分のﾡらは 々にﾡじするくいク琴矢にセかかわナ 台っ 

<いると至える: なﾡな形である4 とHセ除け 客休が祝べで経 

老これておれば これ以外の添芝ﾡば*のなそめ状ﾡでﾡ岩できる、

各杯分が史型の※数は:エーカー当りの断面ﾡ,林秋- ヲっクと 

要自区ﾡめ本数分布を算する際 もっどはつさ りヒﾡﾡされよっ、 

夕際にはューカー当り の材秋合計 ・ 大ヤハを介の 百クでてﾡ分のﾡ 

はな呉付けるのがﾡﾡである。こカ ヲ種の 主器査径数クﾡ圏は 

ク〜/レ ラ～ヌ/じ ス/oれ以上どるのが者ﾡごある・出 

4須 材ﾡの合分率にクいるも. 適く閉じで： 夕表にﾡしてある 
う:んズて存されをﾡ系 ヒにっいて炎明すチn えクである. = れ 

に たする 出荷ﾡの ブータ ウ ノノ 及 に 示 して かる. エーカー当りの
須古A型か方ェーカ-当り クク4A2そ*め最大ﾡ ヒ全する下型 

に列るまで,除«ヒﾡ加しマいる2とに注目してみる。白い。 し 

かし 之の 呉/馬 比し N.•材禎 は, エーカー当リ ん?4グ. ラクAuc 

とﾡ桜に下区して りる.

?な 終材区 と 指名級別の林表のてか率分布

発並型 エーカー当ッ 4*和
直径級 別 材 積 タ

小 社 木 P 径六 
ノーマ2

天 径不
2ノ ・ りノ上

foocs
z8/2

か % 处 y
A タ ア ? 3 ク・ o

マ2ク , ? ジ 7 ケ・2

C 782 ス / » d 3 スハ/
D 3 /2 a 4 火 a スク/

E フみ◇ ケ 3 / ララス
F $◇42 /2 ス 7 プ ッ? 5
@ 4•フ 4イ /o a 4 ダ 9
T 22 ス 3 4 7 / /

/0表 絶断面ﾡと 音径別 のど面項

ﾡ並到 エーカー当り崎面ﾡ
d 径 念別断面 原分布

小 従不 
ク〜グジシ ノ ンマノ じ

大経不
2/ ・クピノニ

が 力 % %

A 6〃 & 9 ジ ララ 8
B グマ・ 8 2 ? e さ 9 3

ノ◇$・2 み と ヨク う?

//フク 夕 2 う 4

3 フ7 / ? ジ 48
F /ジ/ 3 / 今 ? / ハ

& ス / ヲ /3 みa s 9
H / / ヌ, 4 ラ

-の形役の 両型は査径級別太次の 前減ぞ示しているけれども。林 

ﾡ ク ニ の矢然の波小は 二のような神史なも 2本分が, 小直纪版 に き 

クが P 費 お左でさ る程多登に 大優水 が将をす るダ崎に 4づいてい 

るこにの明弥なﾡ長である。かかる林君 の次の 発庭設 題 は ッがの 

a 欧不 の 柏 するも のがぱ力 し. 小名級の 材ﾡが タャにす<とて 

対長づウられる。ニ カ* な幼◆木は大初分がて求谷で刃ろクか 

#条においては A型に似成ﾡ並のそのになる。

町型毎にﾡﾡされた エーカー当ッ の式合ビ直径に別会 

み布さ ﾡ経きめ行なつれている ブナーカバーカエデーツか杯 .

ん. 係不の正時苗ﾡをﾡ位るばに, 値ある手うヒなる・ 当然 

のこピながら . 経目とはほ能区表うてでる最大ばめﾡ区さ*しよ

: とするよりせむしろ A8C型に似た 苦が名性着しよクヒ ずる の 

てアク ・ﾡ用的な杯で同にって ニクさクなﾡ・ ダにﾡ 

記がらにﾡすろッ 改反がﾡ作と足われる.呉令杯のT者石は 

・だこれた武ではなく. 遮林 や 経済的ﾡ件 の変化に埼するようかど

g ッ 数しい 一っのみそでめろ。確これたダ芝型はﾡもﾡた 

利み み基ﾡななし. これにぶって. ﾡ々の釣合のとれたﾡ名が 

タ ﾡﾡを色 くに変化 しクるﾡ回るやてざるので妙る、
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欧更 2そ

ﾡﾡ位置に度浜ﾡを突込み &本ク坪ﾡを数えて. 多数の赤分 

地区についマ. ﾡノ2ﾡ向の平均苗な区長ﾡが共定こた。 宜径 

ﾡ査の行なつれをﾡ地別Kにﾡで選を丞めるこヒ. に常に労力のい 

る仕平であったでめみろ ﾡ料全地求にﾡって条められた。 した 

がって 二れはﾡ述の各係数で特長付ウられる.ﾡ並型とはﾡが 

おい。 これらさﾡﾡをﾡ分したものにﾡ係するものである。 しかし 

消逃と区ﾡ量との向に有ﾡな相肉のあるこヒが確証てされば ﾡる 

本地の以段恐さあるﾡ度さで。 杯分のﾡ並"ﾡﾡﾡﾡだけでがく . 

支位によってもﾡるから。 このことにさﾡ向がある。同一の地位で 

も. ぷ逆はかなり変化しているのてく奈林の受及には受所用な受 ? 

るから )地位による段長ﾡの相ﾡは 請並等のﾡ近によつてかくさ

E 各ﾡ乙み太にっいての炭付ﾡ帝ﾡ径に対する

A : H 2o ; B : &cんetcッ, C. P ・パイmudo2 , 

ク * XQそm ; E, D_uAa&nz ノ' F' 7co2ぞ&

て しさい刷い。

多くの地区についてがとﾡ森勝列にﾡ宅した 秘高における平 

宮区改ﾡ愛か«町に示してあるろ. 各が共か»ヒら北セデーク-さ 

メ々営かながら送のめある= じさ示している, 全ﾡどしてはつゼり

ﾡ直経以浜のﾡ向は契め九 平内ゅ&置さ 全塩経商をA 

てほ話同じてめ?な。 しかし承ﾡの浜型一に ッガよリ も 

*て めった。 4ﾡに示してあるデー タ にﾡ徐え白故鎖をあく泳め 

夕を清火すしボ ニの こビゅンっビはっさ り してくる・ 

こ のaっ して示めえ平活レ とﾡ区ﾡ秋登を所いれば。 後 ﾡ脳 淡 

ラをやェーー当 り費み段登ヒ同が .ﾡ径 陽別材表※長字のﾡ 

ェ尚出でめる、 8の商ﾡﾡからァ"・古径階にﾡるまでに 名※ 

ソがではみから ・ヲ %に ・ 返然ﾡごはう。 からcク% 

氏少ナる。 したがっマ小経帳でさ ッがの料対的区長ﾡばえまお

F 少いが,大経級では逆にがる。

尚科の召分率で なつ した方恐みﾡ量と エ ーカー 当 りの林種良るそ 

»並加☆料がノ/表に示してめる。苗区7、 以の水の ﾡﾡ K
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/ ア ッとﾡﾡ着のてーカー当ﾡ積区浜電ど材務の石5年で桜しを林役以受愛

與 a
ェーカー当リ材者受

ッ ガ 计 ッ が 計

H-o
7

どく 〃

夜 

d4.7
% %

.4
%

/ 6

Pic&zt ・/ 2.& 4.? / 2 /. /
&8kumd /.夕 4ス. *46 ヘジ 八4 < s
o20cn s→. ? a3 / / / / *

りumfowu ヨノ$ aa:/ 3? ～ 7 々 5
「・ のt // & 屋久ナ ◇・7 < s ノ. o

フいく・ ツがの材ﾡみる革は半にが系岩より私くかっ。 エ-カ 

一当りのﾡ材積認登は. yu～4?& で. 全地&4二みr した 

2 ( 径名 を行っﾡ命ねで雀みけけしてある ? 广〃 7 て

った, この疚法密口. ある時期をﾡざるヒﾡ耳のﾡみ型でそめ天コ 

今が相扱される選区受るセなレている。 当体の-ヒ ながら 

赤ぶでも 区状ベ ヴはぷ状み作※去で但岐的に冬当 :n 

%mには エーカー当りの長号はﾡらかに大ヒなろ2。

にエーカ 当りのモギ者翼は系性林の交矢協ﾡより 分) さ 

おるであみう・ しかし・ エーカー当ク4材ﾡが口じてみめ2て

径ﾡ引の片孫か行点堂っており 小径の林積は多< 

材森はいであろう。

ﾡﾡS ?Y4 ゲ

分お内枚 メナニ 盘 纟ー2X • ノX を用いて, ブナ・カ

ガが相のいろいろがﾡﾡの直優分布行々佐的に生ﾡ

の機数ん L メにﾡいﾡ戸のめるこビが分っ え。 の大さ はヤは

&の大セだﾡに対府している。 このﾡﾡが内係により Aか ・ 

合のとれ立ﾡ並のﾡ団内で自冬ク布のﾡ企的な友を第たす

ぶマさる。 相送る直ﾡﾡの方女ぶルW合を決受するんの与 »1 

たﾡに対し・ ﾡの大小ヒよりク必長の高化が示めされる・ 低数ん 

&に加えて. 林のは. 直径ﾡﾡりヒツがのﾡ楽歩色にぶり教ﾡﾡに 

※名グウ»れる。 二れらのﾡﾡビ. ¥に Q.メと同じく . それらの 

向にﾡ契のある 二 とを証してしる・

計的力法を通用して. 7の4つ0係故(2だ.め,ヒツがク& 

※歩合 )ゲク後ﾡのﾡなよく ﾡっマいる際ﾡﾡの料造型をﾡ浜付け 

るためにボめ»れた。 エーカー 当りの4な数ど A聖からH型に到る 

4 でC ・ 最初 は営加しそク 名政ル するヒ同ﾡに . 大径不 の 割台 は 

次ャに大さく なるニヒが分っ・

大区水ク引合が大さいのは ッサ の 法交 歩令 が大きい ヒきに比 じ、 

のこ とは 冬橋並型が長期に丘るぽ由休のデ氏迫程ので, 

F尚 にっ た俊ﾡを表わして いるヒ いク受万に -致し < いる・な豪 

労を千ネにもつツがの大区林ビ. そにば翼はされ ッがの没炎合 

のいﾡ祭ﾡがに取つマﾡられるであろク・ とかし ッがの工交» 

なとﾡ性 2そ,b どの相1は 相対ﾡに低いから、 ッがのﾡ合は 

&神並型ﾡに身え»九る子均ﾡから ・ かな りかけﾡ北てとると思2 

れる ・

カー当ッの材ﾡA"から ・エ-カー当リ^222 ク 系 

大ﾡ にす る 下型 に至るに従 い※力う る-次でみ不は a,ク“クタ〃？ 

;ラ20# と下降し さらに=iりの型か芝分ﾡ合をざたﾡ庄 

内な表している=とを示している・ こ カ よう な 战 エク 杯历4 小 

名ペに分なまﾡ少年«つルズいる 多基の 大修 オゼ もっ W "る。 

ク "発退区S*冬べ " ﾡと世かボ入 し・ 小とみ材積が次悩 

イ 乙ニ とて ﾡ及っゅられる、 ラっクェ 琴で ・のラ月 • uf a 税 o 

•匕 4キ力赤 を示して いる ら.。表ば ニのﾡをむっヒH→さリヒ

明,•二 し)る,

のボ並型は ナ・ カバ・ カエデ ッゲが相のぐ林め釣合の

れた素 区切るがのﾡ並 係性えがでざるようにえク

2#合ﾡを維ﾡして いる 範田を判断 するﾡヒがっくいる・ し

ここてメﾡしている任営の諾ﾡ並は 名級に比戦的大
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さ な林ﾡを角 しそいるとﾡわれる深注とﾡ少し違うでみろク と 

うこヒ 名ﾡﾡでさ s ク・

試浜ﾡを分析した果 ・オﾡ の以長率さて径ク ﾡ大に伴って . ッ 

かではﾡ み5 から 夕 に.な ﾡﾡで さ約う2% から ・ク%ヒ ﾡ 

グする二 とが示め されだ. エーカー当り の担ﾡﾡ区長は 43.ク～447 

Auと' で. 問査された全休分の平均は オクク &が' に等しかっ ・ 

二の狙材意み浜登の-初は, 耳当リ平均枯受で殺とれる。 み分 

がエーカー当リ材ﾡりいあるﾡ型から・ エーカ当リ材ﾡの比 

教的活い別の型に変るに っれて. 相以浜受は与当 り枯変登を熟える 

そあろう . 材がﾡびﾡ小するﾡ彦ﾡ程の経ﾡでは. 耳当 り 花み型 

は ダ当リ区長登より大さくなるであろう・

(栗理に赤訳>

・Cdteratue Cズ2d

«) ばcてccC.,.9 .H. 7ラ3. 2nc(y Cewu&cz df 4taccuccce 

Vaのい«) xto /L&oucttab Cetteuctむ ・ Jotv ・Ec. 

Pozco6.:2シ:ハワー+タバ "クー$d2o

6) /ラジ6. Snilced CLczceatceov % /vvttcttae
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(9).Cuy, H.J. /夕o. TAe いe子cCz&cov ffeavt。 Couなク,②レンチビ? 

fouct イv ノlozz/cdutuwv Peowta&vu& ・EccCosッ //:/3, 2e&xd ・
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Lしe% du Arbaw aeoPdoutcunldc。 ・ Scんwe ・ 乙な6仇. 月・ FいひuCw 

P :一46. -03 ・ / -バ/. ノル

パeyeu,H・ &・ ②.,t 72ewt2 - JSo6そatx・ C ・ 7

Eoなudc。 Av02e &d CoレCジよcじot )zo2か& タ eE 

Cucctouc?ct。 ce -&o。 かo-dartce。 レ3&Le2 ce &v eンとルcな

ceE e4C4o ce ノル&一化 ・

Cao& ま Peacc ② (6) 

デの-acdC Se ・,つどレ- ◇f 

I,o.(こcンし どc)

8oe ceE dett. Fouc2x4

., 4ケ-a2o.2 (Jee aEe。 L.S.

六o22dグ パa,ル2みC・ Eつ ・

)Mイeすと ・ W. H/. /9o. Doouとu ccaCtイrtcwt -4とンtcd イル 

c Nよ後ル/ チouc花 4Cu,.dd ・ aEe u ・, S ccvと 

Feu.ッ uuf ・ /eよ / ・, ccEt.。 ・

)oua, 广 ん F. /J4 A Cのutoンど.ct チ ない レー3ビt だu2te 

ム。»なcc乙/tい、c.くに... e.Cい..ccw.. ECceon/7:ター」, どと4u.d

v)Seんceffeu,A., GctA.. a.d AEvem,A.D. /9ジo.

Ja/uiovdezc。 . &e /ルレルレチム /4• CenunLa;uce (バccde

cu CcuGurC /t。 (c。 Cws ムエJ ) . /c。 ノル・, cLCu.../zど.

(チ)Scんuレ, G.L. /グァグ. Dcucイuv ccoしwt0utcot /ou

cc4- /cced csccey .in.. ACいu ゼ. ノVa"次", s/ .

Jewu. As. Reo. タタ : ク/ーフク3, c2kwo.
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2 時回がキ分で教2でさるウ受登と8登の函定保半 

り2rmannそ Gruutん 2 MイaLtaシギ D.&。 い

H 44 tん2 &
&4 e ・ 8 Suxc.

4owwnaり t ?utケ リx 4$Yo? /ア女?/P 47

ゅ浜名や枯奈卒の知彼ほヒ以が分でプ林分のﾡ経送 に 

匕ク マ式ﾡ どなるもりさなし. そのチうながﾡのえめのEﾡ田彩づ 

a ッ ト名淡定するのに受素 し方法は迅甚かっ正格である・ *A ; 

通去の円予っットのﾡ符め改ﾡでめり ・ まえ迫ぎのﾡ形プロット 

秒式ぶりも天際的でめる。ニニにﾡ際的本業がめ受選やお登に 

ﾡチる自分の炭を遂行するための迎ﾡゼ方法がめる。

Qu才. C&は &uとaッめ素林から多くの立*かサ木

※をﾡた. ん..(&wgy は亦茶必ヒしてめられているが フ 

人せﾡを材を物のﾡﾡ者てあるとﾡえている ・ しかしそのこ ビは彼 

が自かのと事ヒフいて老えているやリであるヒﾡは色どている。 

彼は立※お区ﾡセﾡりヒしており・ 次 が 裁定 し 再 則した 多く の視 

受プロッ トのどの-って も食るが区ﾡであれははづか しがるで あ 

う. ﾡさ しいお日ではあるけれと も ・ 私有*迷用林地 クm ■ 

名に消して水がとれがけめるか. か り で なくそ が ビ几 け ハ. \

るかをﾡ明するの に多く② 時なさ い て いる。

多く ②本安さ三れを行っ時前があり、 ぞしてすべくの人が* 

復うまく 処運してゆくが足さを終しんでいるであろ・ 彼守* 以ぽ 

こする剤みは長ﾡ 匕 培演 犧 の 岡だ デロット 冬立米に同く 数究すゃ 

炎符てみろ う-

新しい区ﾡ登▽ットの方去は タタ(ヨなに受※された・<ルに 

xって Cc& a と Qnかz2 <イax を通じて ク20ヶの ・ 

似ロットめ淡にが促さした ノa以上の烈有林. ﾡﾡ用林 ド
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よびﾡ有ﾡのﾡﾡが<らクプロッ ト式ﾡを行った。そッ 程 が ﾡ 

でめる二とさ ノ9«0耳E * 初玄送岩次にﾡ ﾡした ヌク4プロット o 

目的を冢しだ取亜の再 則 ヒ 28 月に桜ﾡさ れた ラクァの a« /& 

プロット の両列ヒによつて示されている・ プロットが迅注上に談で 

さるこヒはスくの刻生日が/日ヒ クエーカー ナがわち ラケのロッ 

, が談定 でさ ることによって 示す 2 ヒがでさる,

しかし通去の 万法での任ﾡは本項的な改ﾡが以受であること を は 

っさりさせた。 /くの受の事で ある よ クに桜井さ北たﾡしい方ﾡ 

がMされた . そ礼はスく/ 組で 同じ時前で1に行 った仕事の#分 

以上を以し. そしる糸のヤでﾡ/くてﾡく こヒがﾡいば用林- 名 

お林 ﾡ迷用林の奈休係にも役立クものである。 $20以上のロ 

ッーかこの改ﾡされた力送を用いて通去数ナでKにﾡ定されてさた

プロッ トビその談え

どんガな乳にでもそりでめるように . おが の以ﾡ受の決そは々部 

- ﾡ織的が方法がめ愛である。 ャ の桜店は 調書 さる べさ面ﾡに 

戸 っ るぬ的正基関の合運的おぽ準セ炎定する= とでめる・冬本m

に 対 す るな eしえﾡﾡ 域数 ぬ の ﾡ双性 ﾡじﾡﾡに対するﾡ式桂 

讶 n成的正ﾡ呂 とばじであるヒタﾡす生全である、 -の 

区rをしとにして . はを色々む一杯准, 必ﾡ 地衣 の大ささセむフ 

条めで貴推えクえめにﾡ急さたたチろさ2用いる。 受ボされたく 

1 的 a Eﾡ度を得るめてぬで比以及墜のロット数が決ﾡさ れる 

そから これらの不術な認感がその ﾡダ ◇基本区に示され また外 

メ t 画 が泣てられる・

カーめ以ﾡﾡ西定プロット ゆ*後 夕7 フィートである・ 埼 

ブ ら w まぐのこの長さを測定するペ色いエナ*しを塗った銘デー プ 

が田の同辺並く のネの位置がゴピッー 上にみるリプロ ッ トにある 

かる ※めそのに申い»れる. ロッーのや心にラ をとめる2に 

.: だ ノa イン今9劇燃のﾡにラープのーガの"を永夕的に他がつ 

けて おく . この回ﾡ央かル円表つリ の2チー ク自由がを上にあ
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るヒ様放的な 迫ﾡがづ かのﾡﾡででさるさろになる。 ロットの 

中じはそのﾡえにプープビンがつさささ フて しるかに ペ ンキで#を 

つサて永くに印グけるか. あるいはロトの字心に地ヤへﾡい 

神ど打ち込んでおく ・

名々のペロットでは同じﾡ西帝の方何から てこれはのスか 

ら な不 列受る始めて ゆく ○が民も 伊別 でみる。プロ Fまつり <時 

折の道る万何に並んで不が受われるﾡヒ測ﾡする,水の位ﾡ占 

ノ93? ダ にのべた方法で行わつれた よりお正しい方例匚 鹽" 九格 子 

円rに示されなくて. ピクホむペ>*で番号づうウがしてある・=2 

百的めえめにはジすめくかいペン々を入れた卜さ公ポケットスプし 

イ が ン が使 われている,

ニクはﾡにおいてﾡ小のﾡﾡで最大のズピー r a得るためにはは 

っきとしえ核術を召得するこビヒﾡえすそれを使用する=ビがル 

受である. これは宮経のチーア利。ﾡ ◇呂等区分ぷﾡお x a べ 

ンネスレイが ンの笑用にた同される・

aなデー プクﾡ岡

も し 経 チ - プが水 のさつり ネ子に おか れでおら シ さ た ビ> 

と忍々れてハなけ礼ば翼り のある求か々々の1測えにﾡめクれる 

政み番ロッ ト ◇炎 さたはず測ﾡにぎしての ﾡﾡ的おが注ﾡは a 

氏-負して 研f究 し て いるﾡ o 契。 政長愛 の過大か通小のd そ 今 

るぷ行 がある。淡り は-ﾡの終り に行どれた再剥だの ヒさに受 ) 

れて くる・ 卓以との声向のよクに大セなみ長ﾡの狂がでてく る 

クがる合に はず炎さかく されて しヨ>賃何ば あるが決 しマ 神" " 

るよろなしのでビなし。

ベン*ズ プレがンのﾡ用

炭長翌プロトの仕寧にﾡつれるいる戸所型ペ ン * 注入ﾡ名* I 

注入る W&た Vイ8と.a の アAe &・み& Manckcduin 

C aman そ WaC&d8u子 で作られている。 ノタダαﾡには
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ドルで小ﾡさ れている ( ﾡ参氏 )

以下 二れの使い々につき訳出を中略する .

するﾡ店

欧ろﾡプロ トの※2とペ さで水に石多をフけるこヒはおそい 

出ﾡであると思れている。 これは新しい示法でてはそクではない.

エ カー 当リ平均シア本の似材丸太を合むマテブロットの時点在 

たﾡ井動の 最2にば珍着 さ ノな当リク9秒を要した.ホ&列り

てマークし 舌乙かなし好ばに認塚る。あり経妥みな

へさ訂じ仕手をするのにほヒんピスﾡの勝向在要する・

. L ら 日じ x プロ ーをスくが相に なっ て/ネ当リ ラ4秒の 

"合で刈定 しS年み分 したがあg り 優孫2 がい くの組 ノ本ざリナ 

? 愛 で め フた ・ニこにﾡ 形 や やぶ"さた岩る火の西逢かﾡ 

wH ル かっし プロ ッーは2 4 ィン 周 端 で、 と ちれた.

・の祭件で /日当リ /くが ノoか>ノケプロッーを定するの

I: P 田ﾡもガく ・たス人 で求 ががい囲に らなけば /日

4 ケプロトを下るニとはめつたにない。 者血にロットが$

认 下の向所でめるとさには送ちJ間2 は プロッ トそれ 
e /脳さ ヒﾡい»れ」 なりリみXはット 向め移勢と樹水測 活 ヒ

に ががない 桜ぶ に使つれる・

出かおよざロ ッ - ゅ受せ ピ 豊過 る両囲の状は帳 したﾡ 

教かA 計ﾡする。 ①んH)の SAaunuax oroた です今エイ ン
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同ﾡ で70ヶ0ロット %配園 しえ/つの4マイ レﾡはク。の ぞ 

れ相当のﾡ々のしのに対る十かおﾡ料を与えている。 3くめ研ﾡ

氏が 4 日 河で教 しz ニれら のプロットは宣ち に契駅の 並赤やク2e2 

エーカー の立※はﾡ令本の区ざに 一20目冬を与*て くれるでﾡろ 

うm測するのにﾡ. ノの区セ行っは受ない・ ニ北らの ク。プ 

ロツト上の本水せはスっだウの以税用ﾡを辺してのち. ノタ&7野て / 

目/り Aで重測されるであろク ・

商額 wjcdxれ<ノ年か み4の ﾡ浜ﾡを逃し たﾡ. ノPプロット 

み国測芝なら »れなﾡ救は. 条本条がﾡ番セさかさ を糸林に 起 

るﾡ翌的な※4ので愛を 得るのに o ダも念クじ受②おいとヒを系 

している. 再刈ﾡは年ヒルもに改ﾡとれ -=4の1を明らかにす 

るついがでさるぶ. くれはその研ﾡに 根本 ﾡおで証は与えない であ 

ろう。ビんなﾡ業樹以材林でもノo。 プロットの測だ名ぬけて行く 

にはタ ダな に ノ$～々0ん 百o仕番しかじ愛ヒしない。 ニれ はメ 炊 の

な的員 ー成 &登る やボ愛委 -—(に 対する 女 ねいに Iは 小 S U 
いに す ざ ロ ・。

いまきて式のな与の前2. ラ o ノエーカーう形プロットが林示 

②生ヒみにﾡしてク解答を与えにヒいクてヒ は容功なら ぬﾡいがも 

たれる口踏でめる . このようなロット は森ﾡのﾡ本ではない 掛 

冠が長老になって ゆく こヒをよく 表わすx クせある数ﾡガヤ4 度 

ﾡﾡで 水ぁに. プロト毎に. 念を可ﾡな3なに多く をランイ 

ムにあるい はﾡ徴的にﾡ置 さ れ たイェ ーカー ﾡ上 てみ と ざ

tらな込当にﾡどするのにDぽな林の理ﾡが与えられる。みa リ 

にも必く ○ぽ因と効系は大体 年や ノ。 耳の再測ﾡでせかく さ • 

しさろ。経験が多退ざて 矢政でめる ・ 手協あﾡは期向的な呼 ピ 

す つかり っっれてしシ .

役の 条 、 、

データ- 祭ヒ使っと桜はﾡﾡが仕新でめっては おらない・ 今ペマ 

4 ンタサイズの低の上にス.3のﾡ列ﾡのﾡをビるのが最も都合 か
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よいようでめる。この紙の上ヒ多くの知逃やザし い何領な つサ次え 

る=とヒょつて 少しは利登ささす. 4 どﾡ退は尚ど ものでなけれ 

ばからない. (ﾡ/)

材科表

丸 太数"杯水 のパルアの枝水を考之はい地方 林ﾡ表 <表I)は組 

ボードフートや担コー ド林積の決ﾡにﾡみ役立つ- コード材頂で の

土瞰は限儀があ&が、•X太材瀧我にすでに粮足 2 れた ・

バートフトルみ去は宮優増の訓合にﾡﾡが加べﾡでする・ 4

。の なのﾡのたは s かタ マ4ﾡ画にわなり 旅ら表もﾡってしる 

三ればほゞ/ほ当り ノ本岩り /ボードっートの ﾡ長せ域 E年しい・

商が音経 ソ。 イ ンタに対し て当人当 ッホードフィーFにさって幽 

4が引かれ役がられており こらの役さなﾡ町にﾡって使える 

ユ当が表を送ぶ二とは対をﾡﾡ内のプロットYめ各ﾡ後の /e 本の 

水 ク 使円 でさる浜さの火に意送状測ﾡにxって確花かめられる・ 参 

三 択 は各列ﾡ ② とさに 司じるが袋われる場合に ﾡ果の基るに対 

_ て の /の制吸ﾡうでさない・

ト フート 材ﾡは故ﾡ (c22 ) 冬ﾡ引く 前の担回以北太アﾡで 

数のは胡査する林みヒよって交する - 警通に故ﾡ西予はﾡ 

しアﾡタコットYの相次くみ回ク測の炉向で入さ くﾡ»おいと夕 

. る二とがﾡ全でめる。 ﾡから枚めめﾡだは大いに*"向ﾡで 

• るか ら ﾡ受せ地に抜術の料ﾡさ にいくら かﾡがあるニ ヒは明ら 

かて める。
別 さ れるみ入に 油 した放ﾡ駅消の使甲はより a和 した相 

的E権民をした»丁約緊ヒさりそ九 ,,以 /回の測定ハゥシう ノ田 

• 河ッ 力 司 の 期 面 か ち ぬ塚許でをにル しの緊化がみ2て も緊認さし

ﾡに対するﾡくのﾡのﾡ の目さは <aんc ノュレ デorat 

と,,と o.en t J なての にさ ってナでに述べれている.

ハり岩及密ビ でれが庄じ2とさ区区置から方かれる- それば

ル ヒごっちやにしてないけない・ 初ク測定のどさに. めりし
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て乱守&分しその百になく さ っ之放水は他区長愛をメはさセﾡ い 

が新※ とレて初めに分郷されたネの浜よはﾡ式長そかタかれる。

〔祝)- 炭る登測定好ﾡ

( G rouそん ?uc2our2ntcC Jaパe -&cet ) 
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ジ. ﾡ差ﾡﾡの以ﾡ使ﾡでにる与

• Dam2e fom とC2ヒ?uPt 4o14t22 t イoじCont.un Aa2d ooo
E. &icんat Toc と たん l し 6aoma子e

Jow2 # Fouaオシ-?!.: ス /oe+? / アタクタ～ タ"

この給えば s巻須 の悠地産※ガおけ る 段ﾡﾡの穴にさる幌 

どあれの研ﾡにっいて報ﾡ しマいる. 者ﾡのﾡる作られる oa ら 

のスさ ﾡ々なるものと愛々考えられているが. これによってﾡ大 

お欠炎ク生ずるてビが利明しえ。

/ラ44ﾡ引月さらﾡ ノタイク年3戸に ペwそta2と oaん ( Owzucuo 

の4才と22とt Pa8mu。 入 みzccu Q44 ( Fと&xtx 幺" %毋W ル 2 

Maxん). 4u92wy ( Q&。 6220t3dt。 Wu2d)4とcz2nu 

( &w 4ama& そり?ム铲ua L )ﾡ都産さ<なざ( PePuAw 

deと。 と& Pa才 )め各/。 にっいて ヲ〜どれのグ避ゥがさに 

炭炭蓮を突込んだ、, こしらの水は MシatdoiPとHScouevtet保の 

ク必丸発験林内 匸あり その4.りイは/。〜αれであっな。 番ﾡの 

法で以段ﾡは突込まれた. 次さﾡめになら ないﾡに し ズ殺ﾡ 

は百いなかっ. てんは別の研究で無効でめることががさた ・ I 

るのでチズトレがかっ. 注秋登の穴は縦てをヵ向のーガにし 1 

スe° Wち z4,/2.z20,2クe" ②ﾡ位角て上的 な そとととのセ当 に 

めけられた・ 考ぎの穴は ヲzo. クバ, /4 4 z ◇ケ 復角で地 上約 - 

uの 徒•痛 に 發 けちれた。ﾡﾡおぶび表ﾡの感を -6-y 月向Pで刈定 
し峻. 3

クーパ ダみ月一炭定終み回 の区ﾡ期向 を«之 ー ヒ年 し 掛除 

解し ﾡ合と目でみえるﾡれが別定をれﾡ.ﾡ的な意本かク <エ 

府及が行な わ れ廷, :

ﾡ 票 Zedcc&to ー

夕ﾡの以相期向4区ると ムク々嬢伏 &験 くﾡの絶ての場秘のめけ 

ゆ合していだ. く/*>穴のﾡりの形区ク易さ4422そ4wヶて 3 

桜浸 に ﾡ造 するえめと感われる。 イutca22 oa& や 2w2ct2ttでは 

秋よ り者の方が穴のﾡ者は早い・ ー彼に怒着の割合はﾡ部APPuacfuan..

で. H&Pt の祝宅しているものよりばるかとに平ゃかった。

玉切ったボ ﾡんピ合ての穴は変色ヌはそのﾡりが汚本てりる二 

とが成出された。 (X 我)

変色の 水平ガ の教ばり は内の t径 より 任かに大ざいぞウでめっ 

空宮汚ﾡのﾡ田かなり大さく. の上下ヒにばぼ高じ優Kﾡが 

って いる。み扬 金黒 か6 替次 色. 忍色にっ<いる ・

活授程度 にﾡするデータ aか枚分 してみるヒ. -複お •ょな孝 師

< xクマ8め て有ﾡなﾡのみる二 とが示されな。 さらに. 岩絶とき 

ﾡの天互作用はﾡめて有ﾡであク。

梨と点の穴を二ﾡにすると Suラ8なては富汚浜の平肉さは 

ラ?とれ 惑大チ4シ でみっセ・ イuwtt a& oa& の平泊さ / 

レれ, 受大は4。シ2 ・ 4w.&cZチcu の平汽はノク.!it. &大8t. 

系初産cottのuwood の平均ﾡ2?い 減大z。と cecoん 

の平ばう/ 4 大は/2wれ でめる。

と検定 は c<子a&&euの, dtu2cて 3 Mctta4 co商 に有基ﾡと 

示さ どかっ た が Cottot ood4 や ceL ad人 より汚ﾡは汝しく . 

&aイは他のど色に比べ てにかであ っセ。

& の 樹税で そみなウうiい が, <w8aえ&ケ ては双にらルﾡ穴 

はなの しの にはべて ガ垣がぜ しかった. (をなをの/%水ﾡで有ﾡ )

表/ ﾡ長ﾡ孔の5ﾡ注

ﾡ 百かヤはいづれも 2個 のすLに 対するるめ であるが. 舞上試* レカ ルwtt2 co& は 
ヲ < しでわさ れて し〕る.

[
虎

7 0 * の L

クAA1谷べだ 2は羽修延 _/9niポ9で」
•

る
*初uえca/oxwooL 2 6 . /ク0 ク0 /20

u。 d4ん ノの◇ ノクオ /oo /22

wれcal oa/と み / ジ ア /22

|,^wo&tww: z ナ 9 /20 / ・o

> <c みat&c
*.....www*

クガ <8 クク
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汚受しな林み若ぞヒついて. ﾡ後が行がわれた. 多くのﾡ本では 

消教め出ﾡう れなか っそが PAi&opAeua ﾡ ・ Fwcuiunt ﾡ ・ 

DercecCLiumt ﾡ Cuwu&o連. と子20c2ﾡ ﾡ 伏 Defodco 

岩後話が分ﾡされた. 同求がﾡ県が・MQg-2nイ州Ze8tいi&co 

りSポﾡが究の2o2。W Daxvdbmt こつて得ら れ ・分ﾡさ

た有求ﾡが多※ ある さと は-建のﾡ名えば当ﾡの小詳がらろﾡ 

みに夕2マ対にﾡ入 レ易くなったりでさおいこ とを系レている, こ 

れあのﾡﾡせﾡ材の汚ると知糸のあるニピが児出されているが ﾡ 

も -桜的な名の汚漠ぷ因でばガい.

汚 した太のﾡれ め直方向 ク平ﾡお よび要次め ﾡ出はﾡ書に よ 

2て受なる ・(う表)
水および合の を 一おす九ば 平均およが最大感は c&2 cooa 

で&4 と/。, <u7ax4oMzで 47 ど &ou t でマダ 

どとu. Muむa2202%で、<クとジ4iて初2ァ。 如ル x d 腼 

たの点 / 孔 运 ケ ご 的 った,,筑 我 の 奏 の 分敢 分 によ れ は・. 材砲 向に 

悩のて有老が迷が示され。 例絶ビ季ﾡの交互作用は有ﾡでわ?*.

ﾡ名したヒ所ﾡに変全が孔を移ﾡすれば, し検定によ リ・ も 理 

じばふうは他のﾡﾡに比して非常に多く. 4w2aんuHもみビは ・ 

テリ少いが. その他9ものより多く, 毋 こ や毋ぎ ば エみ じぼぶり」 

リル少く. a% マ uとo02 oa人 より参 いことが受出されﾡ。

表 ﾡ長催問査後の2ぬ浜期向の愛色

注 汚のない礼はこの汁から除いた.

岩 ﾡ
の u _______ 意 の u

方惯 しe礼 多宮1務や上 ﾡ式 し を * 毎査ﾡの平均】紙面
% こえ 内

・R.sa *金・や*を.....* ** * ww * • w "
シ

細意はこャがき. タペ ? W ? 2

G4een ad ノ。 o j. a ノ〃 0 丸 o

イuな20 c2& ノク ク ?/ ノ00 ノノ.0

もみじ以ふク /クク /〃 ? /00 ダー,

Swaado /00 ./ / 20 4

--3/-

5程想のﾡ朽菌が分因されセ. 書あ研ﾡは enn4o2a 種 

とレて2種、 Xy4a2〜 程 ・ 2gye2o 23zkcCce , 

Pe2s/zo2c。 2dudzc。 と レて夫々/ﾡを話 しセ- 

ﾡ考わよび菱約く D4occcace2 222 つ422～2224)

杯長鑑孔が急迷にﾡ合す るの、 その大部分の日 り 乙汚ﾡが生ず 

る。 色のﾡﾡうﾡの平均的ﾡ団は2耳向でラ〜/ラグ であっ 

が これは樹種および、 孔をっ2多両がﾡか承かによってヌる。 

小平方向の散ばり 日非幣にか つかク 2一 マれののﾡ見は、底着かも 

っ立ﾡﾡユ地区2ついて Ae/乙nみ 考が報 ﾡしているﾡ団内にあ 

る。

3 表 所長ﾡ調ﾡ徴2京乏向のﾡや
­「「- - ---「' -- アー

>
平均的

え

-画4a2

倉の4
Kれのあるる ﾡれのわる礼 平場的型でu

ざ 22 444 on o 4 ;

今-ece～と &<名 っs 4,o 2

とe cc4 222 1 今o /8

もみじはふ ろ /会o 222 2る

Sca-2 全2224 2っS
▼ 5 / 2こ 22

汚 Rれのちい礼 この殺他に含れていちい。

cCcc金e Sごどza の広2ついて町ﾡる行っているべ3z22タ

み意ﾡ孔"のﾡずる羽は 主こして注ﾡ学的示因によるとﾡ 

ﾡした. この研兄るに.み線のﾡﾡしセみがの分ﾡゝれるものの支

ン い二とが、こ の税紫2 -致している. しハレ分ﾡさ れ 4ﾡの

花岡は、際色の一部の宗因ご 百フ そいるとﾡりれる"

合2ﾡ礼したもみじuふっ の擬吊』ﾡれの&殺つ りては香単2 

認明るさﾡい。ﾡは及い2約2マィル忍れている。これらの木 

く ス記るをらま く ニンマ 周時にる。
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倉にﾡ北しをもみじばみっ&除けば、ﾡれの団は. x2z2 

考の報自 レセものより小さかっセ。 それゴ こ のﾡﾡではがﾡ早 

く ﾡ星しセめとﾡわれる。

あれの有疑かかわらず、 乙 んご総ての成長鑑かワ主 じﾡ 

ﾡは 製オスはベ=マ用の太の欠と方る- 高価ﾡな柔樹が各ま 

れている場合2a、ﾡ孔ば最NIすべSで孔はど要以上2深く して 

H与らgい。

^シ2ズタ, C."., E・R- 2。そイ, a2 夕- SンAoet%. 

c c4そzそ2ze 2 2acdg Pvcz czczcnzen

今42-722 - /夂以 ・

/24c。 ・ /ラタタ。

ezea, R. C -

22244ネタ ポze?z

シo2eっ乙y と7: ラ44- ラク2 -

Aどa2c6o2Z2ez。 an2d aecg

c2c22ク2ze?2ご #p-2cシ。 cク2

た32d2で2e ・ 4etz - -7a2e2イシ <二 :ミクー zミ- 

Jとeとx。 、 /夕4。

( ﾡﾡ契)

火 安長量をﾡ定する場合の単木資料の立場 .

Zイe 26aそと- P z +c2c22 - つoeeo

-2そ乙 と乙 eoれc2 &xz夕 eecz& -

2 ・ 422z . &24ed.

/22そ222ピ チ 3-222 Z2 今2 ・

/9生. P ク2ミ 〜 <2と

骨働 プロ ット にもとづ く ヴ長番巻定は扱や有用石もの とレて望の 

れて いる・ しか レプロ w H ごと z名々の番に対 レ て羽 々の記録い 

号しいものであるゼろろか 7 信々の樹のデー ターを快ろ幸にサ 

ンプリ ングﾡﾡをもく aするウれどもーターを栄めるの2う2 
メコス トが塔える。お 後 の研 求は、力> ル ロト上 の標本 

サ C の側々のﾡのデーター4こる仲探がよさ ごうてある.

や ﾡのもフゅ長は石がる鉄るﾡの ろ方天ベほ深とは要京る材 

・ 名 kN•布たき あみ、 通当2経営=れを林不ボ茶は領的に収ﾡで 

そのシえ孫ﾡまるもちおうく の不スを 以ﾡでさる.

戸げ9 と ラ 林恕 営と と ・ ィウか塚= れる材ﾡゲ欧長 2よってm 
れ ②材ニバランスする。ろ6s りろる林木を 代探 ず る ﾡ呼で 

れじﾡがﾡごﾡか ア期約浜のa 立てるニンがで

44 とこのmそられ◇承4た*述知ずるさなを知の度け北 

ざムと " 二 め ろこと を 感眩 今 る 一茄 •の石項麻铉鬼久 わかるとけ 

ッ る の z 名当 さ 材ポ & ・ 軒 死 をそ75ろ社 " 村 甲でさる-

•ト Fﾡか遊;理向こくのよっ分されているかを知る= と2よっ 

森 林ふ迷日ず永の が長 のにのcみヶへ会みホを※ s ーフの目で 

るる あろっ。ﾡ種対して次の二とに訪ﾡ?る二とがと受 で あ 

る 节 日わら成長とﾡﾡの 上さ当ベランヘ有問樹ﾡの連 

• 相枚するこいっ二とでめa. そのと、には?是上のあ他は余り 

翌で a い ﾡﾡ の成長乙よってっめあわせられる。このここﾡんど
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ずべてがくされそいる / ダー ス のタ マゴを帯っ ているとﾡじことで 

ある. 3 さわらそれらはとれも タマのようであリ全部る ノヶあ 

るけれども貴ろがそれな食べよろと思って も桜 zﾡい。ﾡも 

それとﾡじである.

森林冬 当名はまたﾡ灰長 型2影響する二三のﾡ奈に内がある だろ 

ろ. ずちわちそれのはﾡ存ヴ長量 (』uawiva ・ ダ2◇wそ& 入、 

追界成長番 ( 2azeマ& >校杯想混電 < Ccれれc29 2じ2cc?2 )、

花試 (2ctaビ > である- また欲は方考木の長番 ( cce8 

ccogc&z2ご) Yﾡや伏ﾡされ木のﾡ長ﾡもはかる二ことが

でたる・ 徹の経き向ﾡ2しがっ てこれののデーワーをいろいろム 

ろ みる組合せる ここがでさる。

ﾡ林経送るはこの ょろ5データ ーをごの位杯でさるハを推足す 

るのに用いる. 米国林野所 < uS. 22 Sexv.ox >2ょっ

て /a2と8ez2ぞ そ戻行ご れて い) る 称林調身ではﾡ局乙よ? て除グ 

れたﾡて 成長によっ て 7ロ乙られる材ﾡをﾡす るのの基ﾡとし 

てこのよろ ー ター を保っ ている。 われわれはま ずわるﾡ向の材

ﾡ の ﾡと枠 宮及化を見出すこに胸じがある。

さ て 試長 登は多くのう法で定でさる。 /つ の宏河一面稿 

の足罪的日再測を基2しz いる- これは通常型去の期向の区長電の 

足で あるい日未のある期向に対する ﾡ長番の予刻に2って最 

ﾡのろ法で あるとろえられている、 すべて のを 索口 适援的 た刑 え一 ・ 

れ目っ ﾡがわレい仮足は ﾡハﾡのも の し かわれて いコい。

森林区るか面八森林に対 して は全林坂木 (創水ﾡのﾡ全請査) か 

でさる・ しグし大面ﾡか林では全林ﾡ木の賃用は甚ﾡに旨るの 

でサンプリ ング用い れる。 .

ﾡも簡単ぢ場合に並似的2 靑-笈 森林そ わる。こニでは係本プロ 

ットの示列がﾡ作題に記Kされる. ロッ ト翌2ﾡﾡ一径野帳を 

农 り、 直経級 (乙とnう翌の平向材 ﾡを足す ②の2樹高と Tクボ 

の 分ち牧のﾡ足が行ぶわれる。プロ ・ トな 2灰長量がﾡ町 す るの 

サンリン グ誤ﾡのﾡ界である.

そのサンプリン グ表はロ ット上 のす べ て の 個々 の樹木を 明示し 

Rり (例えば番号札をっけたり し乙ゝまにそれのの試長に問する詳 

毎友データーを業めのる ニ z っ ても っ と改巻でさるであろろ。こ 

のF加的却構報口炭長品のﾡ足を改認7 るだろろ し、 セサン り 

シグ 誤差 を小 さ く するごろろ-

しかし ゲら個«の木の デー 9 - を集めると サンプルプロトの 

取足と書測の 改用が想加3 a- くのっ2集めセデー ターの解mは一 

ﾡ催であるかのより多く の黄用がかゝ る- レハレもレﾡ«の樹の 

ボ間 に 岡する データーを 必變 と すれば骨側プ日 ッ H2 区移す る どん

研宛も個々のﾡを母び明示する用意がぶけれげ日らないごとは誰 

で シ部のﾡばなのさい。

可ﾡは二ろである- す哀わち 個 々の樹 のデー 9一を乗めるニと日 

竹m的も コス トZ引 さ合ろズのえ分点府m的さ情報をちえるだろっ

のﾡ文は上のﾡ向に谷えるたのに行った研宛報告るるる。 この 

宛の迫福の目的は米国林ﾡ庁で現在行われて い るみ林の査の孝 

a 9ヌ彦 っることであ?た。 しイレムがら- の結果はある期ﾡの材ﾡ 

&#ほ図化を薄定す るこ ¥ 12円だ次あ り・個々 の 木 の和极 い に 肉 

るラ ク -なば受としい系林経ﾡ着とっても為益るあろろ-

研 梁

ﾡ々のﾡのゲー ターなﾡっこと 利J 尽があれ ぼそ れを ろこと ゲ 

_ プリン グ 族愛 を差 レ く 秋させるといろ有義性の検定を示さセ 

ノ ﾡのセい。 もしてろさら信«のﾡのデーターをﾡうと率む正 

N a 月 る の 2だ毛友プ ロv ト 教を かかり 残 がさ tる = と ゲ可 能 で 

クろっ・

しャレ言がらてえ個々の ﾡの デー 2 - が衛 み れ た利 魚 がキラ 台 

A ト 2稲す るかの間値があるかどろかなみるセのにウ>リン グ誤 

こる小くし込レても これらのデー ▽一なめる書用 をﾡしE
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け れば日ら セの ・

しﾡがって こ のﾡﾡは次の= つの段階 で行われた. (信々のデー 

ラー をﾡろコ と2よって 誤ﾡゲ萩少するこ どの有長性の検定を行う 

三と ○)個々の樹のーワーを伊っﾡけ> フ°ルプロ ト乙 候わ い 

カニブルプロ ッ トの2っのう去でﾡ求正確ﾡを得る受する誤用を 

比ヒ較するニ ン。

オ/段商 誤ﾡクの有煙ﾡ
ﾡわの製ﾡで 用いた検は分敬分がの 一っの型であった。信々の 

不の データーを用いセ場合とﾡ«の水のデーターを用い☆い場合の 

・ﾡよる平ゐ子ろ の差を分散比の進定 のセの誤ﾡ2よる甲ﾡ子ろ 

で割っ 。

ﾡ係づ世ﾡであるけ れど し比 較がは っ会リ しているから一次ベを 

問いた。シレ曲ﾡ性いみっ たとしても それは催かる あると信 じられ 

②. み長型をわ期材殺、 テ均ﾡ経 おxびそれらをﾡ台せたちのと 

商係さ tた。それから個々 のホのデー 9 一か のﾡ足され品灰長ﾡは 

一 のW加的放立受救と し て候われた- ‘

連ボ関係念々がてれがれ2対し て 計幹されﾡ・説明 さ れる 今散 は 

8ッてある。 レﾡがって(83一Rラ>二Y2 は値々のホのデ 

ター2ょって説明さ れるか散で める. 品明さ れ方い残 り の% ﾡは 

く/-尺ヨ>ニノ かラ推定されな。分ﾡ比Fは次ヂかみ単さ r 

る ・
4&-ダー (r=ん(d8う) '

チ =ニ -----:------ 一  ----------- - ------(/
生屋注ど (ノ -R) ZJ2

ここでルはロv 卜敬でめり終日適合 したパラ メーワー の敬て ら 

る:
こ の解2通当 なーターなろる2はい< つか の 港票べ 必震でお
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る。林分はある取扱いがじ受であるこ乙は明らかそあるから、そニ

ワ迷はれ己アロッーからのデーター に春左丁 るかわ知れ区い編 り 

をさけるたのにロv ト は森林のﾡ行ﾡ件の代表的包も のであらね 

ばぶらﾡい といつ二乙が考えられﾡ- ま た個 マ の木の デー ▽一 が快 

えるよっ息う法でプロv 卜を談 しﾡ測するこいうこ 乙べ必受でも 

あった. : ...

/acnc 州 フ&zaag8 町 の 8ezd ②とe2 Canzag の 

ﾡう2D. B. &czexそ べ談定 し プロw 卜が数ば九 た-/Psタ, 

/ラ422ョSプロットが該足され /P$2 の秋 2ecd 2 

CarzePz の補ﾡをっけて再ﾡが行われた- 木口すべて番期 

され付応木は記ﾡレてあり並手ガ長5がウえ5れた。

この府ﾡるは2m く/タラタ〜クo, /ヲ今2>測足されﾡだけゲ 

まわれセ。 枯根品および巡ﾡば長書の っﾡまざらわしい可ﾡ性の 

pる回予は と り ﾡかnれ。

"頃 み長は ふ冬 巻 2とって ﾡ季 四 うそるるいら二のFﾡ 

レ 乙 ﾡ ﾡ 断面後 か' 二 の 解 では用いられている・ 円者 町r面項 ・ 僕 

の2ﾡえであるし、 まﾡ他の剣定の単位+も比救の目的にとっ 

z は+リー層鋭歓ちも のてあろろ。

/ ネのネのﾡほ前面ﾡはて(d夕 そ (ル尸 =クeesz(abパ

ある 所を前単2するたのに係称どしてしまってくdムタ) 

ゲ材ボの北似釣故と し て 僕われた-

42んp wuで私したノロット の成長 •£ が從思をオであフ セ。 * 

み く “冷/>2 の発期 の利 とネ坊の祀のボで あった。社う及は
d々&)の最の和、 合憧 が平均>のスごご な お―.

・口初ﾡの全合計二(ダら.メ) z対う ◇ み長のデいなﾡ

. e と/a) の 平ち和 の比ご あっ 影。平明木の木うさ は.

/ ん イの平平方の平うﾡでわっ ta.-

/ c番目の次ユ教a各パロ"卜上 の個 マ の ﾡの椎 定 政長通の和 

2p7た。*れは公和坂のﾡ催にﾡする江径区長量みH帰う程式の 

ﾡからえられ. 各研ﾡに河レて <またはﾡﾡ群う)最ハー犬表
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よっ て あてはめ れ セの- 次式がﾡられﾡ。

や ﾡ え ** dら2の係む 相胸係枚(r)

S22〜2e ②772 22ze a o44マ

子 22S 228 今o"

/Lcwecc 2.今«< 2//テ a・ャ2 <®

アクz <クラ 2ク4 2
2っ 2クo

Cc2o2 2今今 222 22ラタ/

2クン8 " 2sso 222 /272

//2ee , 8フミa 2c 22 2生5

(/ 4e2eet- 金久“ » /つczeこ お乙女 ノ

2a222イecスz を含む。

(ユ) 22-2ピっ乙2合と, a 72/24と ノ 22名 / 4eec名 を

含む。

(ラ) ～は今洋で為ﾡである-

(2> /は/%永楽で有ﾡである.

曲ﾡﾡ係の可能性が験されね- S/xcce のデータービゲN 

さいとい っ理由 と り べて の六の %以上ゲ S/zce でめると いラ 

理由の ﾡのこの ﾡ料が用い られた。 契のﾡ区ﾡ長量な椎足さハた造 

経政伝整 の上 2アロv卜しz・ «今序徐"ら のはづれはお <且つ 

デー 9 一がやい易所Tで は明 zラーダムであっ ﾡ。ニれは緑が迫 

当でわる= とをﾡ味している。しﾡバっ て そ れ以 上の 検足ロ行 n古 

か つ ﾡ。

商ﾡ を候う=とは二 cd P. &)2 の み長量 をうるのにとそも簡 

でわった- 二れは次のﾡる明らけである。

d2 = +4

こミzα) はネ めのa b. 法. 22 はぐり)のα,b. 2, へα

b. メのﾡ長ﾡである。

a3 の増加番=d一d? = (必ャW戸-”广

=っd2d+ 今α2

今とd=2+24, しがってα2の巻mは次のﾡ定される。

d-d7 = 2d, (a+4>(a+4d,)

=2+っ2d,+2&84,+2 8d+4a

= 22+ 2&(/+だ)2,+ &く ユ+ 夕) a,2

ヨ ﾡ三42 の茨長ﾡは次のりﾡﾡされる.

M/a- →22 ( ん+A)=d, (2-4) 二αヌ

一 のﾡのへての翌系はす乙にﾡ種霊 ァローマ2利用できた。
1, れて ・帰分に料し < ど電ﾡ二α? の阪長番をろる二 と ご画単

向題でかっだ。

みの研るはYロニdで のプロト阪長電でめリ. */ はニα?

初めの值であり、 *っ は合阪価 *= は平向ﾡ局迫径、** 口利

イ必 d と メ. の呉料か2番えされﾡニαマの区長量る あa. ¥れ

,, れの子均働か ▽の崎をと し 乙そわ した平ろ和ロと和和首通の2表 

ニ4 若 され巨. 総飛に次の通りであった。

の相関係坂のﾡ結ﾡは次のまろであっ *2。

三d22対する阪長番-- oク29

二 : <c
- ---

とooz2シ7
1

方シタユ2今 <ニク& 2osP4/2. クメミフラタs.

x= - /4sa 今7二 フ524 /gs夕44 クン22=?

x= 一-1 — 今夕5 の 7/424 ミ/5ミ

x。 -
1

— *** 今/7う«クる. 今Pイ 今マ .

ノ L.. -
,一,i i M i

今oo%'Z



-4C-

合表 ﾡ対す る 試長番- ----------- --------

平均ﾡ径に対す る段長証-----....... ----- os>

三dそそ足されﾡﾡﾡや対する 成,量;—— っ s 2と

-47-

ウ2迫系試長型 と枯揍盘 の効果をっ けmロえる二 こ 2 よって Fはハさ 

くaるのであろろ二 こはんどﾡﾡのよ ろである.

三れのうち 2/a9 は2よ )育尾的2大さくに女い。 だから平 

均追経に 以后 用い方い二乙2したに。

これワのデーワーからﾡ相膚の子うが次のよ う 2計幹 された。

Rアっ 2ちワフく --・

Rすzu = 2クラ446--

分散比次のよ う2計ﾡされる。

__ Q7ミ646-27724 2/今59
ー ニ ---------- - - 二 ---- 一---- ---  //

< 2s72% タ クク— "
タ ー ィ

この石は非常乙大さし から懸きとはいえ郎い。ﾡ百すれば個。 

のﾡの ラデー ?一 名ﾡ用 しても残ﾡﾡ動はﾡしいがは認のられも 

っ ﾡ。

て巡界区長番と枯福ﾡ"この 解忆影響を るものと すれは、こト 

とんﾡ序化が足るをみる三とにしよろ。 公デα サラー足 標 本..: 

に対してﾡ冬与受系はん、 Rヌ や子である. 府丁加函子るﾡう=。 

はよ)多くのパラメーターを・ しﾡバって大さ与々 をえmする。 

あろっ. も レー級 の缘型以故 が残存 木成展禮 の保動な通当な J 

そすれは並界び長書と枯ﾡ番の岡ろ とも新 しい徒感 段妆の後 物 か飞 

マ. " わちニダ ゲベ=く ごべ何べあ ②=そ明らヶ でめる 

二い の着m2つれてペバこだz の両うども救少するでわろっ」

cそここはまセ説明さいﾡゲある.う したがって く/一Pョ 

は者mするだろろ。 ( RジーRヌ)がごのよっ2日るかを千刻す2 

曜は何もない。もしそれが不限のきゝでめろかも し<ほ救ル する 

す ればだと </-ペタ) が増m ヲ れ ばF"戒 しよっ. もし と ん、 

十分大会く gれば戸もま た大さく 言る. しかし務不炭区量の=れ 

ア2段ﾡ ﾡレい正ﾡﾡち ろるﾡのの頁用

比ﾡ る苦用を計単す るセのはわれわれは岡うのう 表でし 

いﾡﾡ度をうるのにど受友プロッ ト版 を知る 必凄か•あ 台. にれらプ 

ロッ ト女のﾡ足は aっ さ り と故け=れﾡ公べとそれをゆろにのの 

平 内値 と分前の特切 の値 に よゐ. われわれの当面の目的に対 して次 

の商な公式を候うこがるてゝる。

=S3
三こで は プ7 □ ・ L 物 であリSロペロット当 リ の景ﾡﾡ、S x

ゴ 目ﾡﾡて ある、今 Sx a三4 ての足ﾡ平ち欧甚せの /。 %

ちら アラ2<とく こ し, ろ。 そろするとさ S=(-R二yつ は

□ ・トーテ ーウー対し< く/一2= ククク 4>< 今oczz /クゝ

: バ/ラクウ , プロト ラス? の木の テータ ー2対しては

クタ テら44 ノ (=eo4/フ=/夕/7554. 三れから

z =
ユ//クSク

---- 二く
()

/ミくクマ今
r 三 /S/

( シ. )2

' , "確でシって待らる・ (//2○クしヴれば各々2とを

•,リ はよい。

ﾡ用のラ ータ ーロ 弁 り 正 健 て々 い。み林四査においては

イん-そごしa...ごこと マ2e ～/ecztc2二 -だ乙zZC。z の 

優験る はロ ・ ーを再匹超するためにﾡ術バ行れる場合にロw才
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っ・ロ ト当り言用はほゞョ今中である- しか レ個々 の樹 を 再び期 ホ 

する用題は出末ていぷい。ミのよろ ☆プロットを登配置 レ骨調査す 

ることロほゞ同じ貴用であろろ。
すべ て の木の適図を作るセの2ほ2倍くﾡと7な> 乙 い扱

22 らの再列食用が推足されている。 こ の佑名の稚えは向受的 

ぶ記来Zもとっいており 完会正確ﾡものそレて受けウ入れて は部 

ﾡい。 J

森林調査の 目 的 2はプロ ・トデーワービか ﾡわれる宮 ば余計 

Jﾡ甲d かか み士いであろっ。レかレﾡがの再制の びに C2k2xラS 

=力4ク0$ゲと季である- 惚ヶﾡ々のークーを候ろ2に /4/ x 

(2クーヨ生ゝ =4aヨ $のﾡﾡの負用が受で ある- そ して 

コッー が番烈されると さ2/会/* 4今 = 472今 ダの右の 支出 〜 

ど受てめる。
個々の書のデーワーをﾡろたのに加ろら れる 浜用も合せて /イ42 7ミ 

とある。これは計単の増加番を考えﾡいで ぼゞ ラo%増そみる。

. ﾡ 務

森杯那直におい て個々の介のデーターをﾡろ二とばサンリ ゲ 

誤差 を 演レ くﾡルさtる初果がめる ことがﾡ是されTこ。レしな 

らこのよう aデー ター名 ﾡのるの 約= o 2% 調在のﾡ用ゲﾡ四する 

ラ,、こ の 標本ブロット 上 の個々 の 木の 記録を とる ことはﾡ期ﾡ京* 

後 化 の 正 確な 推 足の ためには 4列 方ﾡ用を出す理のﾡ値は切じ。

=の殺認の 解は才や 込 の よろ でめる。 するわっべての僧°の ネ 

を 明示 して おく か- あるいは何も し放い三とよりもむしっずロ 

上の保本木かの個々のデー ワー をとることである. 二の手感 

商経成長番と材ﾡ長長の区高度の相内ﾡ係がめ ②とい 力 利"* 

と フ忆も ので わり、はたずロッ ト 上の3べての木の位置Eリ 

はり の高いﾡ用をさ けるためのものでめる. 二 の子区契が国* 

野行のル。の8.x の森林ﾡ査に用いられてのるう宏であ合,

' .-49-

お飛の他へ の候洞

こ の研ﾡはわめ森林調査の初年を改番す る セ め2行われ. 結果 

はプロ ・ ト 2もとづく 研ﾡを行ろ森杯家る 信預出示る デー 9一をど 

受乙する 森林 当者 2も役立っものであろろ。プロw卜にキとづく 

系林調吉はﾡ林のﾡ能を 目的乙している。これに比位 や騒長るその 

戸じ よ っぷ図ろに 地 して 記述的であろろ ; あるいはっ以上の 

林分のと り 扱 いの相対的功罪を実足するたの に 比較而 足的な ラ のご 

あっろ。

二のよろ点研宛では個々の公 の継時 の 処定値を 記係す るニとがわ 

セりまえの二とであった。個々 の本の ﾡ長にﾡす るこれのデータ 

コ 候用され七いこツがうい。 そのよう 包ﾡ合2は記述のﾡや 

ヒ戦 の ﾡ敏性を ﾡす埼介には個々の木の 株 を 記後 3るル受 ☆ 

o= とは ﾡみかである、

の研宛は個々の不のデーク ー の ある/U/ ペロットは ﾡﾡ列 一 

ブとメー の 野ﾡのある242プロ ッ ト か的 ほ 同 他で あるこ Yを示 

しそいる・ これら の線碳 口 他の 林型、比およびな林み2正確 

用が出束る。 しハレ 全/zと。の比は二れらの他の合シ旨ゞ 

同ビ でめるいっこ となﾡ柄 ること5合理的でめる.

ﾡ ? れば個 マ の林木の記録が こられていほいとき2 ﾡ裂与面承 

。 曜 4o 〜 4ケ%を 求 っことによってﾡ々の 林不 の記ﾡを候 

と ほ、用じ純票をうる二がでさよろ. あるいはう個«の木を 

示 りる節戸はロ" 一 根を約 4o%すことにっ てさけられ 

よう。 ■ .

2的互去期 a何シ方いがこれらの料は よ り 効報 のよい 就験散 

+とるたののjけ乙ﾡるﾡを号えて いるここズは明自である。 

り 論 このを地方にた用する場合にエクし夕ければ灯っな

7こ&とと W で の Sn2ccce や pそ は相対的 喙樹 でありﾡ 

っ 風士 の 他の 曲椎 の そ れ好だ フ る図ヒ 受化が多いからこの比 

a 天 い2ﾡ化するでわろろ.

自 かのﾡ林のﾡ長にI するﾡでさろデー 9一を のる い る森林
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経きるはまセ受っセ場2ある- 彼考は家長ﾡに岡すると同じよろ 

2現を材ﾡのデーター る与えるあるサンプ リ ーグう式2ﾡねばて 

ら a い. 次々の調程と成長登のﾡ足が及い2ﾡて あれば成長ﾡの 

ン>プ り ン グ誤えは各々 の滅分の サ ンイ り ング差の平う和の子 

根の函数 を ある, ’ ・

他ろ ウ ンリ ングう式がﾡﾡの調登も二ﾡ 目の調査シ ビプロッ、 

卜系引を基にするよう2面ﾡにのっこっ て行われ るとすれは正レく 

面辰を表わす のの示本の欧尽はざれを 2ﾡ候っ乙天にひざくHゐ. 

最も初飛的5手事はもどのプロッ トの一部を骨期し. 骨刻定の乙 

そ 新しい裁つ かのプロ ットaと るずっ士ﾡ計 よい う2恩わ九 

a.

二 のよう本立ﾡではこの研ﾡの結米は、再測 ﾡの計島どれのの 

7°ロ・ トを都今的2定めるかをさのるの彼立っでるろろ。ﾡ用と 

サニフリン グ 誤 4の知 載が 先分 に 曜もので あれば. 最し効果的 

☆救名所もフ て 亢て ②ことがでさる- よ り -般釣2は◆的ﾡ術 

&リ、そしてネ2期のより 勿飛的設 2用 いられる 二乙が留さ 

しいであろろ。

どち ▽の湯色もか林をきるはすべ て の個々 の樹「木を 明す るたの 

の刊5 ﾡ用を傾わふいで db.メ 区長量と 材 ﾡ み長量 の ﾡ の相内 

ﾡ係の利尽を利 用 する認のz保本木を候 雨しセいのであろろ。

も レ森林経老ﾡが個くのデー 列 一がじ受で あ るかご ろか確信が点 

い耳らば. あとでとの 受 ﾡべうりそれ 内 らデー ワー盗とリおす 

よりは、むしろ給のに個々の#木名 明示し ろがより 設用ゲか 、 

セいニとが 分a でわろうン いろニこ を最 後 z指格 しておく。

(2) Jeo夕2, R. ブ・

チ 乙 24イシ4e

ととご - 7eへ乙

SイaZc2zcc2 22241e2ZZ2 27t2

つ4&イeシ 4o2 a2Zczczg

4夕xcc - 2/ : 5、Sさ乙 ・

スe。 ・ 22 -ラ○4 /2, PP /タユ

みを。 , 24〜zぐ , J2ペ/z&-zz

が
2Qoo

Ce2o42eっ ②っ2 つ4"8つ -

イ& すe2ぐ /アダタ・

(Iﾡ辛区訳)

?2eぞン8co

2 ラP PP.
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ろ、材ﾡとﾡﾡのﾡﾡ単足去

Z^で -"

C4cwze 22

Sxczz 2>

Per22a2

Wo2 /タ上Z

2
gzwz&*"

プ子226°ンシ 2- 今 そ 

g。 ア/ 〜P 夕22 .

程でみ校整名計学す ②ﾡの現地ﾡ料の需ﾡは森林謂査の作素 の 

中で最も 考のいる シので ある. 写ﾡ調害表が森林図化の漫尾 と ﾡ 

良を大りセ向上させ、環ネ調ﾡ送が、効界的て E確京調査者ﾡを 生 

みt出レのとﾡじく ・ C代的与校械計ﾡ去が内奈計幹の手ﾡ4えれ 

(宗 化し 路化 するﾡめに受求されよろ。

材ハと浜量の画器ﾡ民法に. 次2示る2つのもの2ﾡﾡを置く 

ル受べめる. ごのヤーのものは、ﾡ不の主号ご形ボにﾡする基求会 

則にﾡす るえ分ち迎識で ある. 才=ロ世かヌ は林の材ﾡとﾡﾡ電 

は 両式単ﾡ去びられる前 か☆りの正ﾡ>をもっﾡ単«化昼* 

学的及で忍ﾡ>れる必ﾡがある. これらの岡係ゲ、ブラフ. な式、 

わるいはﾡる返わさ れ こしても、 やはり 数学ﾡ でわる。

- 旦作れて しまろと、 子切的な大堤授調登で 田べられた袋種式 

もの森林ボ危る糸百シの杯分2わたる多女のデー クこのみな過 用 

レなければヨら ちの ・レ&がっ て商路化 し計単手段のャ= の 

直ち2利ﾡで3 る自動的表や洋がでS る械に っ い このィ

オ/ この許文は /?53 年?の 4a2c2ce S/z2c2夕。 ( Coピ ) 

2おける7 < リカ状学会の会謙るﾡなされ。

2 この論文の基礎浜件は登者べ/7のz&つ。が乙の大学の受で 

フ跡に収ﾡしものである。ろ用し英料は/22。ろの 

zz&zcz ・立公函でﾡ着のの下 に大学ﾡ学生兵のセもの 

の中 から送ん だものである。

美である。

こ の論又でビ、音通の林分な (直径ﾡ別2本攻の記載されたもの 

zよる林分材ﾡの半およびﾡ足的友地位乙 成ﾡﾡ庁のデー ターロ 

よるみ長出の足4っている。 したがって、 こゝZは、ﾡ本約な 

烈樹保則 乙自動白計単 物汉に よ る うをる月いて 従示のあ去を監理 

るのに神っ ﾡ多フが示してある- 二の不則は宰巻の最のﾡ者 z 
Q しく 論じてある。ﾡ城的ろ表は標半的包完全自動式計単 —な 

み 2は 単-のﾡ作で子さ和と積和のでさるものもわる一にょ 

リ何力こと がて s る.

効の高い近代的森林西査は. ﾡﾡ号受、科与的も様本調査表、 

宗球式野ﾡ. zacぐ <aoe の核カードるうきく 用いること 

乙ﾡりを おいて いる. この よろま計学干段はく下のﾡ的において、 

pハ) の契用で危ﾡのわる材ﾡ、 長長のﾡ足電を得る浦助ャ 

2して示してわる。

受ﾡ2 ﾡる行ﾡデー タ 合z.cと yeewwu azぞa

去のォ /壽暗に は . ﾡ楽ﾡる4地っﾡなに ※ 

しのも也 示るゼ7問単形さ= れみﾡう材ﾡ委& 表わすこと 

< ",ろ ニa、二の手ﾡのみ私し香のしるﾡﾡそめるが、光 

,イ レそ 女にいつ ま •でも徳用 で eるであろろ。 一長命られにセらば、 

・ら2ﾡ れに 刻ﾡデー ▽ の利用で さ る べ 示るまで、こ の所 が、用 

られよフ。 ・

ら に 商話日ものこ?ろ2め ﾡての 材ﾡ はR内の そ 単位 

z 単足される。このよう2ず れば経料を-次回ﾡ載は存型に此いH 

w2アえることので3る。 それを刑いると材ﾡ定、炭モ予子裂も筒 

¥2場 )、そのﾡ月混mする。

最ダ的7与*22Z二 ﾡのﾡべネの るとホ ードっート、コー
6 --- マ* *--- --- 〜 ・*- r* ・ * ——一 ...… -- -

ラ> -バce , 乂e多/厶％ ゲ. アンueそC rccイイy ・

Re2z2C 2zeoe Co, M& yecや. 7タフ, 火74Pパ-
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ドﾡﾡの和ﾡは 产と m 単位の材ﾡ2ﾡ単係歌を通用 して椎起され 

る・ これらの係枚は、市場や利用系件のﾡ化、 販aﾡ材ﾡの益足 

のにzﾡじて ﾡるで あろろ。し か レ市場式は利用祭件をだえない 

* 2cezヨ 単ﾡが髪るあるからﾡﾡ釣科ﾡ計ﾡはそのまゝるよい。

林機 みの笑釈 c2ocと& y とo2ccaze 乙- -2eっ - 大ﾡ今の 

ﾡﾡ調室のﾡ約ﾡでは、予領く林ﾡ表 P。wm -c2220

ズ2&2c) を過用するのはふさわしく 女い. 同時2、単-の平均形故 

な基と すろ集ﾡ林ﾡ表はみま り 正確る gの®eがやい。ニ のよう 包 

理由から、(d b.んとﾡ高基づく) ﾡ準材ﾡ忍が一衣2迷送ばれて 

おり 地滅的か林ﾡ2過合るよっに信正され、調和される。

材積その修正 ?zed-cc2Z2e2z eP re4cwz2 乙2&4c。 - 

ャ/桜裕は各材ﾡを一本の回ﾡ衆2過合させる二とである。私全体 

こわにっ そ代表的☆ﾡ2ついて. 経の平ろ乙樹ものﾡ ( D2Hゝ を 

引単する. 番通目整のろぶﾡに、べ板的ム催ﾡにDグに対して

チそ 三 根をプロッ トJる・ このよう2して 材ﾡ表空にﾡ一帰 

か倡 り れゐ, こ の回用線は一銀2 DH の大さな値対しては称1 

さあるか: か径木2対し乙ほﾡ分曲徐柱を甲びている。この二とは 

ゞ一つのミヨっ た予数ビけを研紀対殺 の林卜木に過用 るニと"で 

さちいことを示 している.

材ﾡ表を区付 ◇ら段内 2dtヨ 林ﾡにﾡﾡ しなければ甘らないﾡ 

合のが岡補正値はに区長ﾡ試験地のデー ヲからネのられる。

・径報2、三の2っの面径の=糸子向が自ﾡ的計京老で早出され 

ろ・ 受ぶの=系千向とﾡ内砲径の=飛平 内の肉係がその銀の右 

友の 断面積西 办準を 与え る。この催をグラフにロットし、 平ﾡa 

しTz- 御ﾡのﾡれ想ﾡ合ﾡ及のめ回ﾡ合と 同じであると恨足しE. 

したゲって 平滑化しセ召か平は区内オﾡ 2 よ る回ﾡに面すの震 

あのゲラ2適用でっる ・

伝乃ずをﾡ内 るもと2L ﾡﾡﾡ21正し て"の、組分けか行；"” 

る場合が多い. の計では、秋個のく才ﾡ対クん )の 

回 帰 向 w回ﾡのﾡ定価の設ﾡよりﾡDか zN さい ことが寧ﾡゝれ 

ﾡ。このよっ方場合l乙はﾡ種ﾡに杯ﾡﾡをﾡっなぼ友い・ しﾡゲ 

って、ﾡﾡはうとめて次のラつのﾡﾡ曲ﾡになった- /群は2イ 

コ2ccc . z&乙2 rze を含み、2研は各のなﾡな、

-4222z と , カラマから取リ・ ミ群 は cc Re ・

w&とた 今2ce, 222c4 今/cccce からかﾡされて いる.

ラﾡの材ﾡ式ば里登でもい性ﾡのﾡ居味旨み色を除く たの2四登 

され、単一の括合ﾡ攻式 ( ヲ&乙 treztag 7专)乙音さ 

れ. 二はヨooo上のひH zﾡﾡﾡ用され、次のよう2なっ

/群 Cチ=2と 2222ミラPH

2群 Cチ=27+2 2o22ラ DH

う群 Cf=2s+ ocoユ/s

商単占表 く/表) は DラHが=o00以下の地ﾡ性をろﾡしたセめ 

t 庁 ( 回帰等数) が迫っ てさて いる. 単木恐ほﾡﾡﾡとﾡ問係に 

動ロ杯ﾡﾡの補商2よリ、 Dグ (直径の平ろ*ﾡぼ)に迫当日回 

平の数を飛 じ、そ れに通当七町帰ﾡ数るmえ る だけで 次足でさる-

/萩は突麻2、 ﾡし商単ﾡ形で示レてある一報のﾡ材預表でわ 

る. 二のよっ女 商ﾡ化は従未の表型式の表示よ りむ しろ 公式 を 求节 

二どて 町「ﾡとな る. 有ﾡで い活を除く セのラデー 9をのれば: 恐 

示はさ のz間i2言る. 二の表かみ、基布的 仍 模 式 の統計的 構 魚 の 

祀田内で単ホﾡﾡ を込造2幹 ﾡそ うる ・

ト フフィ ート 乙コ - ド位の材オ派 3edd eそ

azdwce zaecxe。-- 簡立 したよろに 基 礎的な 以長 ﾡ 

経営請Wは/&zS ﾡ位の付ﾡ格定況を基にしている- しグし、 

部の林茶技行名にとってホートフィ ー ト 或ロコード 単位の推定随

-2 たハくともﾡ在の販可系件の入よその指と セ ②.

n らに過 当 g ﾡ単係求を 甲いて paL 単位の燈足ﾡかク 求の

= y がる さろ。二 れらの係攻は、帝 際 白 利用余件 が無 るり\、わ 

るいに 园含や政医％ 加巢 0 が本的構陰に影犢 しセいで. さにﾡい 

刃数べ利耐でさるよう2ほれ、修工正し、 2る二とができろ。
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百内ぬzﾡ位 
の材ﾡを求み
さ の

/ 群

2cdQ22 ・ 4&.

R+z乙 ・

2 w
26waz たくそ, 

カラマ、ハコ

s 群
才22k /2c?zc とイとを」

eン2.cと 4eccた
Q/242Ce

-ん の柔数1 2oc2 ラ ・ 22oユ2ラ ○ccユ /ラ

プ 12mえる

ジ.222 以人上 a 6 クク

2今22 ー ク2o 2 今 2 4 ○. 7
ククの - N 今20 24 2s ク る

; /Soc- 0co1 1 ② 2 os

/eo。 - /522 : 2 2ラ o =
522 - /220 ； • a j ○. /

2 一 500 2 2

2 ね Peeぞ位の研ﾡ を ボー ドフィー -位の材ﾡ2校早する女

子 林 

分ﾡ名

祝単係 敬 方

名 して いコー ド 国ﾡ&と

4t* ・ に* ﾡ 孫 4
今 2/ ララ 2 ○

ククノラノ ○2r«7 / 2
ク ◇2/= 2 o。 / n m う 2 ラ
a /2& 22 /ヨク 22

; ? 2.2 /2S 22 /今* &,ク

/ o 22 /2ミ o。 ノミニ 今/ 2
1i // ス 2 /ユ 2.2 /2ラ 4,2 <<

2 ◇.2 /2/ 22 2ク <2

1 /3 o 2 /22 クク/ユダ 今5 s
| 22/ /? 2.2 /ラ I 今 4
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平

今ﾡ径
ネ 氏 し ほいコード 国 際 %と格

4t 票 樹 な系街

/ s 22 //ク ク ク/ フ 4, 2 今4
e ○. 2 //夕 ○ク/22 6. / 55

? 2. 2 ・ ノア 2o /2 2 ◇,2

/5 /究 o.。 /22 4.2 54

/ラ ノタ 22/22 <.う 今っ

22 2. ◇ ノテ 2.2/22
、---------- 1

&3 __今7

ド 単f の個は 9etc22&czaち のだﾡし た( グら とった。

ドフィ ート望の個は針ﾡ方にフいては /どクス . Bcee ラ ラ 

のノ2○なと/○夕表の比ら、 な乗樹にっいて に 2e3c 

、Pezzaシ ・のノご図から とった-

ド7イ ート への松係敬は針な別 にれて い)る。(2 茨> 

: のは吊販師能材限を対んする/とそ3単位の材根そ割り、 *のs 

を 図 上で平滑に する二とによ リ 商単にネめられる.

ド へ の後項 係数 り ・ ネの コ - ド当 り の とた で 口 员 く.

一 そ 当りのコードごして示してある. 二のを表わすは自ﾡ 

R請 ¥ を用いて宅単るさ く神ﾡで料のるニ 乙て さ、 したがって 

5mIのﾡ約にaる. Wに 2&の係救に平やﾡ径よりむしろ平 

p 経 の子うに っ 乙 記み <るよっ2すれば、 さう2合甲さも のz 

aっろ・ このﾡは幹るﾡ単2来められる。

" e e 線去によ る地方 的とu&ズ3夕振根の調製

Ceo22cccce 修 -&ecaE occイcc - みceそ z4_2とスza

乙42ee 今 Lzz2ccoze - ピeっua zeス&タッ

m節で ・ われわれは 多坂の保材想な4 ごのよっにして 単-のm 

行点に電すてこがでさるか各知っﾡ- このTで、二 札 のを 詳 分 ウヲ
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ることがでさる。 浪役的には. n径と樹高を知れば、 計幹もを用い 

乙高単2単木ﾡ外べ単出るさるよろ5単ぶ表型式で表わせる。 

(/ﾡ>

ﾡ司測足はか官りﾡ用のかさ公作ボるめるかの、 従示から正確京 

ﾡ 高 測たは 比ﾡ的少数の本不ビけにﾡのれてい. ニのよろな 

-ター を用いてﾡ高-通経曲線がろ かれ. これにより釈ﾡ的包=ﾡ 

ﾡ(dbメ と密ﾡ) オオ公表を地う的一ﾡ攻材震忍 (dら &のみ) 

に追すニとバそさる。 このあをが圭込してむ っか しい二 こロスの= 

とが殊因である- す宮わちﾡ局と4ら 2 との相問バー希UNィ乱いと 

いう二と およが 全体的官右ﾡ -面径曲 杯は極め て 主配的性属の も 

のであリ、 てのﾡ界直径ﾡ係角りのある曲線をあてはのるこ とw 

多いといっこと そしてまた回帰に曲祭を当てはのることが迷しい 

そいラ ニとで わる.

延或的材 検 み の調髪 ログ 玄 り 商略化する こンがでさ、 その所は材 

ﾡﾡ欲ﾡ係を利用れば、 はり正曜に忍わされる. 河へ杯でとられ 

標本不にフいて pe&xラ 材ﾡを迫径の平ろ (ヌに断ﾡﾡ) z対 し 

てプロw一すると、=次回ﾡの解らみ れる こが、 以ﾡから欧 M で 知 

っれていP・ この回帰は 今e&z4axd乙 - Xyzタパン の 材才 r 進 条 

と名付けられている- 戻際乙は、材ﾡ面線はﾡう的材ﾡ衣るグラ 

そ表わしたもの2外さらセい。その長所は /e&ズヨ材ﾡ材ﾡの残 

ﾡ単価 そあリ、 = の刻足電が a b &でなくdら.2の平対しz 

プロッ トされると 4 対材展の回帰ガ沼んど直線ヒ 互ゐ* いっ

点2ある。
・ ・

ﾡ面線法で ろﾡネ硬表を四ﾡする zs標本木を 測足 し る ォ 

にフいて2 単ののら2 乙 /at のﾡ局を求のる 込 雲 

ゲみる。 ニれらのﾡ料に 欧長登を来 める め樹 幹解 s Lた木 から 

※のることゲでさる。ﾡ値は問じず帳Z記載これる. ( ラな)

s 表 地う的林ﾡ表の調裂とﾡ長ﾡ椎定ののの当木要料
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/ 2 ラ «x 今 ! と i フ ! ヲ ； /O // /2 /ヨ 4

Se ce
pBwpBTprBops W？M 

のばら なp p ピ4 eF'

/ RP P フao <4! az os /74 (43+8) 82 xc
--- t

ラ/1
1

2 , RP : /&ミ <4 ! &? ②5 /42 (7/) ィ72+2: z46 タシ «s

ラ Pe; p 2Q2 s 8k /&/ sP 2o?ヨ 4os35ラ み&

< ep C 2e7 /2 ; -3ラ 94 ; /タ4+今 y2a & 泊

今 RP p 2 /夕: /2& 27 7 / i /ク4T5 / ??

4 Re P 1 22S 2。 5 < /ス/ 夕7 (/2○Tペ) 5s 42o e7 ク

7 RP D /タタ /s! /7ク 2 /7フ 2クタ+ / うso ララマ ?ラ

RP I /s/ /7 /<火 ! //o c4o) 21 /ゼ
。 2&

•
• • ・*〜*でや®イ 

i
--1---- --3

55全 //38
- ' -2 ・

ル
1
1 • 4 i :

5さ ・

フタ2み フo44 /2/o ・ w#幹 *マャ*
4

汪 22 /2au の / ア林 ノラタ2 フ月 /7どス ァ Tなzoc乙 州立

公限る測定.

内 そは、 各 杯 本ホ カスオ 狽㈡福间 の 必 改 は 全く ちく、ﾡちに計単

-1 Z 計される・ 乏ず、 乙.6& を平うする.木ﾡに2?のﾡを 

ﾡ2 記入する く/2らんしゝこれはイでだ受にさる。 次2Dんを 

永めゐにめにの2 に務咼を来 じ 石. ( /ラらん) 平償zteX材 

gロ、 このDH の催に/表バら求め過当片係やを柔じて見出ご

才 み. に の最後の依ﾡﾡ単みお形係や ( このﾡ合には2222ミラ)

t 2セれ ばド単式 局 はﾡら れる .・ しセっ てﾡのﾡに一回

牧価なお\ だけで

(Ea はみかれて

• z 学位で

・ く/2

dい- ラ 表こ 示しzわ る例 ごは、 a計単に得効る可 

いるこに注烈されにい。 う引わら、各の平 

Dん に /e2 を単位 とし乙 Lo2ジ1ﾡは、、 

とcaとマ以 下の木に対しては2/ Pecz うa里) と
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して 配載して わる。

才そ引平ﾡがボのっれたgらば (この場合2も、ﾡ商は全糸不区 

そ互ことにを活) 単木の材ﾡを、 そのネの音径の平列2対して 

ピットする。(2図> 追染的図係が得られ.二れからﾡらに材 

g繰を引くことべでさる。 ミれと対称的 . ﾡﾡ対ﾡ催曲係の 合 
2ほ同じデーワでも点の散ばりがへうく、 配例5出ﾡをあてばめね 

ば目のい・ (/図)ﾡ忌ﾡ欲のう理式は、 ゲラフかのﾡね誠みと 

るか 然型回常分ﾡで計単でさる。(3ozeac Jxecoン 

PP /ざ ーィ/ラ )こ れゴ

T =◇/タタD一2ダ

こふる。 ﾡえ催の杯準誤ﾡは2ク火4とラ. ずなわら平内単ホオれボ 

ラ4.4 $eeそ3の&.7%2過ざ5い。

材稲直線敵係を示?=の数ﾡは 杯分あ るい口. ニのようお方足 

の早木刻え電のﾡるﾡ本調査される林分について . 今ﾡ行也われる 

ﾡ て のタスﾡ県に用いみれる ・

秋スﾡﾡﾡ式 /○本程ﾡで来のる二とがでさるけれども ﾡう的 

ﾡス鷲式に最ハ限に組めﾡいのそ 通ﾡでさるばけ広い配団にわセっ 

そ単木呉為ぼえとめられるであろろ。納えば _&rocz の計過る 

ば 広配副にわる /○の 2ea /2とzz 林型 ハウYっセラ 

ークをすべて→ﾡした。単木測価の大ﾡのケ- 7一の ﾡ 

準地 で こりれた もので、これから、 材ﾡ画祭式に よ り 次の よ っ 日 w 

ろ的初積人が保うれ臣。

2ed

&とe

/2xze

アイ?12

T= ◇2のxや- ラo

ア= ◇ 222 D - ラフ
ノ22 /zc?z& ア = 2raケ P - 22

そとce = 2/75P- - &フ
いづれの場合も、ﾡ戒線はグラの不点巡い入絶部のもの 

を 除い 乙 迫 衆での っ々, このの不 トウの°材れﾡに およ a〜ェ 

客は非常12ハさいの で この曲衆性は林分のﾡ定材ﾡに有ﾡ宮形堀
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をおよぼさずに. 尽税1赤るであろろ。

二のﾡの2c4/cze 2っいて作れたね地う約材ﾡﾡは、 同じデ 

一9一 を問いてﾡﾡ材ﾡ衣の神ﾡ2より、ﾡ通のむﾡ対ﾡ径曲内 

PあれR表乙比ﾡする 二がでさよろ- 厶参W 5エー刀ーの標症 

地でとっﾡノ32年生の-2d/ue にっいての比投を示レている- 

っ ラワんのろ釣杯は表は. 樹高対ﾡ径曲然を括さ、名4ぬん 

ル 2標準杯戒表で補向し ボaの表iヂでﾡう的材戒を頭西ﾡして作 

っセものである。 ラのんの他は、 «②ん示してあるボードフィー •

-2oczラ 比を求のるセの2らんの対記する催で除した。これら 

のは#22てヨ 材ﾡﾡに2個のﾡり)のわろことな示すはっ全リレ 

セ矛ﾡを示している。 (ahたこ27) このうでは、 

補商氏は 上下へ の7長ののの誤ﾡ べ起 りあく、 ※の不因を指ﾡす

なこと口ごきはSo

=ワんの メガ単 位 の 城方 的材做以口、前2示 しヒィ減ﾡ練内を 

み形ﾡに しﾡシの 2選ざ い。 (T=ーヨ2+22°ノD)家際の 

伊用2あたっては. 公支用いられ、この表べ裂される三とに気 

いであろろ。 しハレニの2 ﾡ数の $ocそヨ学位地う的材京ﾡは よく一 

致して お り ( 智通のう法る「Lにネ区誤ﾡのある場合を除いて> 

材ﾡ直線表の場合は公式によﾡ張が容易である三とに注目を思 

「る.7 んに示 してあるボードフィーI-- Peeそう は ・ 2表かの 

‘ ,ものでめる. 4らんのボードフィートのの比う的材ﾡるは 

V z の係物2、 対ずる タ皿 3 材積 を 義して 西ﾡしたものに選 

ごロい. このように 商単2来めワれた表は、ラ らんの調敷に骨の

るﾡ通のボードィ - 一横あとよく 一ﾡしており さ P2正雅 

である. ﾡシほく、こ ゝ と糙弱 し 乏 ちまる 照 我 し色神殯 歩 は 落通の 

;表 z< のべて、所変 ﾡ向も く、ﾡ展もﾡれていろ ニとが今 る ・
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(P &H/ 図 22 /cz。 の書局線

/タ«テ年 2 xz wHl. 7tadz 国

ロ公浜の5エー カ ーロ" 卜で測. • 、
2図 ャ/Eこ ﾡじ併えの材ポ治衆の 

ﾡ徐回ン a1)部ばリのmの松 い

二と B
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のうらと才ﾡﾡ統法で 調裂され比う 的材ﾡﾡの申

7Zoc2 今-エーウ ニプロッ - /32与生の 2cd /2cze
普通の ろ 本 根 柔 し 2 法

/ 2 ラ 今 < ク
厶 乙チ 9S 2シ名f 2f _夕f 一 —J----------

2o
②2 // っ, 今

4 2 44 4号 2ク s 今

/22 6y ・ラ ワ? 々ユ 2
4 7 今8 /シ.ラ 4 s *,ク

/ス7 テ /?/ 8? ち/

// 22ョ ノ今 夕っ 2 /ダ 夕

/2 /ミ 今 252 / 今 s<
/3 /ク7 s4 ラo /8o 今a
4 や,夕 2 s.7 34a ユ/今 今P
/ダ &ユ a 25 ・2- • 2夕s 4.o

と 〜&7 1 コタミ 4,o as 24 6./
/7■ 55o SS &./ es7 ミマ <2
/s s? 7 ムノ <っ

9 22夕 222 とs る

2o 772 aク6 クク4 4ぷa
27 ____衿ク ク ee ク ノ火ラ5 タクa &さ

--分はﾡ件ﾡのﾡ橘計ﾡ

2k&cmc renyuttaXierv/ot tんa&.an&oこ cetしえ&ex c4aae

基 本的パン - ター Baais PuTaotettve - 基本部域材ﾡ気料 ( 史 

テ曲杯横とコー ド. ボードフィー トへのﾡ弟保数) が次まると 

a 通 の白1径「別本*表 お う 各ﾡ のﾡ推ﾡ向と求める 三とな<ミ 

さ. 5表はﾡﾡ別自優ﾡ別太歌と示すホ分窓である。三のようおな

表 迫径別本ﾡな

ztac5エーカ-フロット. /三0生のeLAわu. /9ジ8 年に測起
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は 卜計のらんを設けるﾡはないが. 5きのように.小れ大想 

(5〜ぬれ級) 小径甲林ﾡ(/〜/5ウれ) 大区用 材ﾡ (/6 ウれ 

以上 )とゃう ふう に分奴し てﾡﾡﾡ の 内訳左作 ることがぐころ-

しがし 5意に示して ある休分ﾡは: 普通のﾡ式の外に一ﾡ目が 

附加えらて\る. 三れは.くb.ん の島く後に記歌さこていき回径 

の平さである。 二のﾡがら -マがうば白ちにﾡ記でさる- 

分の時佳を示すﾡ本的パラ*- ター が白ﾡ計 費惑よ吊 c て直ちにﾡ 

出るきる-

この寸法はﾡ甲てある. るﾡ径ﾡ書 口自径 の平本に本数を条じて 

ごの終を加え上げる. は受があば. 答砰 の小計を記入L てもょり. 

※の外 ﾡ紀 (DN)がﾡ単は計ﾡ透よ甲いたﾡてﾡめら水るま 

そは・ 数値を記入すっ歌はだい. ニ の值と 本数 6 う 他の総ての 

株分 のペ ラメー ターぶ計ﾡで=る.

断面ﾡは 三条紀 ( D2N) C係数 o.o055Y を条じて *め られる. 

白創) 計算 爰 と用 "ば この 係数はヌ予ﾡに入 ら国さる. 

DNの信ともっ一ﾡ算る口条せ 条ﾡキー左おせば尚WCM動 

彼に契ﾡでミる. 三の 保数 は-日司 C入ろﾡ でよい,

T ﾡら任 ( T 内道面核を ﾡっ太の 直径とﾡ炎さ水 てい引) のマ s 

跡面ﾡむら決のら*たものではなく. DM とﾡ校本数、(M)てセ 

って来のﾡものである。三の値は ん/ 引材才左ボー ドフー ト ¥ コー 

卜 学の ﾡすﾡめ の係終を決 め引の口甲いらう. 予ﾡ島径*のも 

のがべ受でわれば. ﾡ当は三条表と用いて二の向 (DNさN<味株 

たもの) の平方枢を求めばよい.

三の爆につ○ては計ﾡる上 り. Ba8ow の 表の おガ寸早<行 はえ 

る .
・ <

注 Ce ・L. Baz&ew の表 4版 cAomca2 R-&2. Co 

Now oん /25d a5sPP

前にﾡﾡに ﾡように市販引能ﾡの契ﾡ係*が平内ﾡ径マはくT 

ﾡ宮怪のF本がら求めらうくおば の役ﾡははぶ<ことおる会 

る .
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休分族口は 樹ﾡ別ずよび杯今全なの町品ﾡ. 平自ﾡ径を起入す 

考らんガ設けてある. この例は. 5エーカーの単一 株2 のなによる 

ﾡのてあろが あ る際件ﾡ の 全林合 の 検アがﾡ であば 

にについて 平独 に計ﾡ す る ニと も でミる-

Aet 材オ検 cu.よ:c - Pot vo2umc -a つの計

本数 (m)と自径 の二条紀 (D^N) がら . ﾡ画の 基木も パ ラメーター 

re) と平白島優 (D) bﾡびがる. 二のﾡを町"て Put 材ﾡむ* 

のらる-

パノm 林オ祐と来のるのには製はのは、 材ﾡ包ﾡさ任茨に林必なの 

計の店を東ずるだけてある. ﾡﾡﾡﾡﾡうの一般式は

T=十 bDテ

てある。 二と各単木に迫甲する, しおしN本の林木をもつ林分で 

は -の公式にNと条ずる受むるる-

NV=&N +b D-N

8表の株分太のuとんこ の初分のAﾡは剤のな&Pクu

,材株店衆式にNとDN の地とべ入 し てだめら比た.

7 --ヨ0( 6フム) 1 o.a0/ ( //o.S)

一 の 5エーカ ー林木分内の aし Aiua の Pat 材根はa0.a5/ す 

はわ 5 エ- 力 -当り /o50 Pメ である.

二の は契全自 動共計昇窓る-ペ んにはわる, 回係故(b) 

-3 ず DN がけ らkる、 次に 二のﾡ果と号しこっﾡりﾡはさ計 

し a t は ・ わ ずロ みt 片 (o) に本数と掛 ると同ﾡ □ﾡのﾡが

:さょg<. 次い<Pa3 材おを迫. おﾡ器おら決みと=.

n 分全体に 沖 す る 計ﾡ過程なめ表に示してあき- こ二の場合には 

P./ヨ材核は白径鮮毎に勢さていろ・ ニは白 径報ﾡ C昇出し 

日林横 mち、小さな向訳と全然魚視して ホ計と把入 ヒザ匚ー回 

)浜作でﾡ出し た 林分 材ﾡにほ「奔 L い)。
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井※Yしこ. な形べの地ﾡ的想表た用いる営通の林分表とﾡ表 

をE 上ろ計ﾡガワなC示L てある. "表で収り 上ヒ地的林ﾡき 

の矛点は修正し てある. a径報別に 送 の ﾡ環の林模 (らしも 

須息)を 東、のるEめに 太当りの材ﾡ(引5ル・ 地さ 白材根表) 

に本数(aらル 株分表)左泉じち-つの方法は 特にﾡる左用 

いガいﾡには胃がろ域. *の材終合ぶはa0ヨ?5んuピ とはり 

的 ニ、千 怨 / 計算 で 粟 め だ o. asノ P..ぴと むおり 一致している。 7浪 

r x Au ボけにﾡ明さるもの であるぶ. 6 老はこの 林分の 7 

料 約 全BP の計ﾡ と念 んでいる。

市 東司 能様 moceAanイo4& ve&umua ーボー ド フィートとコー 

ドB 位の林ﾡは Auポ林筑 の推ﾡﾡがら來めらる・ ボードフィート 

推 白と受込す る 抹分 の 郭 尔の 平 闫西径 Qつい： ユ表おらボー

ト - Auピ引 比がボめらる- 5表の全 w Ainu の平 

4bはasら<あり 二に相当する比は58である- ボー ド 

ッィ- 卜の紀合の生のままのﾡ古を滞向したり 三の保数よ当の 

i 二 す ろこ 〜は正L< お(). ^cdAiu. のボー ドフィー ト ﾡ は 

p 材ﾡみ0.25/ に比58を掛サて支めら推区ボードフート 

フと。 が得らる。

又 & は フ液で今向をむけ <支めの台ﾡ通の方法Cよる推ﾡﾡ値 ～6os6

, ： . 3 る も ので あぶ。この商 送 の 正確 さはもっとも 除的 域尺 

以非に大さﾡ el 合 ボー ドフート の 惟定幅 を越え うがまたは 

成えはいかとおぼえておればも っYは っミり すラ-

2 ・ あば. ボード フート 忱級 の査ﾡﾡは占任ﾡさ は*の ﾡ替 に 

成めらラ. 住しよゝとする吉優殺の"ﾡ 経口 相当する ホ- ド 

ン । 卜- Aotラ さ甲いるように注負し はサ ばガう はい.

司探 :コー ド・位の花告は Patヨ ¥位のﾡたﾡら迫当はﾡ弟 

保故と衆 ビ こ ボめられる。

6なては、 コー ド以卜は小丸大根 のみにつ\て推宝こている。こ 

林分の*の 誘分の平向宮径とギめ 掛ﾡ別にし い根黄保数 

二めろﾡめ 二の伯を用0ろこととば受とすっ。
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フ表 善一の箔>表の潮製

I taaca 5エーカ - プロ ト ノ5o 年生の /tjuL ん

ノ
4.と. 2

a
ペ

ラ
ﾡ木当 リ Cチ

夕
Cチ

与 6
単木当リ Bf 日チ

5 ノ5 ヨヨ
-

4 ラ o 今。 o /ラ ミム。

ン ュ 4.u a69 8 Ζ. フ4
4? /o.ラ 500 ノ6cと

5 /ヨ.ラ 446 6フ コ号45
ノレ /フ7 フフタ 82 ヨタ/6

ノ/ ッ ミラ 28/ /s 5.0b0
a . 4s 6. /65フ ノヨ 300?
/ 75 ヨ/5 つ.ヨ4み /フフ /3.ユフ5
/ 6 o つ.コノ火 /コ 66o
/5 68 ・-9 / ・ ユS/ /フ.068
/e 55 S.フ コ6 フ& ニョ /4 /ノ 5
/フ 7 55.0 a.585 /5. 745
/8 ae 6/. 8 /コノ ヨフワ &. 67ノ

ノタ / o 44 &ラ
0 ふ フクフ. ○ 4/6 〜75 ラ-800

a7 / ノ20 /40 99 oo
計 4 フ4 ラ0.ラタ5 /ノ6.056

武後二 林分(又は立 曲豕)の 億は. エーカー甲位てまとめてあ 

ラ ニいらのﾡは. ﾡ当は数字C 面ﾡの翌数と条じて求のらる 

込数をと甲いるのは. *数を一資にL. 三さキーボード上に国て 

告る曙合匚 支全自勧計房米ては除党よりﾡﾡのなか甲<<さ= 

がらてある-

エーカー 当り <天し てあるとりまこめﾡに ﾡ別おょび全林る 

にっいて ()本歌 ○)竹面様 (5)平向回径 3 於次m 単位林な 

ボードフィートﾡ位の代ﾡ (の)コ=ド学位の材核ぶ軟せこある.

らのﾡはすべて. 前送 の簡区送と夫会自宅 英のﾡ株を甲いて 

正し< 数分以内 <計昇さミる. = F反 して諾通のﾡ法で同じ伯さ 

ﾡすろ口は 一人で一日以上かかろ。

-71 -

二ﾡ法によるﾡ長量の推岸 Gへewtんodズoatiの4ちんo

とe - -2み muとAed

三般法 ァん.そめo-wα4のuc+&o4 炭長ﾡを権する三段法は 

眼方 の ﾡ長ﾡ推ﾡ方法の 洋細せ研ﾡC国ﾡ保準地に おけ夫孫の試 

長量にﾡ ナる分故分杵と が ら . ﾡ者が考ﾡしたセ のである。三は 

アeu&そPuxntev の ・ユ部に詳し く論じて あ -

型ﾡ的Cは. 二のな法は 単位面ﾡ当りの林終ﾡ長ﾡガ、断面後 

と掛高 の茂長型ハ ま数で あるという事に基づいている- 三らお 

尾<=ば 起ちに エーカ-当り#茶故設星の正確は権ﾡﾡ方 

勢てきる・

そ前面績炭長置は 分ぶﾡの7*てある。二はド浜ﾡ市がら 

来 n5る回径次長型がら弟 びが っ- 林分内の 全林木に っいて炭 

民始 庁二点すば ﾡ犯=よる坂夫に対しこﾡ定 と投 けだい<断

# の.型义悽 量 か戒・足 と れ ろ であ ろう。ﾡ試ﾡ型左本めるには 子

:るﾡ紀こつ いて考点に ばはみはい・ 伊資上 コは 

量去 =/。 さ向こﾡﾡし 巨林木スは今徴5～/○年向にﾡ死すっと 

型わる株木によりﾡ足こる. t かL ﾡ全お本式林分によく当 

てはる, 商)!g法 →いて Fsocat-muenlwナ で 略Sし こるる

長ﾡ片 の ﾡ本が促芝ぶよび展号木 (表はごの 林②の総本の承 

べ殿80%) にﾡ使=ば。 A長型と柱え電は上層木(本数の最 

小ﾡみ0) ごはほとんどﾡ合左係っているてあろう、二のﾡ駅 

製塾おょ ○ﾡﾡﾡ木の狙断命株資根型は 林か全体の試長司口ほ 

ほ•笄 ・ いであろう ・

ﾡﾡ根型は主として 林令 地位によって支っ. とﾡがって、

(は当通の 地品拒数の図 ら求め っつとが ミさよう・ は(確契 

: 嫁がら雇 こ E ) 地位Y ﾡ海(株令より =のさがよい) によ 

ラボ向 ﾡ長曲系方らﾡでさ s・侵為によば 二の 方法 は 異令 坎 

つらﾡ用そきる・

縦来の以長ﾡﾡﾡ法のうち.」 *後な法は 主立L て林令と地位
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指数C必海しているぶ 二はﾡめてﾡﾡ命. 抽③的は法正林口基 

ﾡよおい ており 林分方点 の支勘口ついては大ざっ は修正仁 ま っ 

て呉体さるCﾡさない. ごに反して 休分表Cよラ対法は 

発んご総て宣径A長ﾡﾡけ口方し ており 地位や株令は、宮根口は 

老起していせい。 計ﾡ置の多いﾡ口ﾡﾡは<. 林分全体というょ 

りはむしう 自径ﾡ別にﾡ当だら長ﾡの採本をは受 としている.

二とォ象的E. 三般去は. 樹ﾡ及長の推ﾡCは林令と他地位, 断 

面複炭長のﾡﾡ口は改長ﾡ庁のﾡ料 (受は肉係のある枯死幸去) の 

長所をり入て○る、ﾡ径ﾡ別でははくて.ﾡ本網ﾡすべさ全体 

として の休分 の みを対象し ていうおら • ﾡ庁は林分表法よ り少< 

てすナむ- ミらE はるかに並い- 明 ら おﾡ未の方法より 正確で、 

各ﾡの林分茶C銀用できろ.

受はち料 Daaっuo4o4 —— 侵*ﾡﾡ長湿に肉する研ﾡは

口叶商すう共績推たﾡの上=来がるであ ろう,コ こ紀条し < 

○)るる法るは は受は炭長置のデーク はすべて地»ﾡ林複をた支め 

マ=め測起を行っ左ﾡ戸 じ木ロついて収集さた- 二らの別ﾡ個 

はヨ友口救せこある- ﾡ長雄は最去のﾡ無ﾡﾡﾡと料令を*め = 

=め砲高位ﾡでとらる. 樹区尽は々。ﾡ位でﾡみYとら /o 
2 単位の万側 ﾡ史 呼込して *のま、記載 さ っ- (5ﾡ)= の 

ﾡ左反付 4.0メ(4ﾡ) から引けば. 反内 くbたム伴 らる.(とﾡ) 

同様に /○年向 のザ径及浜ﾡ は/。/t 単位て料ら 鼠 /p ら単位 

の/0毎向の血任戸長説として、 *のまま起入さ水る。 (フォ) 

二の値をDIB がらあけば /。 毎前の皮内 ﾡ径が保 らろ (8ﾡ) 
三らの直径ガ 野版駅表に記録でさるよら E • 形式とﾡめるﾡ 

が似受である.

前 C 地さ的求ﾡ表を作る ﾡめに用 い左樹高測ﾡ使 は地位指数をゝ 

めろ認合口も甲いらる. 他位ﾡ数は侵ﾡ木〜ﾡﾡ勢木の平ﾡ裕日 

C ﾡ俊 をおくのがﾡ通でわるめら ラﾡのA圧木 被木の神 高 

は枯みがっけてあり- 予月林分高 (タヨ5そ) の計算には入なガっ 

=。
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曲令は同じﾡ伝推ﾡを甲いてﾡﾡした-中ﾡで分らなくなって

・ ヨ輸数は見当るやえ三、 とたがって /フ○+ユはノフ。 個の 

締域数えらk 中べ部で ほぼユ倒のヨ輸があっこと左示している. 

ﾡがあろ時には. ﾡまての ﾡ数 は (/=5+R) のよう に示 さ 

7 ﾡの宮径が記ﾡさ甘・ﾡの直径の三条ﾡ左D工B の信の 

二条細込比ﾡすると 保本木の ﾡﾡにおけろ声北の椎ﾡ百分率お得

ろ. ヨをに軟せてある木ては 店の百分幸は/5二つ04と

Mz :と<決めらる。二のようﾡ保数は 所ﾡの林分ヌは立地 

<多ﾡの改長ﾡ庁がとらる場合には 双世をﾡするのに 取 

も月用である,林分の平均樹令(林令)とのるﾡには ﾡのま 

庁は方劇に入ず 数え三毎ﾡは /○ﾡでは枯5きミしてある。 

盤 に ょ るデータ ・ﾡ木木ぶら 個ら れた林今高*林令について

知故の出むに A長記ﾡCは受は減はﾡに作殻し左代娘准起 

と協当 は池位指執曲ﾡ( 又は*の処 の掛高以長曲ﾡ) てある.

ﾡ 市ﾡ ま 記 Gcewtたホ Coiみt

5 表口引 用し くある 本数な は ～&.L Ai?t の 5エ-カーﾡ地の 

yグa 般の湖起 値が らっ注ものなる の 当点で 株分は岡

<ほぼ/ユSヨ主であった。 ﾡﾡ木 . ﾡ昼勢示の平料点は フ9 
• ごあった。 マの平ﾡ比位上り炎分って\き二の林るは

高 す ろ の口におづるとす h ば( FeucdtJw.lwv a0図P
ル ) 令 は パ5守と推ﾡこっ

休分の/95a さこ行っﾡ問己は 二段法によき 以長ﾡ推ﾡの 

味2 はるごあっうむら ・ ざの4 の林分高と予渕しEいY酸う・ 

xx pue の 地位指敬曲系回 ( 不ﾡな) 匚 /ョ5 耳 と フタfヒ の ﾡ点 

と っと /952ヨにはﾡﾡは80そにはろとﾡﾡころ。同ﾡ 

ﾡは 山林居のだ行して○る歩僕をおらも*めらうてあ

っ っ ・

庄 E uc. F H. aot4 Pa.& Zaイ～チ. R2と Pi のt4t24&-
mLantct/ジvno.acそa. U.S. DAそ.Ayuic、Cシuvンフ8. 7oPP. /タみ・
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営面板段長豆 9ewそん- 8o2oou- 木測値の表か 

ら (ヨあ) ﾡ左 4めん(DBH) 皮ﾡ左宮径 (DIB)良内/0年前 

卓ﾡ(4とb) の=来ぶ計身さる.

単位画ﾡ当りのﾡ面績及長記はFeu.t-muのtew- 口のせてあ 

る公ボガら直ﾡ計算できるであろう .

e = X(bIg-4tど)

ごの公式は ﾡ皮ﾡ長登 . 掛木の ﾡ大口#う 適径ﾡ長記の正ﾡ は 

ﾡ少. 採本木の 平向径ﾡと権ﾡし ようこする休分の 平ﾡ径ﾡYの 同 

戸り 左ち々 口ている・

二の公で *ユは その林分で昼勢一準俊勢を占 める木の 血任の 

三条紀に月保がおる。5をでは. 林分の侵勢ーオﾡ号左占め太は用 

救緑であると桂測さている- pu& の用ﾡの三ﾡわは 

58. 5ヨノナ ゲラ. 65= /o/ ノas である・ 他のスつの位はヨタの 

4.8塊おら得らる. 5表5.5表と同じ林分の気料おら作られた 

ものYすば. a066ぶ三DIBに入ら /2/。 が三とcとコ E 

入れらる .次のﾡでは 同じ5エーカー ﾡﾡ地がら魚作為 C送ん 

ﾡ30本の ﾡ塗 の値左二 の未知枚 E代入し た ・

cg _ 04/95(587= 55コ三)
早 さヨ445・ 58フ/

是全自物共の貸選さ甲い. 二の之ﾡ式はﾡぐにﾡけ /0さ 

ﾡ5エーカーつ\て 60 すな力ち年・ エーカー当リノaノP 

のど「司繰ﾡ長ﾡの権起ﾡぶﾡら水る. /48～/ク5ラ ヨの=の林か 

の c& Aina の契央 跡面績炭長型 は、 ・ エーカー当り a0Pt 

となっ走・

戶,体慎の放ね量 ラてewそ& ら ccc&cc - Pset vc2umnt.

樹高がよびﾡ画ﾡ炭長星が椎ﾡさば. 林分形数は短ﾡのﾡ と

受Yするﾡ向では有ﾡは受化はなく)という反ﾡに正って※4 * 

彼のﾡ長優ぶ*めらる. 林分形数(ﾡ不形数えは形殺とﾡ司 

は○けはい) 出ﾡ令林では時と天口安化するガ、 二の夕化によるﾡ

・ ー75-

習は. 炭長型花にの若郎に比して 非常に小さい. 首通の炭長ﾡ法 

H ユ5% 以上の椎ﾡ値の 裸牢誤ﾡを与え るが. 三段法て は誤差ガ5 

%以下口なる二Yは期待できない,

林分形数が不 支である と仮ﾡすば(ハ) 前面ﾡと樹高 の横 ¥ (3) 

だ林検乙の目分ﾡで表わしﾡﾡ保は・ 将未においても . *9主ま 

段立 っであろう ・

ﾡ炭で表わせば

_現ﾡのBXン左のH _ 未の・Xﾡ表のH 
ﾡ左 ② Cf 者素の cf

推ﾡ材福 ﾡ面ﾡとﾡ点 ﾡ長置の推アﾡが ら求めたﾡをべ入すば

ノa0.2*72 ノa 三フX80
4050 - 料示の Cf

料示の チも引材横は /95a 毎には ダコ4a とﾡ民年 ・エーカ

当 り の及長聖は 5ヨセヨ Yはった- 三の ﾡたﾡは パ95ユ毎のﾡ材 

考 aフ/ f /タ48-/5ユ毎向の年・エーカー当り文試長ﾡ 

= sftヨ こmずるセ の である.

ボー ド フィ ー 卜林ﾡの 段浜電 今ewやた i 8ead- fPeet

終に チeﾡ位の A長電浸左ボー ドフィート 比を東ずれド . 活 

. nゅくボードフィート中位の該長聖と求める三Yがてさっ。した

っこ エーカー当り 55fe F 祝左の比58をずば. 5エ 

- 採才ﾡの d Ane 用枚殺にっいて . エーカー ・ ヨ当り soフ 

-ドフィートの ﾡ ﾡが得らろ。二*は 期 拍 調査 でﾡ らる 

エーカー・ 当り炎民長況:/5 ベードフィートﾡ対比する.

ﾡには 用材の平ﾡ回径はﾡ大すっ二とが期待さミ *のﾡめ 

央のボートンィート ーf4ヨはず大すマがら ボードフ イ ートﾡ長

二の商P なな法で は球分現小とガっ ミあヨう.ヌ 飯長 

姓調査は林分の 平ﾡ直径の ﾡほﾡ地ﾡに望尽をとおい ていマ. ・年本 

* G ノ%の死があっと板ﾡす ば /9ふ 新 U 里 ら左 &フ&本
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の 4 Aiu は. /ラ 5 毎にはム4夕本 (エーカー当リ ノヨ0本) 

に減る三Yム期律 でさ上う。ノタ5ユのﾡﾡ跡置結と二の 本数で

ば /95a の平肉木のﾡ面ﾡは0.97Pぱとユと権ﾡミ ニ 

は平4めん ノラョれに相当する. /ラ.ヨら とはった干ﾡ直径 

は. 新らしいボードフィート -Aeet 比58ヨ左5え エーカー当 

りのc2しAu の成長記はヨ0?ボードフィートYはろ. しかし 

ボード フィー ト学位の測民ﾡの あ ら こと長ﾡ法のﾡﾡガー般に ﾡ 

・=と 左と えるとボ- ドフィート 段長 配の計算において この ﾡﾡ 

こな受当かピう かﾡ向であ 引・

妥 約 S-mmt

前式の弟ﾡは Feuat Jmuen/exg に発太 して ある材ﾡおょて 

炭長型推ﾡの理的に堪づいていろ。 る法を宝当にﾡび ※全自ﾡ末 

計費表を ら まく失えば. ﾡﾡ度の材ﾡがよびﾡ長ﾡ推ﾡﾡが得ら k

のと同ﾡE. 内 ※計ﾡ左ﾡハﾡFでミっ よさ 口 ﾡﾡ方法、をﾡ め う 

:こが5能である- ﾡ口材横の基太位とし < Pex 3 測起 の 失 用 

( o &だによる地な的林ﾡ想と調ﾡするための林ﾡﾡ衆法炭 

ほ予ﾡの三ﾡ去は. のﾡ単にして正確 おっ計費意と迅速に供甲 

すろのにﾡしてしろ台め . 楽 できるちの であろ.

(家室 ヒ 高 次)

ダ B4ac&(ottenwcoL の地ﾡ指数とおろ田番につっいて

( Peeu0u。 bocんocaxc. 7exて. 乙 6ca )

5emu facズev ・uし_cスしu 麼 <.な 2LXQ.&tォ fz B&ac& Gはot 102. 

b 丁 Aaxす . 8mutん.

/ewwto2 eccatr ve 55～0.8 PP 578 ～ 580

二のレボー トは、面部パルプお株式会社のために /夕55の取 

A9222み, Cん0し:wa-cん-. S2L&?ud人 ・PのmL&cそox. 622r22,

「 cuc&- G.cexae, 7ovv2c2, Bそん Ce&uu4.a の 心 て行った

,7 外視測 の結取に 取黛め 三もの ある ・

さ の な法は ぶ Do。 PaoA22&.cん ⑶で ドイツポプラ 0

出位につて冷じ己ﾡ W.Wなtん が用いたものと肉ﾡしている

ac Fza.oc R.一 ぴz42のぎ細はﾡ決は /5フ7 ケ の0.ノエ 

カ- アロッ トと as フネの 4&.& ccaoxweccL の ﾡ高:樹令. 

/oえの測 名に堪 っ)て○ろ

炭 立. のためのﾡﾡ米件 ﾡ。pジu moo Peccta82ia人 nu •

&gac&_ :stex wsed の 今布 は ネ安の下ﾡのﾡ期にﾡ方おく」 

湿の依物点土法が釈 しこい ・起的にﾡうこ る・ 三のようせ 

ﾡ は 通常海川 の s片 に は桢 し たﾡ中ﾡﾡに ﾡり tるどけ こある. 

「ot。 っueed は植生Z 杼 の 浸* の役戸で認わろガ5. ﾡﾡや ヘ人 

的□ しいﾡ地ぶ炭給さ台いと*に耐校ふのい料徳。」 達太 

J 木にYっこ がわうる・A保の 深に 特別 の知部とはごこさ な い 

乙ce女exwoe& の林みは 大ﾡ分 基木や価ﾡのな"掛ﾡにYっ 

て交わうれる..

入 原 の彩都 アAe iピxonev / cEmtaを

20a.cん cottonwseL は Bなaん Ce&umt&c。 全ﾡCh 岸 って戻内

<いる。ﾡだし &aムe anu Aen.0av ( PexuLus tacomtaAacoM2 ) 

乙ってがわ らて\るこの の栄部の状長な市状評は孫かる. 

e22c& ceな gnw.ocム の炭長は ﾡ部のい前やﾡのがい期ﾡの長い

R_&.2co人cん M Mo.>ヨ. Bとtio& Co2awt&cc_ 大学林料
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南より の地区で最も良い. 湿ﾡや湿茂ぶ初ﾡのﾡ水ﾡを制約するよ 

らになるまて Co.ttontwoeL は樹ﾡおよび直径のﾡ長を持ﾡする- 

北評の季の長"二とや内の温度のﾡ< ・天 の 多 "天優は

Leoe F&～河送谷、の湿皮Cﾡみﾡ長期ﾡの長いことのﾡいと 

ははらはい.. 2ca.c& cewuweeL は受稲や早ﾡ口よって被ﾡ左う 

けきが将C井してはかなりﾡﾡがともっていろ・ 2eac&cottnt- 

wscし はﾡ裂Eかなり易く. みそ*次りの安ﾡの多 い竹では大被 

宮を受する. 単木向の討局性Cはがなり の支ﾡがあろよら に見える 

な -救C2&c&ceなonuooL は度風やﾡ風口井してはむだりの捨 

力 ともっている。

Cow.ot 浜のaし 河※谷の A8d4oa の5長を 三のど明のﾡり 

F 参考のため用"くっよら.ﾡ氏で表わしﾡ平均気湿は 通去40 

キについ<5ぴで Rあ気温は /oざF, R修ﾡﾡは ーパF く あ .

商水ﾡは予向4ヨかで フ8同は*さ平ﾡユ であっ.

封平ﾡの 日ﾡﾡ向は ノダ'0芽向である-

ﾡ位のﾡだ バイ が -2バム zkaピxly

co4etwee の炭長電 - cc仕euwee がﾡし て る. 樹高 

直怪, 々は cedotwoedのA長にﾡする林ﾡのﾡ良の地位指ﾡ 

こ与える。三がらの別ﾡﾡはﾡﾡに期向にして とら*たものさ 

反映しこおり ﾡ督する全ての因の合こたもの左ﾡわ I 

Ckwwee& の 際長 に彩でと反ぼすとﾡわるもの でわ 三 ・ ﾡ去 

A長記の 測ﾡﾡは 消未引するとﾡ わろ炭長世の 合ﾡ的な 

値を与える。二の別ﾡは角林る法やﾡ伝的神当が未及ﾡすっY 

あえている木のも のと皇っているYいう径ﾡの誤り 左犯 すにすさ t 

い.. 植救こ*たCaなotweeと は天ﾡ生林より も旅長が私ﾡに主い 

であろう. *は.、植林向Wはﾡ初がらなくとら. 向Aる調任さ

ろから である- A株木 の!用や母掛のﾡ空な 送択は 天ベ生林よ 

はろがC多 <の 利益 をﾡ林比E 与えるがら であろう- したがって 

の ﾡ左の 段最ﾡによる地位の評価は控え司なもの
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ろえらる、

/ 表は ドイツの雑ﾡポプラの ﾡ林ﾡ 口ついて Aムanu の Da。

PaepA.2&u.c に 報き こkて○ る炊徴 の 権一鑑匚 よる む S で おK .

Bしこむ。ん Co&umukc。 の <ewu F九aa一 河谷 の 広 を田 Cわﾡるサ 

7 プリ ンブにょリ ニの データ ぶ 22acた cottewsed の 位の 許団 

Cﾡ当るある二とが示めこE- 政小ユ本の木の ﾡ高. 令.

46fの別ﾡぶ. 評短の=めスポ、ット毎口ば受である. ﾡ大の直径 

ﾡ高の木た叫らねばならず、 全ﾡ令と沢めう口は ﾡ室Cすべさで 

ぁる. 2euc&cototwced は耐陰力がﾡく 比依約に同令の林とは 

ろぶ o./ エーカープロトの 林木 の毎令は/。 ヨ以上も ﾡう 三 と 

bある. *は受新Cはﾡは新隣は沖ﾡ層のﾡな一様に生ずろ二 

こはま水ﾡがら てある ・

/ fuL のおこのYニろ にﾡ長ﾡよ交込んで. 木の全樹令と求め 

るﾡ合には ノ年の誤是左派めろﾡ受ぶある. A長雄方と大ﾡのあ 

i ろな向マとば ﾡの勘定はきﾡに はる- 林分の地位と特徹づ 

। マﾡめにば受なっロッ トﾡ数は*の面ﾡとデータの向一佳 Cか

ている・樹信と令はdめ& と令よりも確ﾡ台地位ﾡ燥で 

B る. 乙0うのはﾡ市民長は4bん s り 生ﾡ ﾡ のﾡ習と受けない 

ガらてある. .

) よ()3I用

ノ表 ドイツのをボブフ自林地の椎ﾡ攻後型

世ﾡ
工
_ 径

地

登者

位
正

車 任 樹 ﾡ
I

自径」

(n fat じucAo ・A.t CncAa)

5 a5 ・ - コ/ - 二 ル
/o フ 5.7 ヨ 8 ミヨ 4

/S フa >.5 s? フ/ 4 s?
6。 ラ5 /コ.5 フ? .o 5 65
ユ5 // /4. o Q0 フ So
・o ノ8 ao.o /クユ /5 sユ /。 s
ヨ5 /25 20 /フ o 一 ・2 /eO
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ﾡ台い二とには コ87太の測た木のう ち ッノ 本がドイツの工等也 

<ﾡ停さる以上の及長幸ﾡ自し ていることが分った・ 前認.の デ 

ーヲがとら ﾡ ドイ ツ の 並休地で はヨ0年主でエーカー当り 0本 

が共 ころ三とにはっている. 三の表をテストしち cRi0owo.c& の 

同令報の林分ては ノフケの○./エーカーづロット4めん .s 
以上の 木と エーカー当り干ﾡ4ヨ本炭立させており. エーカー当り 

ノヨめ 本 のﾡ 本数 に は cetteru weし 以メトの 甘ﾡ は含まこいはい. 

三のよう は資料は一ﾡCﾡﾡの ﾡ○)天総生林より も多くの甲材たき 

林地から 生産 す今ﾡﾡの ある 二こさ示している-

ﾡ位の印ぷをっ ミリ こせろ走めに Ceなte～ooc火株の 一般ﾡ は 形 

総がよく用のらる.長いﾡ核. 予洞はﾡ良 条*本のﾡ艦なﾡも 

は放長米傷 の 良場なこY 左示し ている, 地位の い 二Yは岩技の 伸 

ほの短いことでわかり. ※業場に栄ガ予めにﾡばんでい引=と a 
別でミろ= と点多 い.

下ﾡﾡ主の炭長は証望で*の数も多い- 食 遂分のﾡﾡ己 

かﾡ 通気佳 PHの相ユの多くは. 下虐ﾡ生のﾡ類 あっせの 

ﾡ *のﾡのﾡの班ﾡさでわむる- 下ﾡﾡ主の ﾡ長ヒ ceなen 
の 試長ﾡYの 担肉は高い ことが多 いが、ﾡ不や宇木ﾡに 際 A し て 、 

ろﾡ複は全て cettwnos& C影 ﾡする多 くの因きのほんの - 

占めていろ C選ぎたいこと左記ﾡミ主い.

長期 Cわtる 詳黜 生 俺学 曲河ﾡぶ cん8. oocん tのまう は 

ﾡ土ﾡ上のﾡ物き務2 正ﾡに延へるにめに行われるてみろうがの

4 予係的級測が河ﾡてある .

下居組主 よリグくともつのP のい地位区 と故別 <きる・ 、 

ャ/徹目のものはドイソの一ﾡ地より糸分良いものてある。 二* 

o2ゆmet«ooa ( R-&wa $Acct&o2t。 Puuん) 一Yげのあ引 イラフ 

( レトとc&.ﾡ) - シ ダ也位Y wぶ二とがで きる,この ヨの 中少 と

b / ﾡが多愛 になﾡしている- シダはケンシグ( Po(a.L.cんot
7し?Lとん〔 ko4P ) Pe42 ) が 2adyfowu ( A tAgiumt Cd - 
feut&(L)Rotん) と恐わる- ﾡ木桂のハソバミ(Cewと.。i)

-&1-
Yニワトコ (Sanu&uc頬) の 炭長の証基おこそも ハコヤナギ類

(coはtotunoe0) のす<た炭長立ﾡ保があるように思わる。ドイ

の I等也に相当する 中位の 地位 は 〜ed-&uo- 4eみveed (Cove 
4そe6enuPota /えc&) P6ac&- ちい そeut ( Lenuこct。 ue-合ucxQメo

( RえcAac ) B Qt&。 ) w2と«ov ( Sme イecicotAce 0&&-ua 〔L.)
B&。&) が迷木居のﾡ勢ﾡとし て出喪していろつとる見わけらる 

であろう ん、2ouw一 ( R.4u3 Aawu: f&es M&とと ) 商通の好 

佳ラ ( Reac nォ&ano_ P240 ) もこの 地.位 口ﾡ通みら る ・ ﾡ 

的 ド イの皿等地にﾡ当するﾡ下 位の 位 は協通のトクサ (Eyuia&- 
こ awanuoと と.) で示さっことが多い・ ごの地位の土 は通例 

他e地て 普翌の年でく画向以上も決水にお*わていろ・協通の卜 

ク サと芦の 高い) 卜 ? サ (Eg2a.ctwt-ywtenua& と.) な下位の 地位と 

#口示していっけてははい. 時には. 卜7サはIﾡ地林には工導 

拠と は る あ)ﾡや水昭の ふ、ち の 細砂や之ﾡ上口表わた地土層に圭 

ﾡすろ二Yもある. a=の例ては. Iﾡ地の灰長のﾡい二とは 砂 

層の 上にあ弓 彼細河 eの工 な店 がﾡい こと と 町地の ceon woo4 
休分込 ﾡ保づサら れる。

cedcLwcsd n引iはﾡ長湿にﾡす引なん らおの※□を得るちめ 

上記以外の多くの ﾡ物 が快用でさるてあろう。 戸の超いアシ 

ゃ チ ハ. aAcca . ミ ス コャ て示ミる謀性で退司の 土地のよ 

は系付はCeはのれwse4 の当永にﾡこはい。 ャナギ塚でも領こ 

こいz」 地<はcoなowe。 は民号はゝ長上稚芳することは国で 

あっう

ヤナギ展が楽減しているﾡ所そは、 cedtoxwseL とべ探するより

耳 生 以上の木とえる二YEょ。 取良の著ﾡ占ﾡらろてあ 

ろら. ・般に良号はハンバキ 林がﾡ ている多 <の林地でさ 条 

は 担営 により 一角価島の 高い ccdowod を炭ﾡさせ> ②ので

ぁ る.
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地形 的位置 TouoaccPんc pooitie

ミシシッ ピー河 の デル タ 地帯 の ?&2&w oa&- ( 8uaxcu。 PA202eL.) 

につ\て Bzaw/at(つ)ぶ新た口良ﾡし 地形的位習は 4ea.c&-cctoれ- 

weedの地位と抗姿写頁でﾡ図するﾡ口快用できよう。 つの地形 

的位ﾡす なわち メoaんxi4み すはわちフロント: &ow 九da& ・ みみん 

P2a4 &w22at はﾡ地からっ 地C がけ て 記列し ていろ 地位ﾡ 数とﾡ 

ﾡがﾡい. 沖横居のﾡ評の上にﾡ高の土地を形ﾡするんみん〜4みe 

は次*にあごわれる二とは締である. 2ew x4み は数フィー ト他< 

比ﾡ的に数ダ多く 処ん4のい支瀬や. 殺認は非ﾡ久的水 

区に生ずろ &んP&。メ河Wが正#はﾡの向を同び流れる よう日 

なってがら 数日のうちに流水がﾡてしまう王地てある- Qow 

P&at は 炭 長期 向中水に受っている土地で 法送 の可能ﾡや炭長期向 

はﾡしく短ﾡさる. この4ﾡの地形ﾡ位ﾡは ewux P九&4し 沢 

谷に箱図込し てなわている、

土壌に対する 平求 SoL xgucomuob

B&a.c&.coなentwec&は&堀は欧自左すヨﾡめに. ﾡﾡは湿良 ﾡ 

今PHと7 の試ﾡ土をは受として○る- こらの受*は ﾡ当 

多 北住. 系良. 地下水回でのﾡさ. 後分状ﾡのるﾡの相合せ E」 

ッ 分 におはえらkるてあろう.

独の土ﾡ団引で」 *込ﾡのある22ac&cettonweed 林合の 

位こ一 栄だﾡ係ともち ううもの ははい.

二の二Yは・ﾡ汁象の土ﾡの大評分が 沖ﾡ居で.爆アﾡ水日 

つ+まわ*. *そして地良ﾡはﾡめて幼令のものあろという事 

で*の一評は桜甲でさょう. *らでは土ﾡ局のﾡﾡははく •ヾ 

水年を通じて 牧押ぬﾡのﾡお上びﾡはﾡ化するであろう- 夫深に 

地位は . 主 地が送*C見ﾡ hる毎に夕る- もっとも他地位は 

ゆ咲局 で作らたばがりのものてある・ ﾡ良の土なは 地 的は平 

ﾡより起いが. ﾡ端に水位がﾡくは っﾡﾡ口はﾡ*これるﾡいﾡﾡ 

ﾡこのものてある- メん4g& の土海ビけが.Aﾡと多数のミ
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ズと 良号 はﾡび片ミとしている - 砂深届が土なの下Cあば- ふ 

号だぷﾡとするには少くとも /sらt 0ロームヌは 比較的 ﾡい土ほな 

が受であろ. Coはteuwee4のド長は*が停滞し て(っと二ろでは 

< 火の将むが早い酸未や恐分にﾡ んでいろﾡﾡﾡ内で は炭長は甲 

o. 伯地や の ﾡﾡ竹に生ずる水のﾡする認所では有ﾡ民自期 

向 は版ﾡ これる. Bとンん ce&uw-&c。 大¥ の Dr.T k〜ッスt. は ﾡ 

かはﾡﾡ物がﾡ面に愛出しているでは. 通会佳にﾡみ ﾡの甲を 

後似にロカ cettotnvood の ﾡ長の悠下する 一とを明かにしﾡ・ 

主*ﾡがら tり ﾡさた林ゝの演上ﾡは爆に た契寺にはﾡさをら 

けあいも.王にﾡっ日か、の4みは 多くの侵たCe#etの6s 

林今をﾡ向 L ている-

2exc&cotonwssd の長(の灰長は/のteにのﾡﾡ状ﾡキローム 

猛(の) こLて 明マ さる土糸マ みらる・ ニ の土示は経めて 義 

回の広い記左上の甲位であり 今説明しEように多くのさ的な夕 

短息*の中C含ま\て<ろ. ﾡ等 のﾡか炭長の ﾡ( ccおtentw8eと 

ォ は Xang0uッ 粘土系の土ﾡ二郎自し ている・

買4/ codt。 wed 式 CA以0:wQcん-Aye.; 地 て炭ﾡしている

&ﾡのま系司土て力り 当時は非▼口ﾡ用のbこむ集約 

は記促のﾡ業によってﾡ場的は次*の ﾡ検とさけろ二とがでミeに 

Bさはいので 対作さミはかっ白のてあろう。ラストの ﾡ駅コー ム 

ドFてﾡ土ﾡにﾡま(ろ冬. bり ﾡﾡのは大部分の及作ﾡ二 

一 てえ分はものてであ ろこYがネミい 走・堀馬は林今でさえ・茨* 

が期的るあば回当こあろう- m如/ (m) によば ボブラは 

多聖のカ ルシッムとは支Yとする- キにも F-caov ※谷の 下 は多 

♦ の カルシウム を 含 し でい る. 湿地 の土や ﾡ炭 地そは cctten oo 

カルシウムの他 い 水準 で 制川約 ミるてあろう- cettenuwed の 訳 

投はﾡ性 が』ァルカり ﾡの土ﾡごはよ"が: PH が55以下の土 

で出ﾡ、はろ. Fてαtで問いられているHとu ポプラは 

f&.ん co4enweed ょりPHにする 力 は8い・

ゅぬの土会に は ,2aac& coな。 wsaし の炭長 Cする ものあ 引・
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っ, の グライ 型の土なは中紋土なの侵た水分とﾡ分とをﾡね*は 

えていっ。

このよゝは フライ型土は一#にゃ山ﾡに生じ. 深いブラィ 

ﾡと比ﾡ的 C高い PH左持ち . ﾡ材 の次った. 高,山がらの 地ﾡ* 

がある、 商水ﾡ多"と カルシシ *の他の楼分さﾡ当にﾡ給す 

る細bだﾡヌは河Cょり ﾡﾡし た土で迅速に炭長する ニヒがるき 

る・ﾡめてﾡ地にある粘土土なは そのﾡ造がﾡ植の混夕にょって 

改良でミいﾡり、 え分はものとはﾡえせい. 週色土忠群C風する 

天士ヌは浜土にﾡむﾡ土は. 水分と意分ぶえ分口供総こう場合に 

のみ . ce仕ewced にﾡするであろう。

土該改良の 能佳 Poa.と4uととbこc。 f 2cぴ ・m/uue?uオ 

Aeac&,ce女tewco& が記左ﾡﾡしている大ﾡ分の林分は、 化的

祀浜法をちえるば受ぶあ まりだ い径ﾡ分に ﾡんでいる. 多<のﾡ合. 

水分の通剣 ヌは不ﾡぶﾡ根と制約する主西ヨとﾡえらる.

• スポット記ﾡ法はﾡ々ﾡの生将ﾡ庄にTちﾡち *のﾡA採木を 

ううCは受 域赤日 の令向と汝らす方法とし てA4(が示したもの 

てある・ この之古はcAd.wee4 のくで/タ56年に行わたが 

ﾡロ - はおった・ 石灰とﾡ料ん-20-0ム 6H の俗( ﾡ土 口ﾡむ土から 

なろ Voatcouuuv アの 首マCowto4の放長、の気左改する主め二用いらた、

cc#tetweoのも林はﾡ殊お性ﾡの位の区ごや ﾡにす台め 

多くのこヒムはさろであろう- 比将えや. マグウCよるA描の型 

入は大くの土ﾡの 沢ﾡと改ぎ すろてあろら- 粘土の表ﾡさ深出す= 

スキ入はﾡに有効であろう .

結 ﾡ ConcCuo&o

一 の基本的はﾡ条は4acんcodetwe。 の天る主林のﾡゞﾡをた 

<. = のﾡﾡ口に報当とﾡわ るぬ位左起める 業に役立 ってあろ 

4eac& ceke wee& そこ、で論じて○る 地位 百3Yの 図係の明 ﾡn 

住負をにすろため □は より 許L い可ﾡがベ受 であろ-

(ﾡﾡ仁 沢)

ーS5-

Z、 ﾡ負の東ﾡをホワイ トパイ ンの所系怪と価格に岡 

・ キる-ﾡﾡ

A 4 # <Ac2なoxCイ 如以 びR.4. f " イみ 

7んo&a 合22そ&zt M/イi在 功 2S 在 - -

bY Ro9MA w. Fwo&2.
2ow2 P Feceaxy Vo/s$Mo/e, /タSケ

ﾡﾡホィ トパ4 ン( Pt。 . スオ2&a。 し) のぷ負おガよい岡 

とにフいて はみﾡ夕のひのがある.。 二の耕後の告ほ王に次のさよ

っ型もから . 型»ﾡ、、全示とにこハていろ ・ 邪 万 ・ お 益6 発が 

城 うスてはホ"ィ トパインの品負. 価ﾡに下ﾡすふ"っであろ。

*-万性どをァに行えは、ヶく とひハってアメ"夕 ※ボ エ系の為 

ﾡとwつて"たをぐ木に比ﾡすん s う 8共協格のホ▽ィ トパィン 

2灰てミろミとべ ﾡめ t始めている・

このﾡは東部ニヨ ーク州 ハーレ ンルゲW ovut イuダ に あ 

え puc& 大珠はの 同合 林分 に承希 ・ <〜た ノスタ 聲生 あ)奥の长 

、 ホのホッ ・ ト パィ ンヵﾡ糸ﾡと所ﾡ に の新べ示 て ろお。 

二 の 小は灰行ﾡや3なホ4 H パク ンク 々チ付 と»さハてガり 、ノタ$o 

4, 用 ス分日ク脚てげさﾡ兵にに託にしい河が公糸るまて 

-洞フていた・

のホの木 価省へ楽 定の 外 に. ﾡﾡ◇核打わ に J る 系炎的ﾡ色 

o版nu ﾡﾡにaで:の解を坂飛u =っ

のホハ生送 史 よee H/uty f そパと 2.

,マ。○年ハケL 尚て示生お2ﾡべt にこヒ べかってろ・ ノ 0 エ

り ハ光オ表工くにこクホにﾡ戸していた。地負多救のﾡ 

るとァ、ており. 土ﾡ監品に(ほﾡのﾡﾡのA然督めな"つ 

rかP こ土ﾡは自は水呼てやっ二と想ﾡて2ゐ。この光は 6スイ 

4べがの ﾡホ▽ィトパィン が示於下 ﾡさハこハら徐しはらく"岡・ 

天 ※と t て 旅愛さ』ていた. こ ﾡ采A立 ( た林分 a 光郡の
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オ"イ パんンの単・ 同冷. えな林冷の貞ﾡなものと亡。

年務は/子スケﾡのﾡと同じを示 てい

・ 後友ﾡ はﾡ附的で あったゲ・ ノ&ふ◆牛までは圧され て い た ・ 

この年に巻Lく ぶﾡﾡ がまL た, その界回は . 百じ 林地 に生ﾡ cて

ろ戸ﾡのホワ4 トパィ ンバ ノ288 方いて同じよ うな ﾡ径灰長 

を系・ ているのて.恐らく祈み的べ米にさゐい。と思わねれる。 会 

木はる の 儕 g 3 岸生 で 相离目 卷： ノス イン ケ. 横るふ0フ。ー トてあ 

? だ。

・ がが よびなﾡﾡの下ホがﾡに灰しており、 その併乱は s～o 

フiートにﾡ ていた・

こォ らの下ホは . 上冬ホマ"の年ﾡには示されて いいﾡを 

不ていろ。 ノ?/み年に 万い て ・ " ゲ の 午玲 がなくなって、 るの

3 恐 わ< 新求v ・ て 玄泉ﾡをおさ 体ッ trめと考えられる.ハ 

c4.りA がと〜 ス イ ンケてﾡ高。。rの林かがゃ京されるに代 

っ< "がお」ひみ、ﾡﾡっ天ホ*a※ヶ tた・

この林分らえ々クマ"のF®に所ﾡ。て おり・ K例t 内系に 

ミの ホ IJ 树名 ノ/oフィ ー -樹惡あ。Sフィ - F , ホ下ﾡッSフ 4 

ートにﾡL て、た。

調会示と I て 通る

8れそo6ンa 計 オんe 「2& 合et クッルeイ,夕x 

品貨のよい沢部ﾡかワ4 Hパイソそ仕元てる二と は長 午 ナ - 

Pcce Fozeoご の主受なﾡﾡてあった。(z) 納々 時-生 さ せる 

二とはﾡﾡを通資なひのヒ 丁 る-め終的で方去てあるとﾡえら 

・おッ 幼&林の灰長べ終ﾡヒ広るニとを除いて . う向はﾡ高A 

ﾡにはﾡん ヒ#智 ・ xい。利え ば T at4ox と Ree4 ( 6»に /lawux4 

今ぴオ て, エーカー当りの ﾡﾡ本ﾡが 5oe ～o2o ホのスoへ34 

i生のホワ4 トハイ ンのヘエ ォホで aﾡ活に 私ﾡ、ﾡべﾡのら ない 

+ &ぞ兄。た・ 优 に、平 均ﾡ廷 ﾡは ・ ﾡ及 がエークーヨりラge"A 

ハら今o。 本ヒに ケ すろ につてス 久ﾡにﾡッL た。 みバs o 4

フ4ートの ﾡ にすみ3てN ・宮怪資そにそぼと死逸( なく て 

もよ、'.

poc& Fozoそ にに司ﾡ祭長cそ合木となるベ"ァミたポエ 

ホた ってのいく ついの ﾡがある ・ 大後のﾡ堂太の本商 に多系がﾡ 

い* ているホワ4 トハ4 ン の 造林极背 妹を 発展 ゼ ビるのに. こら 

クホに並家な殺ﾡを求じて いる。 >のホは上の茶ﾡ目好 <育 で 

が てとホワ4 トバイ ングー"ヒ ・てや、A才目ミて ・たセので

・ ・ ・- ・・・ •ンリ •
ﾡ林解の 総も系 Aw%Ae # そ化 t

塔を依ねぶ』びふ九太の上埼く*え・'。 分に平均ﾡほを者 

ゅた. ( ノキゝ こクホほﾡ令許べに日本射衣てあったこヒそ示す・ 

、4 っ のの考天のある ・ 料えば /Ss5みて ﾡ社次ﾡべ均正ゞて 

、ﾡこと.早ﾡに終圧さi(ﾡさとそ示けて"る。ス・ この林分た 

夕 祖 の 木は ミのホょ り大さのっP・ 4o AFて ごる岡公ゥマッケ 

セ・慣 测禺运 エホ ノアSS 耳 茂の ベ株 o 効派 1 木 し て "る、当時二ら 

クホは mﾡホ * "ﾡ性ベS4 ンケ次全か?た。

ノFF8友の 植、ラ 忖リ！ 义 前 匕 ほ 利 位 木 の 洋 在 R系登 にインケ当ッ 

総,。ﾡてあった。 スクの2塚問Pu平tて4 ッ)当 り ﾡ熱?

ぱてpっに。催 なﾡ始を 除いて 、 ニ ク月 沼 w 水系子ョ系名 0ヶヨ 

～ボごれた。 / み88年 ス 线. ミク京は所ら"に 岡 状ﾡて 角と 

门 ・ﾡwつてﾡ火ﾡがき件アるに秒練する子2み制回子となる 

しし。 ¥天、ﾡ後ク Mnぐに六つて負ﾡﾡネべえ 

2なつて"ゐクは ハッイク,/夕4る,/ク?キ ﾡにおいて * 火1} と ﾡ 

ヘ ゼ 塩 毋 に 異常な 就 療 が 团 っにためてある。

ホに点"»ﾡたrルと 二外※ﾡはなげハつ 

九大ﾡの/ペン子ペートに並才= ・ は県※材ユポ 

内A Y。 ©a2花v1 Sハuft /anwtfadtuzc。 Azooc+aイtoot ぐ) 

ァホワ トパ。4 ン品平ﾡに 山 < 花>t された。
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( 2*今尽) Fote。 尸カビ (TAw> に s る未ﾡが, フ

う,倉九大内て承見" . このた めﾡおの 価ﾡ ﾡしくﾡわれた 

s冬求み( イo,5, Cのルtou -イwAe )はﾡ朽朽 がな れ ばノ ﾡ及い上 

a く ﾡ H されたくろ らう。4 若林 の 箱 み も 式・ ﾡれゲな ければう 

※枚上 K ﾡ " さ ね 上«あらわ.

3未ヒ示( て ある救畑ﾡほス ﾡさA た地おをﾡ価役に状#す 

ろのに刑いた。

二れら Cnwuc B 2&eなれ (/)の /9SクノH ス& 日のゴ 

ヒ。-に引l用:れたひのに比才るひの て普通の ※枚天し力例会

表わ ている。 行老ヒ(ﾡ感るの通, 3ずを 合t ) オする立 

次ﾡ格は材ﾡ格のら. 支。 梨林ﾡ岡を准 L引ゞて えめ らる 

登裁,※ﾡ天 ・ の 英7ちょ び役芝るの利Hm.b.A.fe 臺 り $っs 
と枚ﾡ<れだ。本ﾡ, ﾡ企ﾡ. ﾡた料 そらめ 仁製数ﾡ m と創消を0 
えたりのはM.b.d,ft 当りまeと幼さ, ﾡﾡ用はう6よであ 

った・この 姫ﾡ用はﾡえ目 の つ め てろって大後のﾡ資のﾡい示みﾡ 

愛 の 系 いﾡ河の 光ﾡ 釣にいニ と そス原1 てる。小後のﾡﾡめの 

力っ た九入をう平換 o %活< ﾡるてあらわっ

ズ上の 依えを Fいて 有名 対する このホの 本ﾡ格は $ ノ3ョ.s 
と ﾡ =た。 /ス 生て二の林なﾡにチて及育するﾡ研ﾡホワ 

4 トハ。4 ブはﾡてあるハらこのホはとりわけﾡﾡ がﾡ かっr=こ と4 
承初 こ：K ね ばに らない。二の太ヒク受のﾡﾡな認 枚べ合a て いそ 

二とは. 1っ 朗 が坪*か →らと一っことて, その一部 パ税明 で3る 

と場3な、。( Pバって小3 さ枯様の大部かに ノテs8年の3 ベ 

ゅ際, ﾡ将Xの似ﾡのため wﾡ ( たると思われる。
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ノ表 ノ。 年ﾡの生長登イ ソ ナ

# 合 4 ノ○年げのﾡ 
後入系

D B.H.

-。 ノぶ5 スラテ ス ラチ 7ラテ ラニF ラーF ふる子ら-

s ノぷ3o
テ ・ クケI ^ 7S スo ノ2

ュ5 / 3so .. 87 3.62 3/
3 5 ノ$4o 2◇o 54ス 5 6
4 s / sクの ス、$o ふ.ノス Fo se 3ス 今o
s5 コ." ル. So ノテ 74 ふ 9o

•也 _ 〜ケ ス7ケ o s4 4 ノ 70

74 ノ op .42 ・ノ&3ワ /6o 9ス ,a. 35
a ケ / /◇ .&2 /2 /8o y7 ク2 $o0
? • ノ ラスo -5 Nスタ 220 ノ。 / so 7o

/ 93e 3ス/ 5 cマ ス50 パ5 s。 .ooo
/'お ・ ノタム。 ス87 28,50 28o reテ 88 パ う22
, ス5 , 75o ' イ又 . ミ. ス 34ら )/o s2 /. sノ3

ーー, 一 — ― ,一 T -----------------------------------------------------------------TTee-e--e---------T
D、B. H は 似の ※』た砲 ハらまめ たも のである。

"--*rw**wママ

. B .fそ 枚ﾡ、 予級る○にそするﾡﾡﾡ太ﾡ格てヌ足したる

の 乙あるっ

s. I济 C B&. fc.ﾡは エ埼の検ヌ s るる のてある。

タうJわっを4?たﾡ 合 

こRe cao& fそ Pa

ニ ウ ホは 株奇 を ( なくてるめて呂ﾡのﾡいものにな?にのくめ 

2 ハ推約な統どゲ天行さ れ たにﾡ合の価復に っいてﾡ条しそみょう, 

がのことなびら 神みなR扱い ヒさ り 枚状ア長ﾡべﾡ次ﾡ加する 

とa新行て会 のかった。 LハL 夕登のa 货の イ长い戒？X尔 ま 家 る原西

日 る ﾡ祝通判 の 息、飾 保6ocん Aルイ にっいてはなんビ丁るこ と
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ゲででぶう。(たゲ?て沢の資戸ゲえるっ 人工的 事抜打る すればそ 

ク衣の価値 が玄 るてあ ら うか。

スﾡ 工埼ﾡﾡによろﾡ際のボードっート茶

な$5 B2c&.a4+ C a po2!la2c 3 C イ C $C 讨
ノ 4 s /ス ク c4 . /2 スF 3??

2 ス ユ ノスイ 44 クS $e ジ<

3 & 62 ノ ○ス 3o/

o 2。ス / 夕 e

・ケ 3o シ4 ノィ"

6 ク 9 7 7/

ク /S ィ ? 5

針 o 今 スcZ //o マスイ ノコ 3 ノSバ

3 及 ﾡ有者に子する本M.B4.イイ 当"立水ﾡのヌ天

B222M4+ Ca D 2& Icc 3c • $c

来本部 え り 価核 う0○ >se ノ$o /夕 タク ss

製 * * c5 45 イナ 4ケ イド
立木衢裕 2ョタ ノ Pケ 85 6 o スタ -ノ2

ホワ74 トバ4 ンは自ﾡのるるては全然枝発らL みい。-か王の台 

ﾡによろ ﾡ ら がそ のかの生 ているRにﾡ3する二と柿てある 

Pw2 cs) お 枚 が 最-ネ の ス。 スのﾡ幹上平均ス7 間 

迫て いたミ とをﾡﾡした。 本べsど 昇 生の 林かて ク3年用7かて い 

たのﾡる長い例である。

一本 に行でわれている 打ち はﾡ和の クの 大にﾡらて おリ、 

岐打同央"求術はこのあぶまての 株打ヒ っいて設社計されて い o 

ざない・ ・ a し 枝お ちるノクフートヒ え丁 る ﾡ林す 的3内は i 

な、、ので おる。*り@ゞﾡaで 本打 す が ば及ﾡ堀 ほでﾡ名 I う るホ 

ワ4トパ4 ン○仰ﾡそ ﾡる めることてさる。

タ 9昇以降P ac Fdu本 て 行わ えれた商及の 横打 は、このよ 

ラ びﾡ行べﾡる しいこと を不し ス、 二の地の よ っに孫ﾡ の士地てほ 

3 九ま < 校打て こるとろえ ら ている。tかし 中ギせてはスて 

*の枝が主孫<* ・ さ ら下*地の核は普近-ス は"タ 光大ョ 

て/W功水てる～ 、

二 の そ 兼から はは #合 -マo- 40ラで e式へ 3るろるこ 

ぐ えいが 光® ク s い壮ん林で 資行tてぶるあい,通1ほ ・ ペ労 

ホのﾡ及のﾡ打ろむ 財政的ぢよ び※林ﾡ的にﾡ行可ﾡてある こと& 

tっと一ﾡに督がTさ である。

株らKよ り九 大の呂答る 設くすることほよく知ら九ている。L

さ< に rってめて24ﾡそに午 っ花株ゃ*う め→いた 

ﾡ株と ﾡ期にﾡ会ず るとホワ4 トパ ン の 価値 主 建次街口 ざそる去 

の え 、内げることをP as Feze才<ラkえ クた。

ﾡﾡ ホ a Z . か九 太 示ﾡ れ価価そ性がに 模 う だであ 

・"L3 も太の ﾡイJﾡさ太のﾡくスを相ﾡ下r る震日 

た ・このホ HSの 午 生 の踏ボ打ろ ゴ が そおげ赤ハ ほ 殆 

Aとみかったでろらう。 ヘエ 44校 打 ら の 行 わ バ た ク切にか 

a ヘ 受入 tたさン がそﾡさえ( るﾡ: は Pacん 下のuイてはなハ

ダ永 エ ﾡ ヨズヒ ダな3 ﾡた六う て打 や さ ハ ニオのボーゲっト ゴ？ 犢 ・予測

タJ 圻'を B2a+ 
1

< ci い化 1 cwd スC 3c 4C ナク ■讨

/ ラ4 • ス/ ブ ク ラ

ユ ュ グ2 ・ ノ み 8 ノ3 36
? 2ダョ ニタ イ 3el
ク え/

•5 3o ッ/

6 ク 77 7/
7 ・ ケ ◇? X s

j /" | o 32 e/ 7 3 受! 93
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4表部ﾡ不2 3省1大子てﾡろ ・ e ﾡ ヒﾡ ウ 3枚客台の 

ボ 失ﾡ 子 丸 ﾡとテ てる。 ﾡ打ちT 孔入 ヒ*»舟者 級の 岡生 

s 系 大ﾡの B ※ #&お 戻 みﾡ » @ 和 の 側の 比救的 ﾡ負の ﾡ枚 

行を日生すみﾡﾡ的「ル逆 Iに走 ていてﾡさャ ていろ。 表を 

フ 表 と殺べ てみみと、ﾡ及の核打ょるるの とﾡ特て 三る系えの3 

→ の九ﾡのﾡ水を役の ﾡﾡを スめ %ことでさろ。

ﾡ示 5, うe. タタ フィーートの 箱 合 芸 て 枝 らさ こい ると伝 

た t て 系ネ"5つの孔べのとれそ丸 の並木価格』計ぶ ・ た く今戻) 

4生 ○術っﾡ^工的わ3-か丸水の価値 と # /6,29 丁 こ ヒ 

がてきた。ﾡの次あかほ妨ﾡにこのネ"ら天保上脱ﾡして ( まって

るいら、二の ﾡ加 u とものあてほ呼ハつた ・ス太九太 て ば 枝打 

ら-「ろﾡの城mほ$34イであった。このよう 倍の ﾡ m ! ： 

ﾡﾡに 2 ﾡ札 大に比ﾡ銅タ愛 P各そて"る中*のベリド9 引 . . 

和ﾡ社イて有でさみと、う才のためである。 合ペにチスハオ 

ヘ ない 引をえ*で:. 価ﾡの送加キ4夕44てpっ十一。 3バ九 

大 (他 が:クxうr ﾡし<ﾡ ( r- - 西は高福や におスの ﾡﾡ1さ - 

た除う一 こ n より ﾡ〜 もち2ヨﾡ九ﾡす ﾡﾡの 求 入”ヽ M # I" 

るでかゥっ 一Ps る大 によるもっと恐わiた。 tかし う ﾡ 丸 点 ハ 

価台ポmの大研冷はもだ、枝打"ﾡ系と?らへらるっ i7た示Tに 

o点にﾡaハる。・く 4f, か G 羽 Aの服秋ボの ・多型: かセW 

さろ7らてあろ。

帝の神板は Fのu& てはう8フィート アル 「ﾡオ ぶザオや六 

あ り 尚 柏 申 と 招 って 行なった . 耕 彳 の一痘 ヒと りち、 6フィート ,神 

ヒにた技打がﾡを同、へ れ、や大ﾡ, 上3ケフートの1。 

ﾡちでさ。 3つの九の枝打ち ﾡ* ▽短柱ﾡり7ﾡﾡる、て 

行っT-・ :。な g本ﾡ そすメ1な, ﾡ2れ太のﾡさハホ a ーヘて 

-日当りク。 オ打ろ でる。同 ホ か の 於 はこ の 才 / て ・ ﾡ品5 

フイートうてﾡTでれた。チﾡﾡをﾡみめ ・材府か トマて 

くるが・ ミクょうバ小さ偽 け、や ?い中Wに合すて ( 一 

ﾡ林 の出バさらきろるﾡﾡYI3ふらTいであらう。 t *^

-93-

A 小公り恐: 同ッ て林「力:Tろ ホ に 何 回 し 出 ろこ とは待ﾡと 

コ gこた ,

ヶネ 本打に丁る ノな九な方sて"そ木のウ木GAiの的のやﾡ

T わの*点 ノ々九犬 2々ル入 3な九ス A 本

, +Tろ1( 7,い、冷 "歹4 3 S o スィ4 /ララタ

一 かん 大 キ で 投甘 p' $の./3 3 うo /・e4 /Sヘス名

歯九大ネて求「ら アイ, / 3 ク.ク4 /2.o* ノッタ("

3か九なチ て求が ク ッ2 24 65 c45e スうP4

/、 本打ちは5生の片示行

ス, 一かし太ほ3ケほ4生. 二か. 多か九八S0ヶ生クぶボ打ﾡ行

受 約 タwルル&・

候 ﾡ呼郡&ホワィ トパィンにM丁あ糸約8ス1ﾡが千=ュー ヨ 

ク州lの pacん Fwuc才- て 4 号 わメレニ,この ノス4- 身生 の かはんり 

f.う。 4 ン午書ﾡノ/oフィート、枚イノダ/3 ボードフィートでのっf、

消 材 点 乙 坐材価 グ らメ引い-りク 立木ﾡは中ノラ:.な< 7

八 円 林 I3 ::つホり っといろﾡハ竹布 * に 対 丁 み ﾡ裕で

レ 2ヘ ﾡ ・、リ に ヨっのし沢すてね1fち1乙とﾡﾡは$ 33 P4 

こ：、, ル I Tた- ・ ﾡなめ"打らににゼﾡ値:ためろだm てっく • か 

ft) た価色^KT T 紀 t一 に永 ミせん。この不芯班 

-ハて 、ス地色っ卜"アr(-市。こゝ、 み 僮 我 木"、；,削 言 てで 不 ス ミ

呂(-RT-zみえ , ;, (ﾡつ夫訳)
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/ • らucどとtn utctビツ 4, / ィ5ク-

Booズot, Maeo.

ス Fext, c./, an BP, Ko&俊a, /マ4ク. Me C/Avo

・よ4そパグい グルメ /ょto7toかuoるた, Pouedズ, いa1ビルイでビy, 
ル& eん R2&t。 f 20 ジ3ユり ゲ うルZンルッレいe んcuc.d 

クルQe". Ccu。 よムイヒ Pacた Fouoイy Fezndotos 

W a2んhnやnt, D.C. cJ

メ

Focそet; K.W. “sク. A 2そゼズ2 ルムス フル朮ルイへ 

比ン伝 tike てue ot 才e Pac& PweっuoLzzなet 尸—/ , 

レ12ル2グ<0タ 化と Y レッレe銘,Rタルイイ Kそ Moduz oe 
「euz P4ue オ オ Ce4eaeFezeイy ・ Svzacccde ; 

M ソ. 46.PP
ルevtたzatwt 「wuet Mau42aオスoze2 A2occiatwyt, 

SCnwvL 22&グg ルAe。 fz ?cz在&とut wパンと ノな

a イou44ダ /te ・ ス7/ otユよ.2w. ve ・ M,Y,/6、

N・ Y. 33 PP.
5 Pa&;B.H. /?ジ8. Kn。 え 22c27i4-8121そ% /it2 uo 
Z 2イル.4とイ物/zcxし. U.S. Pt,Aytと Mi ・ 
Pcペe, 3oク. 3 PP・

6, 「o4て) E.F. o4 P.N.Pesd, ノタマ・ Gccc&tz au
ヴ1イそz /te Q2 イ 

t4 222◇てイuを4 イc&cc23 ・ Ha
P-&4e2ん2L, Ma22, 3o PP.

dotグy , 22た

. お“〃. 7 .

8 新京長ﾡ式に フいて

Ceス2クイ～2ズ 2 2eと← 安cct〜c ノン2ccイ /ozmtxze. 

bン L・R・ 2222cx4243
ex2?zユイ ダ 子o2c.ろ%+ ルノ タ7 2 ク P <ノテ ～ ケ4

メタ4 ルnU C 字ozeoろ ノタテラテスﾡ2Be今ez女ﾡっ* 

は 利 ク ウくれていると い 今 耳いか改を 引用していろ, この二 

と に肉して は林茶校会 はS フ以上○ﾡ太 で木杯み株かのﾡ材 

谷 2斜 ﾡlろるこ とによ り 自分の走晃 を危所 するこヒなできる.

の いわ ゆ & あ 根 布 を " o2?&nと )う法にっいてのせﾡは こ 

z ナ よ か、正 し <用いら九だ に は . 技型 法と会くﾡじであるとい 

フ 契をじて いい.« は みe /十Cノを・ バ\ちれている 

« f ﾡ 公 ラ、み 衣え! 辛 <C) のどリ 

な利のベ用 と し てずま フ て用

二 年 =* た派 後 o d に KI し

. こっ城Aに才る店

に万いうる こに今主なし そいと. 

いれは =の 方約 交年- 横 際: 

こ ﾡネ ◇さ示 S に衣わさない 

りつ量は 私が s夜、ゃっている

..ノ二 上礪q我に浪わせる.
とァマと炎芝は ポに くﾡの並ﾡスの ) 

の 本社そ求じた «句 約 金 学 も 主承し て 

・常 才 公 ② C ろ立低と りて, 二れ合 ﾡイ 

ゃ②であ2っ- 我行字ﾡな率は表スられた 

ペ 斜 佟干 復,ゼ の 装何 牛沟ノ のうり. スっ 

テ ﾡ P!*一→ﾡ てこ工uからてお。

ﾡ名2せ行 
ﾡぐお項ﾡ方に

に万いようヒ足って

う>の髪く の ﾡ

を合っ t た工 しい

いら・ Pそらく一 ﾡ

や林 休が阿係わよひ る佐 の み及 〒ﾡ式に上<そ当交きね

ﾡ の だ に 戸 い/た だ さら フ、に うるたみに 若右 は/2と

モレた・ ^ ,

っク地 ポ ( 少全 < ﾡに 片 ﾡ ごる は合 < R初 ﾡﾡ▼。 

※体さネV. そ②4ヶ干均-TYュー さ况ろぐあ ろう,半 3 
r o 差はﾡ Iに 遊名 o た を希 ってぐろ だ でおる.く 盤べ革。.



でちろ これはエーカー当リ②林か材ﾡは 今一主ﾡた埼 

次する。 左わちこれは遠でロッ トさルるといら 久文に ・ っ 

ていら

う っ②利式は一っ2利半° そ合み . 初 宮本 V。 系*も名 

ア 数何 干 Vwラ。 を通 ろ .

ニは, エーカー当り の 林今 ﾡ本は 毎年 今 な 増加 量 で 増加 ナ 

み. す5わち上凹のﾡ象でプロットこるでろろろという区定に 

ﾡすいてい。.

ノ次 いわゆる必ﾡ字のとそれ②ﾡﾡる工しい肉係 ボiP

ぶシの名が 広 _* 王し い 師袱 配 5 2とzとシ-

(ダFク冬よ) s-アと(そ) </+"S)ア。 =W

ﾡ向 の 学*1
C プレア ラ -のぶ長や)

"-系号一(3 </t登ハ)アす『一 =ア・スほア。

夕た ○#利 7-ヨテ(そ く 一"T>マた -

K .... .
故利(期国の出第点) C-ラ/ <'rc ァ。=

州间 守火 の aが A く/t cミそ/マ7。- アtスは Pe

承 人の べ I A </+c)▽た -アo

& ・ a点対* う ) _ ze E.-2z2e アe くe")"ァ。 - T

ポ <#用 * c/e"m。 - ア

業行学ポ*キ 秀号 , っ L

・
ﾡ ○の近似ﾡと しこ LズはG之用C 

< る
> れ はル太ﾡ に ﾡ "か ノ ー :

ージ7-

L.8 で示=ていと複常公式の2っ② 対*み式 は , 袁 わﾡ 

ﾡ係ヒAく 同じ上uのﾡﾡと夕る. 表表よ り対*合用いたろ 

ゲ筒単であると方える人しいる. たとえ 夕ez。7。 ○布にくB 

◇2先) を之えたものは &ea。Vt に今レ い-

し久し. とさ 表 ﾡ公式っC ○ゆ としこ月いたば エレく 

呪 &予河できるい. この何り②5るCの 立公値 は. う表て 工 

"い生と比取 し て ある ﾡりはCがﾡすに2てﾡあすさ。

曲的 ゆにいっそ, 宇ﾡ ﾡべ ・ﾡいて 体今 満行をテ河す る 当 

なう点は.あま ◇ アo. アー クe 利 幸 を 尊 定. し,血韻 笈 均、•.

テAさルそとすさﾡ求○研尽さ表わし, ノネのエしいﾡ係た 

はテP"に示レ こある過当よ肉*とせそそ用いることで方る. 次 

②よっに (+々にする平によさ永Pは,ﾡそ, れキ.

間が金っ こいてし会わめ い・

V +- - 〔/+く+5)S〕〔Vo)

( ・ +(今T) (v.)

-(i+/ トケ)ル4J〔-アまアと一)

人一 ﾡず不 に 常オ

ア/ー
アn

M= <(- Y: I
ノ' '卜▽rア

: (.ア2- 
・ ' ア

・ づ今ネち イi 〒 )

ュ /+c)一C- ダァ ・

Pccao たバし ユギ* ▽o-わ諭 Vル〜最ﾡ來
「f>午余;..ノイ～、」ル”ー〃.-umム

丁

L

S

= マ< 8

了アどに用いゃれろ いネゆる京府の本*約ﾡﾡ

二こで の-ﾡ向の年せ あー以シ2 を アュ=4の念りのﾡ
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c L - <re (/+c) c-と-全 o 亠 2
一す十な -

・ ク// ・ 22 ラクケ ・ 2 2 22 ダ

・ ② 2 ・ 2 ノ ?タe ・ 2 2 222

・ o. ・ ク 2 ラ 4く ・ 2 2 ◇4

・ ◇ ・ 2 e フ ュ ・ ジ ク ◇7さ

・ ク. ケ ・ ◇ a ク ヲ ・ 2 2 /2/

・ o4 ・ 2 ダ 2 ク ・22 ノクョ

・クク ・ 2ど ク 4 4 ・ 22 2う

・ 2 ラ • 2? 4 ラ 4 ・ 2 P 夕。

・ ◇.ヲ ・ o a 4 / s ・ ク 2 ラaフ

・ ノ2 ・ 2z ケ s / • の 2

* イ ・e 夕 3 4 ・ 2 e ケ< "

・ /3 ・ // ラ 3 ヨ ・ o。 <<7

• / ユ ▲ ユ ・ oo ククタ

・ ノ " /ラ ノ 2 シ ・ o aシク

な 不、!学(C と対がによるみ値くと)②とﾡ

-ジラ-

5 ラ②ﾡﾡ止ヂは , ○が月じでそ 異行 期 向・ 基そにﾡい 

らる

ﾡ向 に十する 林分ま根ら上凹のﾡﾡを久文ァれば SヒVを 

用いて CとVtさ月いたとヒAく同じ ぬ々 か 予河 =る でうろ 

う. 工谷わらそ九にオし<目さﾡじ 社石みﾡは. 入部みのﾡ所 

ニフいて ﾡ皇に上昇ゞる上凹ﾡやとﾡると主ﾡ才るへでさえし 

イ 計ﾡ ヒ-するそ 以外。 単利 計師 があ り そ ○合時がた 

= オオ の 干 測 は. お長長 ゲムま に刑支これ た期 商にキしくなさ

Mヒア全月いれは SズはC ヒア を用いた合より*分

Z- いオイ 逆増加 がﾡまるで

オれ と 今 る依 さ 合イ そい

ノ2ネから S.今..「C.

と バっミ り分と < 

救て衣わこれるつ

れらば. い っ れ

さ こない②で除く )

あろう.

る 京 い方 のﾡ化はﾡ しくない.

B 向にﾡ的客差み件されやこ

らろう. といンクは

ラ だ 基ん 用 い ら

回断公基成 みら (

向 じ ブ iにするて

() ブ 乂 も全っ た予ﾡら

れて いるからで あっ・ 

份 は 正しく Pzzccご 

ちろら. したがって

r Fワ=ラ2万号 Pククe 本枚 クノ本に示しそ

牧ほ 納=み長字向②是ばたと えよ り現的てらそよらに 

ノ われかCを色むそ町条を契。て < くやは* っ い い ) 

なにﾡらかにしていない

pzeyee 必ﾡ② ノみは ス浜 テ ﾡに 本 スほ 小般 を用 いれ は一 

* ス は ﾡ向 ○ のため に に早術次※ を じあい= ヒ

示 しこい2. 名らラど ら,た スるは C=4/○eso
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その足 (C-ム) =22e24< か示してある. 二れの長商の 

ツ然約年肉係さ示 表ク ・3表でおる. e。 o./e と。 の 

周にあれ は. <c-←) は以す o.oe 〜る z と 2.oes$< 彼の 

いフそいる ◇.2z44 とは4ﾡい )の向にちることと示しこい 

る. 市)ﾡに微の 2 イ cイoo。 で つ =乙◇2ユノ7 ウ: C 乙as 

とC= 2.2ヨ ②同にろる合 う表に示し て 方るkの ( c-L) 町 

今左はと す o,222 2と グク向にちる、 (微のいっこい 

◇2.22/2e,るはない 彼②ノ表には計ﾡ訳ﾡを示す 例のテ 

倉しに 鼠木 ある. 才*材よび 喚利 の祭みﾡ耕さは ・ ﾡ#を 〒 す 

る人が用 っる とさで さえ 大さ本欠でちるヒﾡら.

(ﾡ ニた 契 )
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◇ ベイマッ切令のﾡﾡの入ごこ. 初のの指およ

びﾡ径求長.

&～acc のしuetococ . acamtcンt ヘr arteイこ

Pzeucん シ & xwcシ&e 4な火 / Pedoa メ

G. C. bソ M auocん

T&e Fouccy CAxo?vと2eVol-Mo→"?Pタッーパ

ご水攻のﾡで 授初のつつ内五償-石利ら攻受年とﾡﾡす8 
の2区雰ら劇ﾡ向命については 余りらていさい。 この武明に 

S. 不琴B所不とﾡすることで み分と相Aに形にすることが 

«の送このﾡにぶ長獲と保しﾡいるよりは 商単にﾡ定でこ

。列 部的B大ョSて峯不の政長ﾡ浸症定でこ®といク利乗がめる- 

ﾡ当G以兵に必翌向ﾡはﾡ呂の大ささで交定でこ 調産ﾡのら 

»には ﾡ団の到定古と d求長武の向に ナィたﾡ保とのてい 

8ものちあさ。

的 せの 飛室長は a許材高浜長聖と項も ﾡﾡGﾡがめろが 

文行｝『細I制 之委 ける の U 比较的商第 に 刷Mる 関滅哀 ﾡ亜ア 生ﾡ 

家はﾡﾡの大Sさの石深によろ面例のらいﾡ五がメ天ェのﾡ

戸 ﾡごめろ とさてていA・ Hadax ( ・ク7)・Awパ4 (.9>
)ZAzeaピ。 ( /ラケ。 ) イ レwx ( /?ーバ) M& ( /58 )

-の阪差ば タキ主のベ4マッが分の声ﾡ。平向の 営岳ア 

周班ﾡ牧 ( ﾡ区ヤ* 差区看牧) と起優(BH) で戻わし た 五座ﾡ受 

ジﾡべとことと目的としてい8。ﾡﾡﾡ浜ﾡの建定画を王する 

係の声件( お H ) とぷ区アさ合せ/ものの相対ﾡﾡ吾も評畑こ 

ぽの通区六長型左ﾡ合に 送寺ら筋豆について走弟さ 下すこ 

とのマ さる図費らに。

ﾡと方法 Made<aEa Qnd クc2CAcl
こ ご声の送ことすろ咲に . "4 歩 の 木 の 窈 回キ と 長 ごが 利定 こ

,,一 ・ E派大の主ﾡてった«方ﾡの半優の平マ2とし

ここ ﾡ反の天さu 相蹟 ッらこの立ふごの長ことしてさ
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第さて・ 杉下ﾡは平均レてﾡ二/oフートでのっ。選区京長更 

a. (ぷ内BH)く早袋の風区列定ﾡﾡ甲いてﾡさた.このﾡ 

列回は回示る上刈用して分がした。ﾡ零治ﾡでﾡﾡゞ受受左千別す 

めの選当さ公式とﾡﾡし送灰する のがこの分ﾡの兄震的ら言台で 

ある。2ﾡのﾡ回形上引Xに示すため 2ﾡの分ﾡが行らわてに. 

テノのものF ﾡ忍の 資優と浴豆アに工 る ﾡ経メ長塁の 回ﾡてあり 

ォ2のヨ浮H 現初のﾡ区と岩ﾡ括故 (ﾡ圧ヤメ 番活長 )によ4 声 

経戸受どにﾡする ものてあろv

迫ポ K2xeね

このﾡ票は/ 戻にと りまとのてみる。

夫 ﾡ初のﾡ座 油区ア 書ﾡ看攻と天型とのﾡ係

※てのﾡﾡ波のとミも ﾡ合せたとミも有起てめあめ.

当 相阀探敝 ポﾡ ﾡ 遂

エ= o クv→ - 2 e2ワ

工 = 一の→4→ + exタ エな ◇ 88 a 2 イ2

工=すゥ/8十の、/ュバ Cw o >7 ・ →ー レ

工 = 十o/s+ 2ov8 Ci ◇夕< ○→ン〜

T=一2 >一$ + e o4 Cuナ2→ど 工 e ・? ox

エ=一o ム十 2 ・ov Ci+o タモス ○ss e→>5 ,

I= 室 g渋受型

ﾡ D Concと4dzv

灯令ホバはげしいﾡ走ﾡﾡにﾡ入しているこのﾡ分ては 3 っの 

型定さた回るのッラで 喪 河の 直圧 が质 任成*.朝 の ■契り 年報" 

すの2。 こらの西ると堀合 せた もの(時には2西予とﾡ合 <) 

ごほど及栗べ二ら おがった。

区ﾡは空高ろ所ﾡのメ支率ど呼るにﾡする及大の対圧アも . の
・・ " ・. ・

かががらﾡ定でさス。
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列え u当り8ﾡの手輸ともっぶ長年は手ﾡり。→グスのギﾡ 

こらに2手ﾡにノ*のﾡ登ぶ長とアじでめる。ノ図グP U即 

以上のボ区アともっ4w *wの木の大分と叫外始ﾡﾡ効』ﾡと 

も っ、救のルな木がこの長率とﾡﾡすることが分る、

減伏に温 区政受コ を予 如 すおま段として • 業アの重径とﾡ圧 手 

お南する力五ば 河じよ ○日Xﾡ堺商にあるが今についてにヴﾡ照 

こさ®と考えらるにざさいことこ低えてるグ8ぼRらPい。刃 

南 し た夕< の所ﾡ で用い か 巩 て いる よう に M品域長覇 意ば3が

長受と会わすもっとﾡﾡ口式ロ 浜ﾡ商叔正さてた下不こﾡﾡ 

満だのく相肉ののることと必翌とテめてめろ?・(緊ﾡぶ)

»ﾡ文ﾡ

AeK, P.L ・PP- Grzecg ARace 2Ze パ z&AkZd 0

o wo&rxcズ ズ uaw w&はな Piac.jewct ・ ひぱ8・→ン:ク2・

rxoe2 txAe ・os-Cwox eue&oPwuenズ w44ad6 のzet2sMt%,
o Ky &u8 axd w&t。 oa&. Hanand Fexズ FaPeve, 76・:や・

2vuc&o. 3w。 ・ the Cevceacca"r 420uect ぴ8 CMパ"")

ム ・ ・ Cev。 く <zewロ f pzceo・ Corttペa. ス»9ニ ズr ・ ルィ.3/8

Mイあwxc,C.o. /P夕/ - tr Czww- onax e&azcox イ 224ぴんいTt

a xなoて ・ ・ズ ズc・ プe8, ? ; «e-→.

wだ2e 

A 

yePi～te 

ocud.

夕c "ペー.4 Pzeどtシran ノシ*タ ズ Cxzzcxズ 茲ル! a？ ペ

Puuvtん ズ sPwxcce a4 スc &creed! 4 CuのMx 

reラんt avdく Pwzx ・ o.4 4 c*t/と22cer 2て 2とルて4."ぴ

7んcadd ahジ8aade 3 ヴイイ /o, ノ=夕e Potインtク2zr「eet -ジvとピ 

( wattrce- Pってvoて >» Cttawa Canta
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o □ﾡﾡﾡﾡと設定するﾡﾡ方去

/._ Q , 4 (フ4ート
長期可の初のの己ﾡ(シH ) 

ノ立よっの営忍アで盛ﾡし にﾡ経ﾡ長型と五優(BH ) の次が

Y = -o→ク父ナ6z (cw)十。 別4y (工)

a xA w&dkw火 / &ズa&ムaん 戸竹*仲“々加後 

pt。 • pavi4 J4y M.e o SteLwx e Beでe ・ 

&owwoPw/3euoxy M4yルo> o^2 Prw7

ブさッド内の動の位置2証4する ことやピﾡを穴®ことと各ﾡに 

する長Yによってハさい回ﾡ緊華*を受こしﾡガす2にが多らﾡﾡ 

こxする ことがで:る • Sの共】はべ=〜般の*に規以β材対 

<らx た歯G円ぷで *の面はﾡ計理り に2 隠の/。Xび 

D 西故ス1二分別 さ* てい る「次用する 席に 日、この要とe"卜 

DwE の 修上に さこな天 /と→e の古のﾡが士をさすう 匸 すe 

ブゴﾡの別の位更円8の戸戸グらの ・と測り A*工っ

a 測所の系坂アの数とこ製してヌﾡする。

円版 の 英 中に, wびの天&あウておミ*X とブロットのTにE 

-<あa *2〜ペル上= Fのこz。 円収*のサの対と通り * 

a:らさぷさパたマィマ ービンで百定さ水。。このピンロ プッ

のﾡに対する到アが行につれている商門ﾡと支定こﾡ2・班ﾡ 

と揃。にのにテープニマ4x一の端にっBく- ▽4ヤーのも?-つ 

の埼と納にしてEににのこみチープの0の日 バ円 ﾡの外 町E-致す 

○よっに双の上にとのe. (引員/ 歩塚)テープバﾡのうPりを

私するのマ. 数みよ び親刍での弟法ば、円坂とデー プ と用いてﾡ 

ﾡ「.迫 力 こと が で き る。

このヶと収っ てらロット は円ﾡの下の面依ガプロット 

の中に色玉ていらいので一つのぽﾡでめある。ﾡ怪で /2→ の円 

チ, 求 え は■た が 正羅 と / ( 夂wク" )<1ルェーの系ﾡと得るこ 

とがか→た.こては米左ナるのにﾡ合のい殺にめる。 *の二 

の大s さの円灰私事 と平く 認乙のにﾡ分お大さでのり・ し 

»もろﾡびにﾡ反地ﾡ分小さ いものでみ合 ・ プーット の天さごは 

テープェで証Aてる距ﾡと回沢ﾡえ。ことによってﾡえることで

we。
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(表工)

プロッN ナ 4 ズ 愛 ﾡ の r
/ . aeve s. o

・
→

ゴ

4 7

尸 と
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) Sx, c.Ba EJ ドy～・APoxocetAcne&昭ec*Z2xiPペ 

&% » oxwwxcaaP なn&v ダxxb.Jcot.Feス&&イ

ン: ァ-P. S8ua /P39
(川ﾡ 予ﾡぶ)

この力表は ピの型の円形プーットのさろにﾡ単がつﾡく / 

不のﾡがいるだワでめる。¥の上. 円ﾡと淡甲すてぜﾡﾡの再西祉 

の時アはアくてす工。_32uu 1でこのTﾡが天素主ゞ ﾡ書 の旅立 

メ受逮 ﾡ型と武型する ための西定プロット の談定々問訓独にじ 

px<いる。また. 戒江の西ﾡがまﾡプロットガらﾡッ外さるか 

ら必ぎ世処型とほどこさ た粒が利定さて た樹にア表す2 ことは

足 ん ど らい。 ・

H形プコット次Sラングムっ プッ -ブする湯合にはこの円ﾡ旨 

保→の設定に 涙利 であ。覇 数沢 が 円 車 かか 直 務 に 送 のみ,,, 

ごは更さ ロおす必 ﾡがB く コンパスでﾡ量してみる区琴→らし。

この円疲式せSzな ax R教oc) がﾡべてい。力云と戸じなうに 

大も合円形プロット とﾡ合せて 区雨でミ 2 ・ この大S Gプロト用 

に 設圻 ご* た円形野まも. この 円及々再 じ 授ク ことができる 、

さ. 河ﾡさ: 正ﾡさのﾡてこてﾡ下層施生の▽ンプ >グのa 

以ロ活ﾡﾡで実感出独がと ろ 鶏合に 次利 な 亩定猱 率 鹿 改定 カーニャ 

あe。 ,

,) のcro..t 4 S22Yie., Brexd ゲ Reaeaxc& , FozedイS。 ;

Sxo ク iavxcuetwud8 Z&deac& . U、S Pe/ズ '/

Ayc Ccdax /o、→. Pe PP,P;2s. /2→←

ユ ) G-aaer, K M. Raztdew 4awtPインv 1どzAt CcCccfax ルムも イ 

ルレルレ 火 /cdax Caodcruax J&4c Fezeac子 ク; ?4-◇ィケ

p24 Pe
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/・ 釣合のと水に頁令林の消道. ﾡ長量. 消夫ﾡにつ 

し て

Stuxctce. 夕i ad Cxaンt らて 4a2ctccC toncewct-49( 

feccaわ デ H、トッ Azンんwx Meyex

ﾡ合のと*たﾡ令休とは が分のﾡﾡあびﾡわのﾡﾡとﾡ忘し 

gがら君央長忌と、 面ﾡみばﾡﾡ的に次ﾡ域示るﾡかでめる。正 

孝基頼をもつﾡ林は浜姫次ﾡがで Sるか取さ. でミろだろっとﾡえ 

マいる. 劣合のとてた票主みでさ 支長ﾡとﾡ圧況とは釣合っ <お 

り. かくして. このさう □ﾡの永ﾡ可 ﾡにBめ。約合っう 

経営こ・ ﾡさてていBい源主灰で行ったﾡ験ﾡﾡがら. このよっ 

自好、林の画径分析についく、y Bり の認が相ら c<山 る ・ 試験の 

お果 ﾡ区分は迷丁塚型であるCとが示さ・ こと 半対救ケ 

梨#にプーットすると 経分桁の次例が ノﾡに示レてめる。

どろゥパ と いえ»ゴ明が: お 直 径»不 ど もつ 剑合のとガ た林林。 音 

型のミとといた浜ぶ々.ﾡ主みだワで宮く ﾡ方全球は全味 

のﾡ灰の っ に另垓 の ハ、丸无 ホ ヤノト • 大 優の 可ﾡ不ガ ら 口る大配績 

のがﾡでもみらてる。 ノ西に示レてのるﾡでさいつも 指攻曲 療 

メ・ ﾡﾡ友 の各あﾡﾡﾡでﾡら たデー ワー)にのて →え っ て L 乙.

Cのﾡ文は頭初のﾡ分営造&ヌえロレで と武区ﾡで広孫さ s e 

(ズはる長区商で施死してよ い )六波とﾡﾡの百分年のﾡレい営計引 

才云を示すちのでの2。Cの文の目的が・ こっだがらといって 

杯案麻够に保して. 株は矢ﾡに与えらてた床分ﾡ造と雅岩ナ= •\ 

っにBわﾡﾡさらぬといろことと起レているのてはPいJ しか 

し. 号えらてた旅分構ﾡとﾡ椅するために各意優ﾡみし っる函 

とﾡっておゴ. 自初第 に. 号えらてﾡ超任分と、 クわて自☆ 

の送んだものに受るたのに株でS。型が分る。 ノﾡの商根 西 a 

では ○の請は・めるﾡ区のﾡﾡの現次あよび老ヨしい消ェ8 

受の○の正夕立っ。 彼に示すぶつに・こ*ロ・ ごのみ又の入ア汽求 

のﾡ話々 ﾡ生と目的とす み 川 或 ほ 回流M 白 访鱼を樹てる一国 とRろう。

/Y お 合のとてたﾡ 分 テ: ス .北 PuwtoyC &nx のブァーア 

バー ガェデーw がの ぷ圭 ﾡ

B スィ スのべが. C /。 ナ annPaんz。 *の ﾡﾡﾡ低の 

データ

b M な •川 s ccz Cowg の針 ﾡ重亦の ﾡﾡ調質

釣台のとれた異冷/の直径分行

アとawmッet "る"/んまル ス 4alantced KnaLn-&突d 

メezet

*岡ﾡの ﾡがの声区分ﾡい づも・ /四に戻してある迷丁S型 

の午と占2 ﾡ何がめめ。

< とも釣合のと(たﾡﾡまもろ、 っっベも起当B数が ては
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ﾡ的哉代さ畜ﾡのﾡしたかﾡよりも 委 大径介に宮んで 

u 8。

京主ﾡさ・ ※えら*に肩遊を知えﾡいといろﾡﾡでほﾡﾡ分布は 

合っ ているといクものの承大のﾡ横と示すであろっ。 十分うっペ 

ソレた 京生の破端なものとうっべいの分ﾡ□森ﾡの中商:. 

不米区営で死し※のて いる現都ﾡﾡがめる .

よ Petu ?ai& 契認験の Jawvwna8 シリ ーズの鈴※)o 

44sとしてPーバ 手上戸ク巨径委が許さた。

,図に示レてのると遮のﾡ造型→ 一っの将数そ活っている。C 

ゝに示レてあるﾡ経分ﾡさいフズも・ 次の補ﾡﾡ求で示す2とがで 

se。

Y4Y=k. e-^*x*

で

Y4 Y =灰いﾡ径区商αx に 合 る本殺

X =ﾡ角五ﾡ

e =自然対救の蒞

x.& 一A准の有ﾡを表わす洋城

この形のﾡ経分の相ずる 运 良簡 の 亦 数は 优何 歩域 を まp j 

とそ示すにとがでさる。Cれは ﾡﾡ水る貢区高の止のが一定てめ 

②こととEびする。・P3?にフランスのﾡ米家/e Liocowty 

初のく企里 した. この季突さノocwu* の云則ヒしてﾡら. )g 

レばず戸さ"ていe。βの救質は 文ﾡﾡにわにってダ勤す。 

と分った。 /柔にﾡせてめるデータさ みの速バノグゥス*2』 

でタってム8Cとと示している。 ○メこのﾡのﾡはﾡ対的にっ 、 

ぺい孫g 分 の釣合の と*たﾡﾡ分ﾡと賀ﾡののあるこ と が分 っ たJ 

2め 区向の重ﾡﾡに用すると シと巻攻分ﾡ尻校の求んとの 

アﾡは. ヶ径 ©=e4ご5えらる。

与えらxに株分ポ歳が この分ﾡ女で有ﾡづウゥてろ曲ﾡの用 

によく 一政してい®がどクが上のるには・ ギ対求ヶぷぬにア尚i 

区=バる攻とプヒッ ト す水ぜJレ'o
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半対攻ガﾡめにプロットしたﾡ径監列本攻分 eo 

awPeow の研旅ﾡり

のブコ ット さR兵さ /a /wsPa4o 州のﾡぶ担 デー ワ に

2函に示レ てみみ工っに. a ﾡ 波とふろう・ ﾡ牧。E

検の願さと示し メは相対ﾡﾡ分送Xと夫Pす.すSPP 5え

c/ 7の垣に刃して 金の西の天ホ”. 麻分濫兼の後必と木治

与えらてた起 径分 ﾡの4 K(スは?)の 票)に フいては Mッt

・ ;re/eord〜ス がレ < 青 城 し ていと ( * PP→>e-xワ ) 当通せ

" "胸 丁 服故)二 冠星 唐 羽 に 亦故をプ Q ット ー &uc パxで当楽

y にあてはの. デーyにのてはめにﾡがらみとらてた.
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ﾡﾡえる点ﾡ藍の本坂のとし て ﾡと定すばﾡ分でりめ8 ・

○の2っの#ﾡ4 と&ﾡ. & にﾡ意Bﾡﾡがの e。 &の大さB山 

京 宜区のﾡにﾡって 数が昼殺にボする○ととﾡﾡしてい 

るら入 区炉にネ枚の 立取協多 いぶ • 大経入の 区ﾡ的た多 いう 

りも ェーー当り六坂2多くごこるこどが分る.したがって. a 

の大:G占せ &の大さBﾡとﾡ 速が のるでのろう。しメレ の8 
みﾡマド 号とらた2のに対するだの夜とメ弓りでさるこ 

とが6=たが ◇xさ 永枚盗長す呂わろゝっべい灰の翼々ことた 

示してい ネ数ﾡ受のヌ勤は 2立々逆のぶ召の尼坂とぷ政し 

、い今とﾡわろ・ ユ。平2たって西ﾡさ*た み救の公合のと 

た林分ﾡ逆の2と&の起が. /戻に系してゐ②。

翼令政の百ﾡ分アが当て二部の公不頁校の玉列にﾡクとはﾡらな 

しこととﾡ板する必浮がのる。 例えゞ、 A ～ク～& 州!のポ> デロザマ 

ッの原生ルマヌらXた 月起生さ 通玉の大こ必ム*部* 災宙)= 

ぶ。 ﾡ の大所ケにy救の云 氏ﾡが圭 じある令炉のものが 愛 

とらの く し8にのこてあると 愛所でさろ。 小資 経奴の ホバ剣B 
のa この<っ8 ぷ不 可姫ら区ﾡの ポと行βわBガった「のと 

云えさ?。与えられた京相について. 対ﾡする2とその油のﾡ町が 

今 っ <お*日 、 満通のﾡ行につxて • やの希坂の分汝ﾡが所ﾡ< 

ごる. ﾡ評 Pownouia の ブァーカベーガェデー ッメ株Sn 
Bわpe この植の消査によバH A2。ywy ﾡ月ﾡでのﾡ額 

8. ガとでリしは矢8パ. 3表に示レてめ合 経搬P 1 A 
キ分ケともら・ ェーー当り →。～。～。。。Aceズ" てら日ムP 
8Cとが示さだた・ H灯生達が 経営の主日的でめてば. ▼霊ﾡ検 

は・ チーカ ー当り。"。〜。。。#e3 でPゅね ボ合 P ず 
初 の 生 遊)二萤友 が专ガ 沢、が ・ク。～・。。62eイ" の基魚が海当 

でめろ?。 "

式 東や本の2合のとたﾡ令構准にﾡす。げしい桜げはﾡ本の

"M期のらい経凶" "Morgxuetwdt.Xctz2r"をﾡさ* 

いッ 丁 &xx Foccsz / ; 6 - 上ュ ・ / ク-

首必供判の谢務感双宾壁の計岡

CecxピaZuort ダ 2とcc2d %M シtcueac Py oawtズxC2acaeo

ﾡ母が長 するにの 与えうたﾡ合のとた旦区分は星手ヌ»が 

おﾡ*穴※により・承分〒に 自字的に原ぞでささ?・

ﾡ延や株ホバーホtnmg. 与えウれた分示さ ﾡに示しこのる

クに X お マル ろ ウ. 五合にﾡに ﾡ曲線は

→ぐ →

団 ﾡ路求注工にぁき会分アのずX。 特米こっウ評分はこのﾡ会 

分すﾡのろﾡ林ﾡﾡとえするたのに あろ員質さ向、孫ガ忍ば 

店ラル本波:示丁。"
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4 XI 一 Penuイauc州のブ - カバーカェデーッがかの→ っ の 主

ﾡ経Pにうる本令ﾡのグラフに工る浜示 ・ ﾡ月 m

ポ戸赤と西月ﾡのﾡ兵ﾡﾡ ・目台とする

赤ﾡ分 〒
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/ ﾡ区今ﾡ攻YaY=k. e-ax &xの 牧« x と 4合のとXにﾡやの塔造之ガ改っウる字数の

ご営ﾡ 画 冬 Q A ② 2必き翌 m f 2 4一

/ /→、 o.火→ » メ -24 火 - 亠 - i

→ バム・ / → ・> → フ ・ ◇<e 7 ヘ I

3 e.ふ ノ < 2> ・/7 » 力

2 /X .夕 ・ eざ 2/ バ→ ：

今 *o 4s <P 。 → 、く 2/ s i
.

4 へ > /* 、/Q 8 3 !

> 74 ダ イン ク 、2ぷ → ・イ|

8 ケ e ガ 29 、夕 ホ

/ 〜ガ 5 メ ・ノ&ス イに

/o 7 /夕o / 力 "ノ 、ノダe ケ 3 •

/ * ・> / < ・/4e 注 6 1
2 ノッ フ > 、→"/ ノシ ノイ •

ノ 4? ◇づ /o /スタ 、2/ > /ダ

/ /e ヘ • タタ 夕 、 > v 1

チ 一 % ぶム • /eコ 分 Q ；

/ メ / x i 2e 、/ダ→ /4

ク o ノク 心 >ハ 、バ シ& / <
x ノ.一 > ン ノメス ジ ク 、 分 3:

イ / ヘ・j 〃々 ・ $ s * :
#一" < “二 一 /- I - 夕8 、 ゲ ホ

e< c2 /さ バ →タ7 、rヶ / バ7

ダ / s ;
1

ン 、"7 り <

ユ ん上 とふ ス a 、パバ e バ

/ 2 e ? 29 必〃 、 イ > N:

2 バメー タノ
|

ダマ ター ヽ 7o > ハ◇ 1-•- - . "eee.e *****" ・ 「" "wrww" " "w 「wwwmewem"m "mw """ "wパ" ""mwewwew "

o/ No-4 之ﾡ Petッaッッイ ぴartiッ) のブデーカバー カデ.. ノ ずの

■ ■■ 二は

o ノー o z・ ど

Meic Pc&& Sこッrx p kwxAG ッノの

スィス E xu® 8 のトウニーモドー ブの

バ* か
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るﾡg臣の干さ風優求長配に至しいﾡだけ戸にﾡる めろっ。した→て 

ﾡ区次での本文所 だこの旦質活で着初するごのろろし. 派分ﾡにﾡデすら 

に 0• 辺にﾡポとった面ﾡご示してのろ運平又序定ﾡ的が加置にﾡし い 

承攻と互安定ﾡ的に除かねなららいでのろつ。平将五区ゞ民浸 エがら 

この不坂道ヵ・お 重圧百列に 河学にﾡでミあ. やの貞ﾡ彦のネさの 

目今新で受すら○ぼ 深面座今テが収えす®-" し て. 求自分年と戸し 

当き浜及受ﾡがﾡらる ・ 傷く どﾡ単に百分年ﾡﾡ大奨量が郷ら(る .

-桜どするにのに 々百受盾の方ユ民メ受費工g. ﾡﾡ旦区*に対し こ 

包※としてプワットミろとタ定しぶっ。ナﾡアろ エ=C一w*

こ»Cw序#救でめ。. しって成兵ﾡ戸のだり)にB 顕初*の五座 

ド X=Y+エーX+CナY=c+ (xナ/ ) *に省するでのろら。 i 

ラ*=CX一C>/x+/ でd*=4*/(xナ')とP8。 このe初のの 

選経今〒関事 Yイ=ベ©一4*にヘXると 新しい今テ声央 Y4x=ん. 
e-*パピ(x-")4 x/(z+ >が呼らる ・

この式一 新し いE任*任この記g Yご楽pし てさい。今*らてた五ﾡ区 

高4* マの示坂イカ重さこの浸にﾡしいこと がA合 .
c e-eC*-Sイ-2 ・ *ケ→-&e-Sx4*

この差と 号えらてた区政声の 函初の不攻のﾡ今年でぷつと 4txc_ 
ダデパ=今一) 当の年く=(。"T工,) () 

メﾡらXる

そ貞区での平方重ﾡ及天型の支以 ( wでまわさxる )はﾡニ"ェ い »ら 

突所にg 大の流以天でﾡ分ごのる。

ポ年 () = ( eペエ- , > "e (2)

二 でエは・ 消定の負ﾡﾡの 平ヨ五区減兵型であろ ・ 与えらて た西経波内

→ ホ教の救孤呂分幸さ・もっろル ※ 西橘 4eズ- 単 . fcad &at we 

の河 話価の省戸分字と戸じぐのろ。店教型分ﾡ戸求にっ ﾡずxさ 

ﾡﾡ店の方は 資赤)こ や网菽般 マ炎わとるこ と 立法,超すに (ユ)式は 」 

らに湖撃にでS◇. この双我 の江ク m ﾡ示バユス商)に今類こてあバば 

eコ=きしい。したがって. 巨怪震切の 苗猫及要学注,

メ兵字 (o4) =(み 工- , >/・o c)

ご表わビろ .

この洞常○式に り ・ 4Aのと*た進この呉令はの 苫長率が交定- 、 

D 3 t の 娟 函 根お兵国 ガウ 技 虺笳死 思 と座 し 冽 口 成 ﾡ足のﾡがガ店燃 

ﾡご*るtのとして. ﾡろ=株し っ ◇ﾡ福ポ資長ユが郷ウて。. a と ェの

-117-

-円な丁る旭都複ぶ長の挙適が2戻に示し てめる。この素の城 

F透と ﾡに8っ「式に合ほKてハ8初熊 の突 ﾡ的8五※についこ 

,n. 次の2のア 題シア ろあ合につい <列示し てみ◇ッ玉

ま 月えらた回ﾡ暦の光不求ﾡ和受さ"の旦区ﾡに入る炭と - 

Kがわ必てく不攻のﾡに系しいがみ定肝ﾡ兵置の計票のﾡの ・ 

ﾡ撃B公式こ用しﾡけﾡばGらぬ。Nネと合と重怪ﾡへ ﾡ系 す 

めホ次せ建アメ兵屋=N "(シ 「E/)/ (クーノ) 7 

正平X兵字= 9 ( ・エゲ- / >/(ッー)

百攻令 布 戸波とぶ長)- s る*のデxがみ谷テげこ の 式 の 

→ ﾡしく

二 のガ合大のよつ日所ﾡさ江をナてばもつとはっこ ろでめ 

ろ っ • 不と合ひ彦区彦の不救倉加ﾡさやの直質ﾡ内に入っ て < 

»本枚とてく 不投 との差にきしいのでこのよう28ろ。

NFと合工貴質アの公教者郡置せ
= i ・ ( シタ- / ゝ /ターバ- ﾡ? ( ダ />ターバ . 

(m不と合む 宝ﾡﾡえの 注派長ﾡ)-(N ネと合と太の 宣控百え 

の ぶ長最 ゝ

= N が < 夕 /シーバ〕(一ち)

ーー y ( シエ , )

スは 者ﾡ「)=( vエー , ) 。 

こバ日前にﾡのに公でめる ・

お)科 “リ Apr&catcwzo

を う 示 プ ァー ッバー ァ ェデ ・,が林の期狩峯奇ﾡ; - A2gんe 

西ﾡがに 合キxる 应评 PeuuX Vaxda 対 の天 四績の プァ ーカ-ァ

ガ 杯 ほ 沢令孫の一総台のP姫としていろ。考にこのﾡケで

4 こ>か* る 派 ま: 杯)二 つ し <序 Eしく ごの活り めe. 涙主味の 

デだ ﾡする所ﾡによって. ノ ・ Fに このぶっﾡﾡ林の釣Aの

*/ ﾡ保分は しなc&その 則にし た ガク 打 ろ ¥ 次 方 政城 に ﾡ 

とレ てプロット さ(ろ 二と がH あかにごた。
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素 士部ア,tォ/va& M の ブケー ガバーカエデー、リガ加の備祖

; x はﾡ型---____ > ブ以メニのェーー 当 0 功株 クーグら小
Iの 済ﾡ分 〒3 •-ユir中 大

(4ﾡ卜ご・ 4ec % % 4

A →夕/◇ ? か

B → ン 9

C. ふ.>ふv ュ/ 4 ジ

1 P グ→→o " i メ 8
! . = グ>s。 c ダ

→?

火 クンの -2 と

____H_________ →2 s a _ _4P

妖の浜型デークﾡ月 殊 ―

Eど ctg .◇/e ダ
Fezedズ C&が > →← コ

Wox 久”シ /→ © © > * フ

Meac C-
名有旅 ・

- ***-マ ーー・ ゲ*でマ#"

E Co夜 ァe > →。
Foucそccrg ハ ク ○ 4o メ

んvux Cw項 / 纺 *
i _ Me 火oxCあ. _ ____ クジ e _ _______ 4 _______ 4 一
:; x数のy蘇ぶれす
「 一 方 二 ◇○c-"ee o

8 -cv一See * x。 x
|

|____ e___ 2 ・◇e-"。 ©
1-------厶 ■

注 吸の偵でのり 列括彦費ﾡが列の号えらﾡﾡ令に ) 

なり受y すろ。

釣合のと水た』造に戸ケBりのﾡ火のの8ことど今2に" う会 

は ボ地ッレづ、受ら今ものゝエー立一営り対谷と活登保剥の学 

ﾡの止年が義ビ"のe。 大優べの合さ、 4型びワ1ぼへと没ぞ 

大S<gs. ヌ た 庄木 の 词合が大 き ひ の ロ、、'ノガ の 百分率 のズ さ 

い時に主ず8Cとお分った。この審の垮4に日 ユ通りのガニプ」 

えらxe.極ス的に.ッがのﾡ刻市合のﾡいどケヌは立と系がの 

②のに対れ< ビヶ<目 ッの政王しているだヶの王だもめ多。 

単型ほメ 景主系のいろいろらXﾡ段区E長Pでのろっ。親ﾡ 

河部にさり 源注がの場犬西予港"にタピするうとメごWS* 

文素ﾡさ下不にもつ大ﾡ像のッガ所巨 滋におのミ、ッガの翌 

夕汚合の少い所に飛つてボpら8Sのろク。 *のダ な茱'痛の雖 

にッがのﾡポが. ゆスに及立し."ガゅ・ 問び 大 .求「.箱) 

役と8今でめろク。ゞ岸ﾡのッマが» 天バと度ぶナガ合ニヨビ 

深生ﾡの支全Fﾡ影戸期が数みま でc さ ニ,。～h。浮 n 髪殂 し B 

ア xぼららめ・

Lグし校丁ヨのﾡ声だE汚えに西に日・A置～H型のビ水】で 

羽数づワらてる分ﾡ浩は 不ﾡ的にはﾡらロい・ ナ。～ダ百ェーガー 

の床ご内の5えらXた算座費A 理送的感惑段而すなのみ、 気«的 

M生契ﾡの兵い休ﾡに澄さBい。 (I)

A4 9Ay- 西有や 住“―な 対 の =8. • 如E •

Makwwx と才 の*月 みでの ﾡ産のﾡ低で片 . こ の ピ方の系添の 突奈の 

商区分テ *対数方アにブロット するとﾡ紫とB。Cとず示さ

/ . しヶし. エーカー 当りの平均ﾡﾡB ﾡに庄して、 ガB 

リく エーマー当リタン。〜 ノ *。&d ' あるﾡ経択列のこの商 

横 が 表に示し てめろ。

入 中. 大倭木の整韻面分年が 沢生本あよびだ方の全本だに 

の 三ﾡヴラ フに示レてあろ。 大ﾡ木とも っ項=林日も 

りフル：二次挑で 麼粒 を总 のる 務理 がら ジサ 述 x v u る, Lグし、 林 

今は厳 ぐ・局限こらた 研分= ﾡっっ こい2こと 1-系く で 

pろっ。 このことはﾡ今 存のボ振が一定ガ っﾡ定こていゞこと
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と示し こいe・ 削ﾡした=孫のには 太区木の装根が,。 と 

理える もの巨 るガっ なが 票主殊Bく と も ュ4の大経不とも ろ、 

Sガ には4?%のものキのった。

きのら経散のらpている海が日. 承生灰の該ﾡとやのﾡヶの 

クっペ い回系B通小ﾡﾡﾡの懇都級との中声にのる言的とする 正 

挙ﾡポとレた8ざらららいと阪定してぶがろろ。ﾡﾡメェーカ ー 

リ っク"一 上“〃 4e→ の=次ﾡは た々すく見っる こ とができ 

る。 ブテー カバーカ エデー がが. エー カ -当り 2 ooe-oce 

メxズ の9合のとてた平面伊と推するCとは. ﾡナに可ﾡでの 

ろづ。 二xB 戸ア"のだの主産にあする 新ﾡさ受わでみろっ 

パ レア 初ヤル 量 の 用村 た 支 差 する に 巨 ・ ェ- ァ -当り 3voe - 。. 

"m分 の話がです今でのあろろ. 漫営の英ず面グら更ビ この 央:ジ 

司ﾡら*司績のﾡ回の必いこ とは声題で8い。 国ﾡがの突ﾡが日 

このざ力のﾡ有系と同じくエー7一当り ユ。dタレク加え, の 

受は言ポたがおり 下う っ こいろ.

夏グP ェーカー当り→。。。～〜。。ofeズ→ の正#葛がの時に 

H. ホ ナ.：X 性求の迂死ぬ. 高 殖の 工派に し、 とさ に 口 :。: 

一 平ヨﾡﾡて→ チ:ム。;*. あいとさにせよ:wo: と/./. 

2 と バ 今 ・ 2 み今 の消ル西う. 盗ﾡのﾡにり このうﾡﾡ 

質ﾡ引のﾡが分ﾡは予為がら均 すo。$ad→ ﾡ求の差のあみ エーの一 

当の西相と西殊づワろことがでミつ この3っの湧造型 対対 

ナろ原救ﾡの良は。 *ィ*x 4 ^ ごのo. 与えらた座 

为 長 量 みえさ 手当り α2ewで は っ型のﾡ点減長季はグ 〃/ .、-. 

我 とるるぐあろク“ もろろん. 平区兵更 ﾡ経形で気り

注型1 才ってもﾡﾡるであろろ。 ごにもかゝわウ 昼雇 メ 

小する 百区分府すちっ エー立 - 当 の ﾡﾡがﾡ7に ・い 時浦

ﾡポの止吸他に多いが消型より 自い ﾡ区商列材ﾡぶ兵ﾡ 〒 

テ こ と証が であろ っ。

4 表 イe〜 人と"りイcie の従全木2故衣み長定の
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互年

エーカぢリ
不 炎

比
②

平构直建長 ﾡ 工
今 ボ 雁木当り*

材 名

ニーカー当り ニーフーゴi・ 
担ち 
う会ﾡ

< 勿” クラ oプs4 〃支 ・ ダ 膏

a ze -.◇シ クノつ ケ /号 々/

/P つフジ /ク< ◇./く クョ2 々/ ク

/2 フテ /タノ ◇ノケ2 ラ 究タク クフ <字

/ ラク /・ フ-2 ◇/ケ5 テノ /分え 夕/ 2

% /ジ / ぷ < っ

/a ノク /フカ イノクル →イク ユタ

フe ララ -ンノマ ク4 タク ラ ・/ /5

- ノ•ヌQ クノジコ Sク 勿 ル / /

コ 2つ4 ◇・/dお <. // タフ

っ< ./24 d. ペP 夕 e.3

◇グ 2-22 22

～ca ee <z < ← ◇.

ク タノ

ご________________

相跡ろマィー 名店○本の 永氏の "一 の T 」勻 ﾡ.は 

キ ト女方』々"-教さプロッ ト ナハ はと ごれる. -タ 

にあては めた産認は 比 玄の 平均恒そ示 すさわろ っ

ア 2衣 神 入

二 れ は 公ﾡ和 6 -ﾡに した場合の単木当り 2 P 会 . 

エ-カ -当り年 材べ林 会で央味にみら を たエーカ 

り②統ヒﾡ内 ポとﾡじに aよら に ﾡ足 こ2

ミ
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注Ve- カヤル炭^ での 本林西変

を e メク・んue M の林杯調各失ﾡを状供 ニれたことにっい 二

林*ぶ傘ﾡﾡ長 レム ルPe2 と や 宮 C.A. e:c#.っと 氏 

ぶﾡる. 竹に&.24/,zddには文A2求さしていただい月 

ノみに示しそある p・ M 5 Cezn4- の 今 林西ﾡー ク •

A部林末シア②WA Dvot 氏 0耳意 によるもの で ある.

M & タ乙. クシ ◇エーカー②冬 済林 にわたる イer ノペmだえ. M の 

永 林 資では. とノノ #eex J のエーカー=ク 平 考杯が示されに 

(札ﾡ木は合ま れてい欠い ) 祈ク、二②許み均ﾡを重ら 

ヒよッ ニれ以上ﾡレこはならない 受するに・ 然々に増させる 

べこである. し たクっ て 現在の 能本字さ 4村 す◇には. 麻二 との 

イ又の段杯か こさる でちうろうかとい う糸ら が起る しかし 及株 

さ 3 相ち本。一eは,花ﾡクつに失わ々くちっ ゥ メネに 

乙径尚お テ*分ヤ と ・ 単木さ り 2 千均宮径ぶ長 受べレこ た' 

こoデー タ さ 所いれ は'. 左9に . ﾡ左落列②宅救ぶ浜 宇なパミ 

ささる ニク成长半耳. 4貴径商では火メうるとなる=とがク^ 

る. 二れ は 3◇グv 互狂 ②4クはて , 羽則 ﾡ に 地加 していと 

テ、小ﾡ名際(今クゝ上の全林かに2いては. ﾡ求ぶ長キ +ゲア 

なわち ・ エークー当 3フケチ* に与しい. 植菌 本 長 姫 は 

選や ○も衣2 的殯長 登 く 花ﾡ 合む )に ﾡ 入み受 さ ク ス だ* 

にﾡ しいか ・ 今 ダ , は次②+らに 分ゃ

ﾡ初の本のﾡ致量 -- S 

な界 みﾡセ- -・・ . .

盗夜量 < 今当 ゥ)- - • •- ラ*々

ジ<

ﾡ及長 早から, 推 お 死長 を 5] 内 は. 求し在 o ﾡ科がみら 5 ・

众足し て, 松採可施の 材供が奔られる 現在協谷を期あ橘 * 

初させるには 年 量 を血査ﾡす少ほがちろ今.

あ械貳S 贵対材祺以 我 垂 Yetcmze c22-ae- 2<02<o

2cなcペue-

瓦笼厳 用 ② ﾡﾡふ役ﾡのﾡ公女は . 近 要を 肉限を 水 し」
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るか. そ②差会は.でらく以高に はえ今に祝:れて いなかった. 

とアわれろ. ォーに夕合②とれた林○梅を偵ぶ長を,スは係ﾡ 

$*水武 ﾡは ・ 羽ら久に平ち支を A長 ざけでキく, 現在 の 支 

径か布の型としﾡ係がらる. タ1え. ス表は・ そ五猛本長をさ 

クニ ノン ヒレこ・ か布係*み ゲノ。に今しい合には. キ我 

*はラに神しくなるが, ノケ2のすては. /となるでらろう 

ニとさ示している. 各柄 o ﾡ系円 る は ・ 林。エーカーちり千 

ﾡﾡ行日. いづの場合も円じるらろっ しかしを役の百かキ 

で衣わ レた枚後受と 月じく総 水ﾡ量 は所らかに左って く そるちろ

公*く 9 -ノ ) ノoe て受え られる き衣つ 今己ﾡで衣わ したﾡ 

葫 ﾡ 長量 は . 午* 産佳 お長受 に ・ほ 4 レている ・ 大ネ* 

ぬAのとれに査径分布eもっ系令林では 予均ﾡ径メﾡﾡに 一 

報F造径と*に方する ニれは, その互径"ﾡ不み目分で 

表 わ = れる . 支えられ月 ﾡ並 ま 疚 え ず に,各任 商 で 代株 さ=る 

卜水量 査○ﾡにより:とそﾡしこいさ 入&径

o ﾡでは小盗区階の 材ﾡ よりるい ベ杯キク っS

字 木当い o 片検球長 平が , 近程 ○すに フ 北ﾡるにもかかわら 

こ九はエしい したって."ﾡ河や浜長。み指杯として

②おみ非さ. *林会休にっいて社十ﾡしこし。その他確に に祖向木 

*ﾡな統の 姓•营 さ行っこ , 次 に水後 て=で分ちる乙

4 階②#木 ろ人長量 てはさ<. そろ 支店 ② 芝有あ長 でおる. 

営科み ﾡ今キで ネわ=#た =ゥ ,欖が长逆 ニミ ・相対 や4全店 

のmxとして , 次たし 交けル4らとしのでち。 長キ と著ス

0 率 3 次わレ だ络稅成長量の相把ば 一 人ewe24<eo 
夕で. はっさりる 4- から32一 を径店に星する 

マI ・平均行A氏量まグ.さ*かと2ク%に上。か 材ﾡみ長キ 

はィ ろ%かめノメに少づそ

A区平は, 彼用 したル支単彼によっこ欠るが。 皇任Nあ○はﾡ 

ル 浜ﾡは. 刑いた ﾡ定単ﾡ と 内係4 < 同じでふと, 権枯え・
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疑,コ： き本玄云量さ末めるたや 質ﾡ在渉衣ぶ承量からﾡし多 

<二とケるさる. このことは 各を枠ﾡ②ﾡホの材本な役量会 

ウ 合に→不可ﾡさ ろる.

今ータ-全さちしこおくが, ニニでﾡじてい2内係は. 少くと

全ち • 炉 に炎令林の合い ② と た 神物」に 適用 される も○て 

個々。戸令林には造京 され今い. *後ﾡやﾡ芝の年点な2 と 

二九は 林のたク をみ価 し , 尿咏依彼 ○基税と 4 a 株か = 

数後る 名 ・ 現可ﾡ ? 水後登を定 るために, 方方 しなは 2： 
はな e と ・ 合赤株② *後長 でちろ. 冬営 ごれて oa 氏令株。 名 社 

ろ本 差型 ニっいこ , こらに多く○奇 料ろ 中月て ささにﾡれビ 

ﾡ 大水後番 と承ら2理球約 水を さ お げろ。本林ﾡﾡ入次ォ = 六 = 

でさっ上うにをる ・ 林分ﾡﾡが平 消名 ス反に月上 同 す恐得 = 

d う 現径よ <知られてい 5 い 内ﾡが用泳 これるよらにる.

く ﾡ、足イニ 夫 訳)
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/2 味ﾡ戻とﾡ

ハ令 ・oへ 
C6バベベババ

" \\oパ*へ 
\$®$$かSベパG ミ

どーeっ一 & SとCと 

シ wHナ °fex ゲ H C%ef マc4と

アcueそ

mkn N' s\Dom 
%$べいバ

\\、n ・\ 、 hb 
ベSミド66

疎 法 及 ( P-〜一2 )

O\o\ゝ\ N'h\ 
o\$sゃぶ ミベドぶベ

o\ 认\、6 い\\。 \ 
お ・ドsssoベベ

ヘ2> 0、、% 
いいos

\'1ゥ\

\o 
ゃいい "い

へ 3 7aX" o so 
\ヘ\ ・9o・9 も Cいへ\\ 
\ ヾ \ベ \\\\ \

ﾡ武友 の沢炭 ^1-c2a..〜uce f どc〜u.こt
単位曲ﾡ当 りの材積およ び氏多は いんも 林ネボ 利 用寸る 

ﾡのﾡ合 すなかち林禽松皮によ りや学-代る. 息位底の版念 

は 四 ら ハ でおりスﾡ ・ であるが. *のた本およ び知 定. は 次 してﾡ

でない. ホか気及に知するﾡ量はタ々あるが. *の 八及 を会

i わとたしのはない。さゥに -ﾡに用ハらていろ味えの

A 向のﾡ係が は さ りヒ ﾡ解 = て いる とはらない。

ﾡ ほタは 祀対的な数ヌ は相対ﾡα攻で込わす とがぐさろ ・ 

赤永よの祀対ﾡ沢夕は .の林か内係なく、その林公力、ら、直接

る ・とがでとょ力 。 すなpち エーカ ー当り許m積は.五積

认づく林 公按启 を次わ 3. 絶対的沢尽でめる。 相対が歌※及は. 

ゆi ス t基牛公戻に対才るものである。 才ばわち 、 ﾡぶﾡとﾡ 

かカ れる 類以 の 林分 の 画面. 検 の»。％ をもつ 林 みほ 商面ﾡをさF

“ ネﾡ s2% 公と ハわろ。工ﾡも ﾡの担京法に ついて 

の…；マ川 相計ﾡﾡ度ﾡの本ﾡごある。

は央友 の理内な八夕 は 消 ¥か各 概的 なしのてα け は な う 

a ・々べ林ネによる林地の利 ﾡ理入 &測た と よ とハ ウ限り

•; ハく 以底及 のパ及 ば 林か0持せ、 林分、迫也 に殆んど慙 

q 保 な もの で なけれ ホ なら はい。

¥ 位面や当 り。 お狼が 長い、泊ﾡ ※及 の入Aと して用いらnて ・ 

に- ﾡのﾡはﾡゆでたかせよをいっているが ﾡﾡ測定でさ

NZの期/た値 -本に半木 の迫ﾡとおﾡか ら走 L なけれな
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ばい・ しかし 材ﾡを用いた呼の永スは 休分方よび 

かのお性さ に地位とﾡ岐なﾡがらる からである。

材損なアﾡ登社走の深 孫及ﾡの人としてﾡいは. 沐分と 

逆位も 独 タﾡ とﾡえねはな らない。ﾡﾡを塾にL材 検を椎た 

するﾡ合には もちろん 材検*のものはﾡよの尺良とはなら 

ない。

草位面破当 りのネなし ス珠民及雅走用 のペ ラメータ ー とLて 

愛々ﾡいらている。 ネ軟はﾡﾡかっる場3Cボめ力れる H

の場合と目じく 立地の利ﾡ友と司じく 林か地位し相ﾡべわ 

ろ。 >りにネﾡはみﾡ及 に予響せすにか & り矢化するてあろ力. 

あるモ$きのかか 戸令 日ﾡ心のMの林分の攻ﾡにおょび 

エーカー営 ネなを uつゝヒもある。ﾡの数は 次新おの疎ﾡ 

反の八及Yして-の ﾡ幼 玄とりていが エーカー当り の厶ホ 

は 他.の安ﾡとﾡ合せて 之へかのﾡﾡ友を衣わす地合にのみ 

用>ベ ・ である。 したべって ネﾡと平均径ヒをﾡAせ生 & 

(m ら Aか及ﾡ女 ) 口沐办 製及 のﾡしいアタである。 ス ャ木,, 

炭浜ﾡﾡを計ﾡでさるには」 当ベ 永ネﾡに林分ﾡ及のy 

に念る。 のこ ヒについては 次 に 詳し く説師する。

味ﾡ炭 の坪ﾡにネ殺を 呼す2 -とにっ いて ことeっt(ノワルく ) 

はのようにじている。 すはわち 与えられた味ﾡﾡに 

は 単立面ﾡ光りの理ﾡが立木ネ数は、ﾡ位にﾡ係uく かさ 

の平オの一足ﾡなでなけばならない。ﾡに G-cv.oxたcatcy : 

scん令 (ァン8)は 会本数に 対するﾡネと4※券才の引合= 

よる疎夕及のぶ準を略示し て いろ・

a 乱秋 BcoeC aucQ . ・,

及協単で液もなく 問 いらて ・る味区及 のスタ はEf品映" 

Wあ位ﾡでxられた林分の状許面ﾡでわる.. *の計ゅヶ法) 

て は 既 /*で以明 した. 尚ギか つ 裂喚的 にられる ので 

凍ﾡの八皮 #に林かの正常状ﾡの尺ﾡとしてさくからHt
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れて会た。 (Scんuo.cんu./夕a84) 林分材積ビはXなり. 

ゝのﾡは 用Lた材ﾡな. YXの対長 たに彩9さない.

新面瑣 は切令のヒとは 足ﾡに逃大し. をろに性って演ハし 

ﾡ林かてはほは- たにばる。 テえ られ上司系にﾡ書積を浜ﾡす 

るﾡ力は、 羽ﾡでかなり差い>らにﾡろ程及ま ぐ光位に っても 

違う ・

しかしヌえ られた地位. 林令 の林かに炭ﾡ Lてハる 今えられた 

勝粒ヒっいては. 許面積は. 林の利刑友の正ﾡ区凡戻でつり 

Mの砕ﾡ友 の八及を光ﾡする基学 として 用い る : とがで会よう・

3 林かﾡ及池攻 5 tontd - cd&nuoとるォ どc

前面ﾡはか会の味ﾡ及 の為ﾡとのるが * の 合計 バタ 装 の 

小俊ネに る の か 少※ の※ﾡによるものか示さない。>の

板は曲渋をズクニっの分にかけ2 -と<よっ てぶれる。 

ハ)ず面積当りの力へ波 a)平 yザ 面 まを為•つ木の遺屋 • ネネ 

us ム 坎局バ •収 R * の 巒! , 上用 、ﾡ\芝のデー 9の&々5祖 

=つハて計したﾡ沢 Eじ頃ゝか 減大き検の映みとためるの 

<次える 2 とを発見し た・

- のﾡさ は参ちﾡ株 -JPSuctce c.ue ヒtnれ. ヌの公 

で参わさ た ・

-4cみ-- - ～4○ e と+た

ニ : て 一はエーカ ー当 ・)木本枚 pは平ﾡ面称をポっネの 

n メは功優にっ てタるた救て"る。

R3山。、定悬した 休か振ダ数 泉方出がP-22 

よと夕わるてめっれる こ吐。i のネのネ女でみろ。>の 

はメのﾡで次まる。 例えは メーム2。 P=/。Yすは 

ょ方 ヶﾡベ次のよう になろ ・

-2cみ イ-一 0 4。3 (ィcc2 >計 .4°☆

4 学 = .2°2
ﾡもﾡ杯て次わさる立ﾡノeとt のネのネ女はoeoで ニ化
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が 二の特走曲ﾡに対すろ かﾡ及花女である。

ごのよ うな林かの林分汝戻指女も - の 岩為 油 激から 沃足 で と 

」う。えば 平ﾡ良径ォi でエーカ-きりネ数ベス。ネの 

林分では メはあ程式に代へするゝ とによっス 赤められる。

48 /夕2 =- 42よ -8ea バタ十た

ス,◇フ? =- 4○5ノっ4十冷

た = 3.ク46

家才程式のDヒ。をへれ そに新ら しく バカた頂を入れれな、

か及人花ﾡべギまる。 *の値は A3。である.

-の夕っの該は 帆宜ユー*にして.一微の塚作で ヌの力

程式から林かﾡﾡおなをおのる と とがでゝる .

-み SDI- -4e み イ 十 ノ4°5 -«とa P -44○5 

注 ゝのう程式の誘ﾡはのヒおり である。A本ﾡ程式 

«eみ イ=ー イ425 05 フ+た

しかし P=/。即ち-2eフニノ。。○のﾡには イは

SDIにしい。

-«ea SPI =-425(/22○)+& 

故

)メそ< -4ea SDl 十ノと2今 

の式のメに ○式のと辺を代入すれは. ﾡしい式がほら九

ろ ・

分伝良花女はﾡ並必んにﾡいられていと

' のま ヌ の形で クuedoa (クムs ノタ〃" ノクレ7とノィレ?) 

は床糸及の翼さる収ﾡ次のﾡ製に刑いた。二 の一根 的概处 は ヘ 

方也祭を手えにあるテータかららたにツする兆合にも用いら 

れ・ 染旅べは抱対的なよ心しろ相対な八てなわ、れる。» 

え ば /ac K〜ux と Cfoン&c. (/ク3) は正ﾡﾡの 

一そ-f6oピス Piue のデー ? にフいて . ﾡ小二ﾡ去でな方出共さ 

計ﾡし. ズのヶ程式をげた、

ん/=ー ノフク7 一2o2 フ十 ./$88
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ﾡ相ﾡ係女は o.94で 定協の杯半浜とはっ%てあった。

・ と一 て 2712 と S c&u (/クジ7) は -4ef&o.&e Pと。 

の関足半地につ いハて. エーカー当リ立ネ本なヒ平ヒの次

内時による 女化をブロ ッ ト ごとに回にそわしp ット 別 n»治

*をぼた。か考式を平均して 次の一つの恭港 武を 懐た。

一と8 N --ノ4○3 -8 Pキ .275

ハ％ 刮幄とし て 平均欧/を より むしろﾡ大のﾡ盗よを用

o 天ビイu.-&c の才法と対V均に 各 プロット の次思及 は

・の平 友 の台分率として示さたていろ。 ・れに次係のあるヶ 

w/_o1ux. (ノタ,)がﾡいたものて 彼は料を林京

一 当 り 立本 攻と目じ 平宣性を しっ* の地方 の平ﾡネ

・ か幸 でなわ L た ﾡ係ヒ して相対角 疎ﾡ及をﾡよしていろ。

7 今 :* 夕 花 な -2ズaっd cどnoと し..xが 休か及 o 

八 べとしては許和ﾡより桜報である、こは皇ぐ理所で生る。 した

て 林 公女農出水 の 探 用 にえた C て、* が町印 ポ」りﾡれ

沢夕 て pるかど力 かと決のねはなない し・ ニ の八及 の日a

E * ② 叫 る サがあ ろ

今*.今指もの王 3利キ,. 逆 林Aにﾡ係のない、位

"の 入戻 くaこと でna ・ Rとu&e はカ リフ ォル=の米

w<e ンン -d P のﾡた様半地のデー ア - につい

< ・令 ﾡ島 ネ攻歩合向のも称相向を研べた。

えごル走なよりかI み令と妙ネの#あとをいと。とt

• ～花りには ス並当な型地品本也択のや半を»けろと

7, 2 ハらでP。, 3ﾡﾡの1相灯係女は** o.ク/

?* 。～クであた。 入とレ ス人 は 「 令 ス は位立と

/ ウた平血に対1るエーカ ー 当 リ 0 九木本教との 向に は

如7;Pてゝるﾡの相はない. さらに「ネ太え を

ハ< と»に仙々のかの万様なが比ﾡでさるように A#

- て\ぶ- 平ﾡﾡ区曲様を依用 るの がす会である 」と*し
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>に肉止してRcと.c & が充衣じとつのﾡ相次係数の 

キーワ な -微にﾡいらていろ . t状たを1ると為冬でか り

は今少して月意になるから. ゝれらつ総為をも少ししく検 

する- とはﾡﾡがあ ると活われる- このため Qxウ,Ma.Autot 
ガにあるしS山林ﾡの べイ マ リ 試験地の ず料で用いて、林分 
猛気ﾡ秋、 お今、 地位同のﾡ係をﾡ定した。 これらをﾡんだのは 
スの2つの理由からであ ろ。
ャ/の理は、これは X.ンuん。 の基ﾡ文にいらﾡ料の中込 

大のもので のかが也ﾡにも っともﾡく はて はまっていたから 

でかろ・ ノA。 空宙ほ. ロじデーターが >の研の他のﾡ内で 

用いらているからである。 このテストでゝのデーターを用いa 

-とにより >の界ﾡの次性が送した.

テス トと行っ た 8o ﾡの工#X 秋友 ◇ベイ マ ・の禄半光では.

令と林か左戻ﾡ女の相ﾡ係女はの。4/ で. t検起によるとﾡ

め て 有 急 であった. ( Sodcceu .クx4>ﾡ位為求は林かぶ 

次と相芝なﾡﾡはなかったが.林A 地位ﾡ攻. 林か及池太 

の劇保数はの3っ4 で破のて為ﾡであった。 分ﾡ及やゃ: 

・の過合ヒは妹人とはっ会 ・ L たﾡ保があるが x位為験Y はヘ 

り声係べさく. その相闵保衰氏 弊r面ﾡと林令および地に対ず 

るものより送かに小さかった (*れ*のっa) o.ssa て» 

る )

林かﾡ及お枚が林Aに独込てあれは、 Eﾡる承以のﾡ定消 

の林か丞花次は ﾡのﾡ遺に高保な く 一ﾡである> とが湖付

よう.すなわウ エーカ ー当 りの立木ネぶを正ﾡるﾡの関定" 

地の平カネ ○怪に対 し て 対なぁ 取松にプp 卜すれ は * の 

料 は Rcuc&e の執志歯ﾡにしたがって一/4。よ となろう 

0-ea ・ と wa.化tみズx のベイ マ ッのロ起様半ﾡに 
この検たが行なわれた。 ゝのﾡ#火ははする。成我ー相" の； 

充に用いたものである。*のでは プロット したが 

にく 大ﾡかではﾡさは 二 の色 で示 される もの より ゆる バ、 

て、 二=の ﾡ合 とは尽であ った。
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したがって 林◆投及場数は々 と※ヒにﾡろが t の姿化は前町 

検ほごではないと結ぬたれよ ・ ﾡさが空論ﾡにﾡ添科の裸導 

x向でヤにﾡせっていろベ マ ・ の画た様準ﾡのﾡ件ヒよれは

か法ﾡﾡは ﾡﾡNのやヘ外の西3によっマも夕る。盗品 

因3* 林か神逆の秒響も可能ﾡがあるものとしてにﾡておか 

ねはならないが. >れらのﾡすにはかくそも ※位にﾡするもの 

が合ま ている、ベイマ "夏た株半地2ついて プロ ット しと. ネ 

取ー立屋 の阕像又 Rouc&e のかぢ也林のﾡさ-〜4。s ゼ 

まのた求で一ﾡではな く. むしっ林かでﾡるﾡの平ﾡ過であるゝ 

とを 示している。林金提 友将欢 は页父 の許>れ力いﾡ係ではaく 

ッなの 林かの 平ﾡと方えるべさ平的劇保にすざす. ﾡ々の ﾡA 

てはみべ致であるゝとと このことは気している。

か及炭為女の注策は営記ﾡとの剤係を 評竹すれはも っとよ 

くﾡ所ミる. 林かﾡ及ﾡの公式はに示 しと。このヶﾡ式に 

ネ数に対する 林み ﾡ武Y平前品秩をしつ水の1ほとの泊のﾡ 

n Fち

/83 :24=B

a 入るヒ ネ枚 は州 ふでさる。

ゝこでヘはエーカーきネ表.8はエーカー当前動積 ゝは 

• 木の負径でみる . みっの»径式&相合せれは ﾡ司検ヒ平ﾡ 

ネの迫 出で表わした か放 及老なの式が月 る ・

、厶" SDI=248 + -4ea と-◇ゞ?テ ーe& P

の公式«ら かニタ場 ﾡ はまみ夕 らないﾡり 値. 授曲® ﾡ 

. フ てタ化するゝ とがかる でかみ»。 とか し平均ﾡﾡか増せは 

・ の 特求前面ﾡと比ﾡし て林か及次は小 >くはる、林んな友 

なが断画快 どには休Aによって安しないﾡ也を淡ﾡして い 

みのは 平ﾡ区の 対なが Aの花系を神っ て いる ことである。点 

今かア長すれは. ェ- 力 -当 りa穴、 P均 &座は央に大 

のっ ○送加 a 林かﾡ及 ﾡﾡ式 で互に 平ﾡを保。
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し とゲっ て 林分ﾡ及ﾡ救は 味ﾡ及の女当女凡及であろ。 このﾡ 

は林令お」び地位とヒいにﾡ化するべ. 前通預ほごではgい. 、

は弥香検よりな祖力らせでみり -定のﾡでなく 与え られた林 

今 に週用 でさたり. てさなか ったりオる 平ﾡ的林か戸係 の 过以価 

にすさないのがス来である。 ﾡ対ﾡ休公あ及坂、 ﾡ対的林か 

及糸 型秋は ﾡﾡにﾡ係のあるでみる, 入の場合.い 

づしたかみ林細互に以並っ. 例と して. 扶み材療 * 程式 で 用 い 

ウれた 28個の -c4 2ce - -8o.eaawt fiu 爍潭 地)ニっ い

3ﾡのみ宏友のペラメーターが専されたく ・年ゝ 々。と.&。 

の絶対ﾡ分ﾡ及布糸 ヒW.2oズv&z0相対的林か公及為表は 

あハ相刻の力る断配秋に対して きﾡヒしてロット*

っのﾡはいも か快える とが示ゅされた。

宗及及 の沢及を主として刑いるのは ・ ﾡ予測の場合である示 

ら 林か及及為 救 と 内raポがご の理友工ーカ -当 ・) のWﾡ税次ﾡ 

番 とﾡ係があるかをとﾡ してみると書ちい。 Pacckcc .x*ん....o.x 

の～A マ "の函ﾡ半地でヒっと zo個のノテ平の京A期向

て 休かﾡ友ﾡ女と許動ﾡぶ長ﾡとのﾡﾡ係本は-。っク, ( 

あった・ SDIか らた し た 浜 番 o 際ポ 誤 4 ム.,4 町ち 

ﾡ次ﾡのよ%てあった. ﾡ 丞戻 の尺灰ととて許面ﾡだけを 南 

いた時には 福用係取ほークタ。厶 採#燥ﾡは 9.子。 平カぶ長 

限 の 3とでかった・ Fﾡに w. H /.ce (,ク:s) a 

アetc_cucec Ric にっいて 断「ﾡ秋はかぶ及枚よリ 

Pct3 材検との相口のあのよいゝと名ﾡ又した。mらかに w 

ﾡは林分気ﾡ砲坂よ りも次長予ポこはすぐてハる。

断面根 は 同 軍に測足 で A る の で 大なのﾡ合林か放及数 a 

経皮と酒足 のゆく り oてp り 林分放反指数加边.以内 4 世« ゅ る 

のに対して -ﾡﾡでわるので 味及戻の凡ﾡとしてはﾡれて 

ろ・ 内T動ﾡと林令およびﾡヒのﾡにめる大全なﾡﾡは」 かH 

ﾡで ﾡβﾡの者走に*れをﾡいて し予ﾡはない。
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" ア育全内 G-ouca -Rcc

木 のお有する平面 痕か'次足 できれ ば. 林ネ cよる 林光 の と 

ﾡ友は ﾡ々の木を合せたものでお神さる制合を次Yは煮» 

ろ 二とがで=2。 ネが5 ﾡする水平面の恐も明ﾡな沢&はﾡ 

西の 氷平面 族である。 したがっス うつべいﾡ用ち耕に放度 

る休地の召かやは 地位利刑したがって林かﾡ戻の塾当な尺ﾡと 

なろう。比にノタ?耳に4-oんc は この方えをﾡ+多よによる 

林か材積たの基愛とした。 (ノタキ)

ﾡ度の凡夕としてのうつぺい夕の次甲には ﾡ千のﾡえがあ 

%。 オノにうつべい及をﾡﾡかつ正確にﾡたする手ががﾡな い 

(ﾡ)力っ戻は Tﾡ預* の他の林か食友 の八戻 とAり 相ﾡが

［ないよ 4である。 (/◇ﾡ)例えは Scau-Hat(夕«o 

/acた Ptc のエーカ -当 リ本救とう っべい夕には内の ない 

ゝとをﾡ兄した。カ3ヒ ¥木にﾡな炭ﾡﾡﾡの大、*を»

◇のにタく の合

は さくから 

血 うで暴め»れてい 

水 ﾡめ とﾡ格に 内係 

さる よう cなっ

ﾡのおラめる狂所であ って ・ ﾡ分声ではない, 

ﾡ料がﾡﾡ積林かとﾡペ Lていuい#紀ﾡ 

た。司様αﾡ係は 林ﾡの主ﾡがが土なのゃ 

していろ えﾡでもぶ立すろゝ と がスわ ヒ 潔 

と。

ネにﾡと "
ノ "々を赤。

か axoc&cc(

•:役空向の决盘ヌば列定か、贿しい ためじ. ﾡ次ﾡ 
向がある , そ こ で央者ﾡの立木" オドラ-卜

夕〜cuて では co。ーカー* のと南

たヤ '.ね さりのーネの 木が なをずるこ とは,ポ未*の 林北

・か林に よって 完会に刊F モ れる と との証明となろ。立木 7 オ N 

卜は総めてﾡ問である、と が立証さ れてガり. >れから* 

検の ﾡ戻 は尚平にぬの求 S戻 の尺とﾡびっけろ、と

• (さる。例えば w.eeマueu (/ラ〜。) は曲 あ才 wメとaz ァu」 

ワ ス7ィドラートネ攻の8%と雑めの番とのNべを示し、Sp..

夕®) クジ8平に一e〜一 E〜みPedoハ-ン次の央新

=フいて Fﾡな研ﾡを行っ た・?ポドラードネ教は #かかな覆
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表のと比校できる手令に注しておれば、ﾡホの本数張及 と戸保 

さすこともでとる。 この二Yは Stoo』e。 がベ4マ"について 

拓った。 (ノク4?)

しかし ﾡ者の後ﾡを迅ざた森林では. ﾡ長ﾡ向をたかヒ利用す 

る正は 本称ﾡ友のス点より大会く才る宴がある。ﾡﾡ々ﾡ科 

狂向は商ずに は測ﾡ: 茨たすることはでゝtい。L たがっ て • 述 

金か7工確 こえ ろ剥定値を 刊用して. スタをﾡ及 させろ 事が 

ある。:ﾡをﾡがﾡえらる,雑 ﾡ幹道ﾡを灰ﾡﾡﾡo 

沢及 ととて C-んンzau、 S cんuac&oa (/タム o ) ・Coxw 

( ノタジ3。 >か休ボ1 て下切していろ。

Scんtac のう去は 林木 がと有する面ﾡは dbた 

とaス のあﾡ糸て 刻係けられるといっ仮左にﾡづいて いる・ 

/ジ3ﾡの 一2o4-8o24x ァ の正学高殺のプロ ッ トにっハ で 

cんmonu と Scんcac&v .はスのﾡ係をﾡムした ・

Y - oouso+oe44 * こ P +o.の2と7こD^

ゝ-< Ya ン2 &cua でみした 林木 -ﾡ検比町ち下ﾡﾡ向 

で. Dはﾡあ並ほでみろ。 CexはSccd&.eax oPoudotsxa 

Pu につ いて 口株なﾡ係を ﾡし た・

ネなﾡﾡに#木のベﾡ会向のﾡ計でうた>れるから エ-カー 

きッ を 基準たすお空間 百 か申 はxの一桜式で衣 pせ る .

木 -ﾡ慎比= &N+ bこP+ cこワ

--でNはエーカ -当リ ネ太 工Dはﾡ« の径の和 こらロﾡ 

ほの力 祀

S cんxmuacAu の 林木 -品ﾡ止のれていろ次は 翼令 粮 

林に対しても尚#に利Wで・る 諫演点 •/.•R及 を 少えることてわる- 

二の公式はしく 糸さ E んいの様半地デー ヲ ーに?ハて 

ﾡけろ・例えは あらやるﾡﾡをもつ »a2Wの林かで測定さ 

た 48個の - uce - -&aeoapt ポ のﾡ 単 地- . i G 卜 

分材 欖 式で 用 い ら た に ついてホ ハ n 、虫たよ ・)次ずセ '

N=っな+の0aこD十 ○.ooッ8今こ Da
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ﾡ相ﾡ保本はの.?で Nのた値のﾡ半ﾡとは? ﾡち平 

の 5%でか った。百じデーヌ cっいて . か該及指糸の ﾡ係 

は久刑でゝなかった。 平9ﾡ怪の対なとネ女の対坂の相賀象は 

ﾡか o.ooa3 で. 者夫でなか った。

かﾡﾡﾡと閉株 林ネ-面積比は四 らかに林人および丸地 

ﾡと殆んビﾡ係な町い。

しかし・ *の測ﾡにはﾡ次があろ。

ャ/c. 二の劇係はプロ" 卜の貢#からﾡ験好に次めねばなら 

p. しﾡがっ て保学処* のtの の*性がたなに珍参す る. ﾡﾡは 

ﾡ性"老ﾡ及ゲ熟なる反に突る。>の公式は 評ヒいたデーア 

とﾡﾡに 図 してい る ﾡホをﾡす るの こは灰 用 で らる が. 条夕 

"ﾡ逆が、 ホデー 9 とかなり立っ て いる株本 にﾡ用す るとさとは、 

当 ※正 Lくない。

*aに ﾡ伝回すをﾡ視すろと ﾡﾡは林木の生ﾡを重通じての 

ﾡA会内の-つの安理でかる、 しかし *れは 宅※ﾡのぶ自 

狂向を久わとスいない。例えは 共予ﾡなﾡ合として . *の生狂 

の大ﾡかを通じて 授ﾡ木か8ﾡネYなろが 現在は本圧され 

てるホを方えてみよ。式ﾡ姿向とくbたの次保は 前市 で 

耕明 ﾡ区ヌはﾡﾡの持社とく4めえの*ヒ大あか戸雄ﾡ 

・nる。 もちろん次係はあるが 相肉 の氏、、谷 数の 因子 のた めゆ 

かりり 為 こ y が L は、 とばある。

才 = 二次北ﾡ杯がぶAﾡ向とくめたのﾡかをなわす意並の 

公式て ある こ とはﾡさ て いない・ ﾡﾡ日大から え は 出 

a 针 蜥型 隆をα ・んとに対Lて ・ ット した場合と同いく天際に 

s 引型をしているよ力にXえる。

商預 か昼ﾡ為坂前面称の次条なﾡべてみろと面 

台い. かネー面ﾡ式のこD は 定*かっ エーカー当許面積 

: ノふゞ:4* ﾡでかみから 次のようにサさるれろ。

ホ 前-«N+と二P+cB

の式の減初の3つの係攻は洲式とﾡでる。 しかし 二の
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%合のた女cは 前式のc。 ss.s44 ﾡである。

ﾡかにみも劇係が系い のは. > のヶ程式の断®積とﾡ係がある。

CんcoPtot ど Scんwmuacんの例を引用すると. この比のs。

が この8すの秘ﾡを夕けていろ. <zw も派力の翼は 

際期目的てはおと して」いとﾡじてハる ・検と て 九 は林木一面> 

比はネ救と * 0ﾡ径の秘と&次=せたﾡ正項を除いて ﾡ導前 

番積によってタろとふえよう ・ 直怨•の和をホ激で利れ は”もち ろ え 

泳か平ﾡ達 怪が 鶴ﾡﾡヒ計』に計球=れる。

今たられたエーカー当リのﾡ品検か 入救の大ﾡネハらドら 

上ずには -の夕ﾡはハづも 多攻の小ﾡ木からほられたも。

リ小さ く なる であ ろう ・ 投きすれは、 平ﾡﾡ怪が大さ く な 

えるべさﾡ丘Rは小さくなり. Lたがって 由木一面供比ば；、

さ くムる、二は 、かﾡ友ﾡ表のﾡAが基いているものと 

7たく日じﾡ係でめる。ﾡﾡ友の内アムは 平均血径が安らるﾡ 

人 査ﾡ許書ﾡによってタる。 どちらの場合でも. 日じ許面ﾡに 

対て 平ﾡ区が大さいﾡ. 練松茂の尺度は 小 さく なるで»。 

う。したがって 林ホー乱積比は. *の公式が対糸よ りむしろ 

安てろり ﾡ丘県を引とよりむしろ加え. 二o神ﾡみが平

径をしっネのﾡﾡよりむしろ戦術ﾡに*の»れた道座にガづ 

ているという幸炎にもかかの4 か資及お象ヒﾡ救α点よ 

あろ ・

とEがっで. 論として 林ホ-面検比は 休分ﾡ友ﾡ数の言し 

浜ﾡパの大断かを もっ ﾡし孫賞友の天及とみとゆることム 

でうよう ・ 休か放及指女にﾡ述L て引町Lた司いﾡﾡによ り 

函ﾡは"は り入依の兆合に長良の味ﾡ友の凡及 とxえる。

5

»

正 予 メぞoc&a Nowe Yな必”
ととくをけよっヒLても ﾡや4c&2t37城A*t

とてレ あ及を坪ﾡするﾡに入ってネる。 E収ﾡ次ﾡ量

とめ求準比を置ぶﾡ*にをサて わる・エﾡ ◇ズ。○し2 は ﾡ
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たﾡ全とい力 よりはむしろ ヤのある概危である ・くれは主とし 

て坪ﾡする人のヒよろもので. しヒがって極めス主現ﾡなもの 

てある。欧州 では 正常 ◇ズc&xa を 系大材 供・ ずﾡ積 ネな. 

う っぺい戻*のﾡのパラメ ーヌー でた科しよう とした。(/oxCoペt

ィA○) 同様ヶた求は U.Sでも企てらした。しハ し 、翎あの 

小冢広街若にヒって E*林は 公木るだけ会なﾡﾡをもっと 

だわるろし のである。

大際に 正ﾡ林かはﾡ合加判によっで 受で還れる。次 

= テータ をﾡ竹す るわノ後として このプロット のす の

のンﾡしく注っていろものは数された. -の合地位、林人の

予平を殆んビカない・ 林今ﾡ及たﾡ・ 林ネー面秋比が>の目的 

かなう とﾡ ベ- 微に西T面 ﾡによってﾡ常 な林かを末却 し た ・

大部 か。 正予林はYの基学 こよる エギズく人 よりかは り &い。

ゅ 2 は Cwurta。 ( ハ94/)は cこou. JLe。 の平ッ分 

良が占 話ﾡをも petceuo-z pte の 林かが 次項表で示さ 

る許命ﾡの従か:»をしっに受いゝYをﾡムした。 対数ビし 

<入&木 の林かに なるべイ マ ッてさ え も. 我次的な 贪も工界後を 

I っa次のﾡ林ﾡは. 平ﾡして次ﾡ表述半のﾡふに選ぶに 

か た。ボ次ﾡα中鳥きﾡの林かは平切して約チナ%に通さばか

1 ・ (ヘイマッニ次の怪後ﾡ話Aノィ〜7タンみ&2ノ?す。め) 

し とか って 現地の係にかてはまるよう に正ﾡ林かにﾡプいて

ﾡﾡボ#を神正するゝとはﾡﾡな白理である。 ( Ha4 ノタ。) 

Lucdu-x。c&oea は林分会体を通じて小さなﾡがかり エ#な 

木 の点ﾡより広く なっマいる> とが泉因 である。ベ イ マ ッの兆

合には 小さセ t<zotec&na- の主 ﾡである ・(W.H

バ ox&し ,ノタ3oα) .

正彩性えの移点

1 ﾡ及はﾡのﾡっ

T -九4 tozw0
とっれて る。A日

7Leレ ◇ピc

undde--3c& の林か

松及 には対系となる正や -乙。 cた の 林かよ リ入さな 林秋 と な
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り力る。*の 理宙 は. 前光の場 合に は A り投たの秘都を 夕けす 

※5ﾡ力をよりﾡ番で会るからでみる。 エギ下の林分は ﾡ 

するにっれて扱になるﾡﾡがある。エー カ - 当 りに奪に分市さ 

ているﾡ小ネ衣は. ﾡ島にはﾡ学ﾡ及とﾡ大 の次徴を求く で力 

ろ。く Cwuxo,ノタ/ム) ¥に正彩yのかはﾡﾡが9いた 

めに. ﾡととﾡや以Yでなくなってくる。

この工$えの秒ﾡは、ﾡﾡ表に逃づいて灰長予測をするﾡには 

狩にﾡ学であろる.学ﾡ侯を過用する場合には ま 神現な のm 

ﾡ-ズ。c&クa 報を矢の 時のﾡ過二よる >の乱へﾡのタ化を 

予別しなけはならない, -れヒ契違して、正 挙 収種表ャ のもの 

は王宅 ◇てc&の林かの発及を ずしも衣わしていないことをき注 

ﾡしておこ力。米ﾡのﾡびなは 刈た費に正常4ズ。c& である 

とと英牛としとだけの様ﾡﾡに及づいくいろ。 くのしのは ﾡ 

いしなく 長ﾡ声にわたるﾡか的な oxck2a の ﾡ始 のスﾡ字 

oxccん2ng 二川迫するのである。函た様洋比の 林返 し測たa a 

けれは. たAの工彩枠 かが. 同 ど 地也 の7A常林のポネの ﾡ 

と久わず ニYは 妊ﾡ されない、 *うであ2ゝYしあるし.くっでな 

い>ヒuある.

しEがって 函たﾡ導地の景返L ﾡたﾡべﾡえろ ﾡ合のﾡ夕A 

のタ心(印ち王常性たの秒ﾡ ) を子測で= よ う。二の よ な神帳 

はハ攻の主ﾡﾡについてネめられて いる。

O-ua～t Weoんivaズot 1のベメマ ッの西た様学地ビ正常性 

の浮向に ﾡオ るアくのﾡ眼を今える。 (w.ル 7.&zと / ァ-Pa 

ノクな8と ノ33. Bれca&c4 ・ノタタ)一ﾡに 、オキ 世 

-Z。cメタ の安化は地位ヒはﾡ係なく. 力ﾡの林Aと立木ﾡ友 

ヒヒ用保だある、 z$のﾡ半場について」 >のよカロ商の7 

料 タヒ対L・ 林令と ﾡ画検 -ズcんa - のタの仲相口は 

- oで. 皮 とwmﾡ 4ズoc&wa o夕化では - ・3? 光位 

汝とﾡ動積 ズock のタ化では ーヘノ7 であった・( B22ey-44 

ァル) 林令. ﾡおよび前ﾡﾡ次化に対する立水ﾡの空相

頁係攻は ○.4o ぐか 

台 は ox がﾡﾡし 

が正や <そoc&ina 

ﾡ公しと。 z う
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? た。品あ産 んとな Riuc の正やとえ の移 

た。 (/9す。)該は 断面食 ズ。○kig 

でなく. 次ﾡ表材称の A%にﾡづく>とを 

立木材稿 は正ﾡ区ものの 98 %2才づく ﾡﾡ

があち。 Sc-4&れう式のボー ドフー ド 材秋 は 次段 次 匚足 の ら化 

ている正や材ﾡの o2並づく ﾡちなあろ。

厶必% piu は工や社の移ﾡを研ﾡし たA一つ の事也であ 

る。 ノルﾡの -&4&とどw piu の 様地に ついて. 疎族ﾡ のス 

夕Yしく相対やﾡかﾡ及を問いて.-つそ。cん必ハタ の夕化をブラ 

っで我わした。

彼の力去は 4.cvo&iana が象学や ヒ地判 している、 (, 9x0) 

wcec wced ( ク"3 )も百じアー?を用いた・ 4ズocんク2 

の八人ヒして 林ネ -ﾡﾡ比を問した.

w ・ H は 4ノ個の タ 学向の 測 足 が 快 える 別 の 練痺 既

の祖を甲いた。 ヒったベイマ ッの場合と百いく. 許r面積の5

* 印 の次化は、 期何 

8 とあﾡしと。

秘 験的 な相報のな 

(ノクタノ.・タ3

の辺めには立及に対する ﾡ株回帰でうわせ

いﾡには. 正せのﾡ台は 合-cuたiaマ 

フ. ノタ«o) Puン ( / 938 )が米ﾡ

の林米枚ﾡ名にﾡ小しと G2んau ダ で 的 にギゅら合。二 

n は )入均 と遷ゞないが、 >の公式は 合理 的なや系を与たるよ 

广 処われる。 >の公式の-桜型は

み - どq(/+メーた*)

・、で4は工ﾡ以下の林かの /o向のﾡ次動Gはﾡ々、 F光位 

クニ学林公の ル耳同の成長世. <は正平キ. はﾡﾡによってな 

る 6 歌で あみ。 えのﾡは るﾡでは. 通引。4〜。7中の#ﾡ 

" os～。 陰ﾡ では ○〜/である。

7 般及と炭長ﾡ P-&oZォ atd 2ow-そた

#社えの移句を具ろ向ﾡは. ﾡﾡとﾡ長とのﾡ係ヒついて
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の大さなﾡ題の一ﾡに通さない . 球ﾡ及がﾡ材秋束ﾡヒ お よほす 

そ場を理ﾡするとは く許ﾡ積スは*れヒ契した天及でうわ: 

る>画えﾡのメ長ﾡ然スはﾡﾡ均公式の紋ず的際者L。 b 

のがサで ある。このためにド長の主 ぎﾡ基ﾡに しビらはな 

っない。

かの祖成長キは、学木のぶ長幸の総和である。#ネのア最キ 

は遺伝因す、 注角している地位 政ﾡ姿内ヒよって来はる.力 

3の西す すなわわﾡ長ﾡﾡは. 染浜戻の剥友ヒ」り評筋*れる。 

ﾡ永当ノ の浜ﾡアが大さ くなれはく叩ち. 球ﾡ良が味) 隣複木 

との拉たは少く なり ・試良は平く なる。 したがってﾡ録夕はﾡネ 

の炭長に大さな珍宅をおよばし. 内広* の 魁の 堂林学 的 取り 扱い 

によろ球ﾡ火のコントロールは ネ理セﾡのﾡﾡな一島面であ2。

とかし、 林かﾡはエーカー当を基変とすると. 単指はらか 

ﾡっくくろ。林は林木のﾡ長に丁戻戸ﾡの土ﾡ水か . 土な ﾡか 

土な=映化。 ﾡ光をﾡ供する。 土地べたかに利用され. ゝら 

のﾡ貨が木に利問さ れる阪り 地がみ文の小ﾡネﾡは小な0 

次&入からﾡっていて し大ﾡはない。

したがって、- 枚法】 ヒして. 林が土地をたかに刊 用して! 

るﾡり・ 課麼医 は ﾡ長に大した砂ﾡはしﾡいとえよう。 *し 

て 材税は A林木 o pt3材検で祝わさ れろ . しかし. 経被は

か の-あかく例え はボー ドフ 4 - 卜材積 ) だけに内するﾡﾡﾡ 

の 凡ム が用 い ら ならは. ﾡ小ﾡの ネが土を ﾡ島ととめて 

る林かはﾡ し平く内扱する.

つ いでに. 森林は樹依がな くがっマいても 地を ﾡ全ヒ 引 料 

tているこヒがよくあることをﾡﾡオべさでかる。ﾡ天は通やﾡ 

財のﾡヶ ヒ払がっ ており、 ﾡ林において さ え相み合さ っていろ。 

土ル水かに対するだたは佐々長のWﾡ因すとか"、 (zm 

ノ9。7. A oezomueu ノタ2と. A <o。 ・ノス. ノァジ 

Sere. /クと○)被が土水かく工ﾡ及か)をたか神でさ 

るﾡ林は. その地をたかにとﾡし. その土地*の程及の政大ﾡ
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の氏ﾡをするヒってもよかろう。

土ﾡ永か*のﾡﾡぢな受木ﾡ. をた会に利雨するリ. エ- 

カー当リのﾡ長登は正物友ヒよっては次らいでろ»とい力の 

が. ゝの逮本ﾡ捉ﾡである。林木のる炎が分休会及のもぎを力 けろ 

ならは、 力をたかに利用していても. ボ長 はﾡ化合 ・われわれ

啓 からゆるてえのﾡ長があ生のため波退する、 長の彩し 

たそ木林の >とをﾡっ て いろ 

はエーカー当リ a o○本と も 

べロ ノ 林かで エーカー当り 

ﾡの o%をしつにﾡさない

・ 例えは Teァtocu (/ 949ム) 

っ 4○平主の 4a&ot 夕 ◇ネ 

7 チ5ネ Lかないﾡ商 したあかの 

二 と を 弓】 合に 今、してい る。もっとﾡ 

内な例ば -&c4パ pcee Pite, /acAPiue.-ucズ Pとue. 剤た

心»z。ここ *のにっいて例証で会よう。ゝのよ»な場合

ほ *炭ﾡは林か必及とﾡく ﾡ係がけらてい合。

ﾡﾡ及が・庁長 に及 オ 砂ﾡをも っとし く 坪ﾡす るたゅ いろ

ろ な 染ﾡAのやかが比校される ﾡた様半処の兄係を込り 返って 

みなけれはほらない。 ゝの次については、冏ぽヒ植世河附忆つい 

くの試珠が村にﾡをしつている。 二れから 味が林公断番 

次および秋办材横或長烫におよ す一桜的セ彩ﾡﾡけでなく、沖 

Aﾡ長登の尺及Yなるパラメ - ターにもﾡﾡする二とをﾡ梁でさ 

らの+系も並受なのは.ﾡあ、 血& ﾡ型でわる ・

集盘发 がﾡ長 におょ は4 恐習についての 始めては. ボ次なも 

位引mするビけである。 白 品社内 商 数A*の二の対 

9 ペー ゾ»Y鈴して 炎問でないﾡﾡ及やでする取り状いに 

いて 祈い て いるぎけである。 さ わに これらのﾡの大タなは、 

3 氏かﾡ さスいないネ処型朴かが測た=て い な いか

していないﾡにﾡけっている Eレ い絶論が引 さ だせ る 

ヌたが施でロ いか なは様り返 しが行なpて い のい みﾡた 

' 試除を扱っている。試験り没えさているか 対照ロ ッ 

• ﾡ理ロ ットと般ﾡに比ﾡて会る%合. 我ほ. 足血のた会 

担が救平 ﾡﾡで候1にとらて いるﾡ合にだけﾡKとﾡ位の力
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る培報をうることがでさるに過さない。

大ねのﾡ合 ﾡ及及が京長におよ ぼすみ番につ い て代ﾡﾡﾡ 

0必ﾡ老ヒﾡ惑を支えるゝとは不可ﾡである。, ○xﾡの夕 く 

は協がﾡ &になる的ヒ. 長ﾡにわとって. 除々ヒ 発及 して*た

8 ﾡ高ベ長をの孫京条の影ﾡ

E /2cそ f Aみ e イッんと
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ものであろ。

い期ﾡかか っ

そんtレクtみ一..

と二 とはあっ

ない。

例えは、 土ﾡ水かに対する派系ﾡたのﾡ受さは、 衣 

てヌわに繋められて永た。株ル高代 九ew- o とu. 

のやに -の あた をた甲すろ こ とは ・ 登去ヒ 試み ら れ 

たが、系北場めて 日のﾡをﾡるよ になったに通ゞ

ﾡたは通ﾡ・ の宿様として円いられているから 討品べ長え 

の界ﾡ及のﾡ報ヒ内す所先はかさリタい, 4どrwッヒC&ッox.xr. 
( ラマー2>は 二cこ次ナる*ﾡの文ﾡをユラと り ここていろ・

大分のムの研ごは、 向少した#今としない杯今ヒの商のﾡ 
行孫ﾡごこよ大 ○たﾡは契めら4なかった・ 因えば・ ゲa.シ、なウ 

eっ...,. x. zン。の。 ○子にわたるﾡﾡ訳 孫ざ. ﾡしなじ 
あめ2ク若あは〜ス～クタメccご こなり ﾡ及べをﾡしたﾡ* 

ごは x3～〜*,と&ez 2なった. どの以ッらの)二有☆ごなた.&&&の 
ムス乙 尺coスの x.eことc 〜&ご ue の一? て行な った・字点 ② は"メては.ヒ 

声な壌地の平ァ柱あはsっ〜/o。Xズ cﾡしにが ョ011な保牛 

e a4s ～go/ct cdHLと- F 円べ不は ・代不 ・) ク /et 

み、ﾡ"おこい 孫生とこﾡ杯ごめ研高1定が黙しいとめ 協は 

不央ロ ものヒuゃ. ヲの列が幼々の クイ P レ"* 杯今 のよ同 

の 劇定ﾡで 号えらるが ・ 樹島欠長は . 内べまで の正格 上 の期向 

• 日ﾡに点区っっワハとb・ ﾡ司べ民の差とクっの同へ視年にの

ポケ失に すきと合えラことは出不かった・

商べ は樹局み長 c 砂督し ないが・ 平ﾡ高と 安える こととﾡえ 

『 みかﾡはなら a い ・ 小経不を除去 o るみ失声ゴ 合 タ千阳岗

とﾡ引が、 & 商べz zろど 小 する・この ﾡ由 S ・ 全杯不の平

髙』りむL っへﾡ不ン年 &考不・ は行ﾡ数の扱八径べのネ 

の年向ﾡ尾立ﾡす 多のがコ問ごある。全砕不の平切材高ﾡ解と 

ia②い,"そは ペwmwue(/9クノ →5とそ-2〜イの欧州卜

• ヒn ◇Pへ係の0R登をﾡ引ゃ除に 会补小。それ附高 

コ らﾡ秀よ可へ、 上ﾡ岡べよc り■―金 同伐タカベ言い こと 

2型出し亡. こかL ﾡ保T。 ◇最人不の平磁宮に ほ有危

Mあ ○ル す . 門!ベは魚向ぶ民 と影ピ しない乙 ﾡ論乙と ・ 

ﾡ奈岡岡 ヒ 内 すう 六験 t ﾡ 水長 への i 分及の 影智 につい C の 

住帜に里伏す る. 今くの合. ﾡも企は部あら小なかっに・ この二
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とは Faveオ の Piu (示 ﾡ み

P-dgイ～-dncc / ～2dP g (S在e 1 ・ 月 ・モZop・ /? ラ? ノ

A_aamt& の 44ZAun p。 (Mwv と Stcwへ ・P)

や coin の < Pジe (Ru んoゲ タタイ ノ のさ六験で •,め 

pハヒ。 *の他 イw ゲazzc&z&te の kceoc 右の/aとと 

Peucaズ の ェイ P g Pukg FcPx o 248 P ど /ae 

プ&m3tm の Xit4, Puシ&x E*P-uimcっズ4P Fauxた のベイ 

マッの合のよらヒ 紙足 (乃やJ ユメユ,ラ*3 )ヒよI おかの冬 

迫zヂ 奇ﾡみ及がべかちが5 返する 二乙がか 乙た。政後に ネ 

し研ﾡでは・全ネ*主の平内ﾡ高は ﾡﾡﾡﾡによっに白 • 

n本し て 夕 俊の 卜.ん. p e イ PPe ・-eaaZw シta P 
の樹なﾡにﾡらかに形智づる乙施して いる ・

こかし 内べ々ﾡ本のﾡ験ハづれセ・ ー俠ヒ在比な球督发の1 

のz合んでいない。 このよう にﾡﾡ右 合 にB. 同思なく 樹向ア 

ﾡは及すゃ。グ みマ その他の盗したﾡ林は 同 

門樹す高の造当に#るc々 さている林の書高の-ヤ2に最ささい 

ﾡﾡした広ﾡ樹体やクくこも みeﾡの条者→. 本央の入都会さ 

税之向のﾡみに由入するが向があ. 本林2ﾡ及りる不の忠之には 

&L さい・

こﾡがっ てﾡ営2小て いるみやﾡ当台女西ﾡ炭ともっ天気本では 

樹島ﾡﾡﾡの会他ヒにミ って大し てﾡ名とネセい x他論で2らろ.

位の不失として樹高を円むるこ乙ヒ. こらの合ヒには社当く 

あe・ しかし. 作ﾡに盤さもの日・ 初 商玫& を木い ヒ 氏風 し 一 

# ﾡ日もの日伏公六退す るよろヒ なるニ乙が ししはめっ ・

2 五怪灰ﾡえのﾡﾡ条のﾡ響
Eguoet - イ2と 办 イネ?ntイ^ Pそuぞ

鉛失の ﾡさるか分で行みわれと維て の共験の空塁区常采の一つ 

は 単外の適任べ長量が. 角ﾡ司乙ﾡ書分内係にあることであ 

向べが強く □ ・) . 生回がムく さnは. 称木の平内迫任大と占つ

ろ ・

ル花 ヒ登ぬの 円ベは • 通 • 迫任灰区にはﾡどン督しない・ 板 

ﾡ木ビワ 名 除去す る 4 ﾡ盗央同や杯圧木と中不と除去づる B書 

べごも.六存木が利用しろる土永必、秩必 ﾡオの供量はﾡ

K 的に a 席加せす. とのﾡ示ぶ長へのﾡ響僅かである・ 天部2の 

所究右口林公許ﾡ積ク っs以上た 迫径及云の央負的交2nが起 

る前ヒるべき であっそﾡじ いる。

角空向の o ヒたする不の た つ・その 金 お び乏ろとﾡ書 

v係がみゃ. 之令ヒさり. 活が表とろにっれて童怪及長登のﾡ 

がかされるここがく なマ・ 小さく て 不ﾡ全 女 ﾡ分たも っ不(小

2 a 不ﾡ全さ恋系について t回じ) う っ 用N 目极す •便力 七 こロ” 

. こらのニェぬてのﾡ色についていえるが・ いろいろとぐ 

ﾡみのもの. mじ土に負してハる合がさくあっ・

Pmt&c»»u とっと々との研究で口、もっそっとりそ 

示こてハる- (K xcA ・/ク40 Psシdet ・ /?$。 J

本が利 用 で とる 大覧 空岡 に ﾡ向と同じく 土空ﾡの含うや 

こと忠小<日ﾡらgい:役芝不下イのﾡ ﾡに制

乙・

= の名ゴr創小は Socn Px.〜t の B.dcck H において 

、的 ﾡ , 林油 の代林てらリシ*2とと・ や〜 4-etペ PPu の番ﾡ 

pる。この天任のバ対しは小→・ 門次へ食*にわとってア量ウ 

dmとみし ているが. ・量の刊J可ﾡの土ゆ水今と占有し・ ﾡ米地 

wlづ乙多女の ﾡ樹がゃ がて その 周Hにﾡしに. と表ﾡ乙え
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も迫色みﾡ量と浜ク2せる. Groシピec (/タ48ノはSwイd& 

の吹州アがマッの強向への快ヒﾡ圧した メム&よン (コヶモモ 

星)ヒースﾡのとめ 円出のネの迫任灰長のRつここそと示した.

同じ回ﾡのい ま一つの番は ・ 2 が侵勢木の灰長 ヒ お HP 彩円

乙ある。 C44 (/タタ タケク ・Hジ& /?48) は 毬 口k を 

の兵入ネは泳のもの リ小とい 二 z と強致にこ ・ 検宅 9は な、 

有生向がル< なるためm2るの である.

S ccA A Peca の ベ長 のい x ・てと P e 乙は こウっ 

□ホ圧は 今 の 圧の 最わの /。 出阿ヒ始 a る ・ ーAﾡ圧さ : 

さらは. 起当の師放が俊c行さわれないTリ. ﾡ圧2ルていない侵 

ﾡ不負い村く こaで2rい.

役劣木の被圧口 . いっ乙も二のよクYはつき) L ていろとは・ 

上 い. 44em。 乙 CAae?w ( /ア42と ) は /-e-veC の 

wんイ Pu 位み忙でﾡ五之L 向へおよび非岡環の 

P卜小の任伝向の送は ケく乙も ﾡ小なものでめろ。 しかし « 

ﾡ不のが氏に 所r枚によってﾡすこ乙がで2る。 Q.xイ(s。

Azccと と の 第？林 で 残 2■ハ C以 F； の 映久木 の 以 母 ユ ヒ吕 广 

な X した。

日バ使の は在べ長ﾡとら S•の 匸 良製倉 氏冷空 固の用に 入で

Rocaクc (/9ユ) Cvo4 (ﾡ多I用しと。 )その忙は tt 

が名る程、ろﾡに翌な土は小分乙枚分とた分にうとつため→ 点 

い空ﾡが愛であるこそをﾡ系し ている。

迫径次ﾡは灰月空ﾡと虫ﾡ内係があろが、 卜木の々 注z こ 

も向係が必き。攻大のネでとえも. 他の林不乙のた ・ 索新高 

表植出の予名を→る .

/ク オ形クえの環、虫、失の影督

E fPccそ ・ 4e～aとイ e ーイu だパッれレ?

ﾡﾡな用秋本木は 林よ リノィいがクいことはよくられている・ 

書知がﾡくムい程. 同矜』り樹农 の 方小米 伎ヰ ボ贬トし ◆ との 

ﾡリJ日へさくさる. しかしﾡ々の会望は 称今 aﾡ求 こ 称分 ﾡ島 ビ 

→か ら の砕今荷のﾡ定に→そハ s ごはっ 1) し t彩ﾡはセ い。( 

2 ・ )

合形秋ﾡの 安化は ・ 営田不乙ﾡ向 とたら な 内係があ 1)、この 

つの次量と入ておれは 二とﾡ夜し乙もを全である・

解灰2合の私ﾡの次やには・ か改"危とわﾡぼなら 

アい・ 多くの色. 樹形の契は是らなかった。 (P。StZ。 

Foueズ ExPSビ.. /ターグ. /y-&2x 乙 ”べっy アル“6 ノタククノ 

の人は向が上部樹寸除よ)ﾡ高こかる迫径区ﾡとﾡ大とせ・ そ 

の能坪りの天き宮ﾡ称とさるこてZ足した. ( H4アAut2/f2 

月icAox -3花dff /?4&ば )

WHt ヘ-イパ (/クラノム) z Beんu (ﾡヒむっに研先も再株さし 

と )クョユ)のお先Yは. み長空同かﾡせは・ 円商刑の不に*リ 

がﾡL 円ﾡの不日円協の樹に女るここかな2ハれと・全この 

ネロ 最後には同じ他)ともっととさる。署するに・ 課ﾡ 

イfﾡのは K きくない し. 大冊の本ﾡゃべ浜せの登ヒに 

は対、税で 2よう.

( ﾡおび才承示グﾡえの球品失の影者

正 /ecズ ・/ deaイy ◇t eaa。 azee antイ し一0一ん・アウピアイの〜イス

木のﾡろﾡﾡしはいﾡリ、K女疾 2・ 代称2乱茶P工び 

P クﾡべ長通 ロャ冬せす・ ニの八ﾡは. 杯介夕 内の不の 位貴だ け 

か ら 今 びか 乙 ことは・ tCﾡべた ・今くの 内やの沢 から・ 

合 か長えの 会 のw箱し ついて のメがらハ。固定 係
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とのブータが利で &るゅに. 二つの出T西定ﾡ向のﾡが・ 期

ﾡ灰表量の依を与える .

ラク表は /aンc Yv &～e3乙 

から送んだ . A5の ー ヶと示し

の4十ﾡﾡ称に お ウる 向］イ試向

<いる. 大急の 合 . 向］メxレ

る、 許ﾡﾡわよ乙無 /ceズラ イ灰長量の炎典的ﾡロは史め 

らなかった- *

* この他論ヒ 型座 した アメ リカ の代な絶研先に 次の セの 2合んで 

いろ。

4 イeme /9夕☆ ゲ / タヨ 今 ノ C&e クー / タタ と

Fxeそん?-dn・ ク4ユ・ と一&2力:一 /*&C ・Eン〜uP と 

Z2A ラ#. ラど ・SzccAc&e と 4ノ◇2aat ノ%ク 

7 と /xだx3. /9+P. 欧でのﾡ解は /

羽や とe之 環 3
Eベ 

初 高

・・ tf 1
耳

べ4
定町☆長登

1 クのmwAiZPtu c "S e Pe マ 2s ユミ

<fxoo州Axoxeuz ・» ゆ Po "J 42 ユs 夕

• 2なw xんG Pi C/e/ ◇> e so d/
* -・r州P〜o4exax T/・フ-/e* 今 6 ジ クー <e s2 クS うョパ

ヘイ マン c s co A/ <

A 州 /と 必ル• アダーク e2 夕/ /ee So テ 夕* <ラ=S

ベイマw c ア /ケク ヌタ=?

.4 M ムdPとu" 7/3 ク 一 一 ソ ヌsラ

-APex リ

そ の他二ﾡすつ ・州 の 岫 文 T

/iedd2ma〜 /ク2P, /4み B*イcux
/ クと /d -& と H 3 〜イ

/ クク8 A ユd2at /PS o べ , ア今。 と

/タ ☆ク りﾡ内 一^みる

/クsワ B ～イu2C...
/ Pィと ク / c?vcどew 
と合んぐハる. )

ヨク衣 部の 1イ*ﾡサ

イ E __ WJ.
M•便 と Tたさ __ ﾡ生 不卜や 年 iw執*w*w4

2 t ク2 — "E
PmaopaP C-ぴ C/exa /22 みo ユタ/ o ・

。 2o 1
ッ州 Pu&F.4eo T/a2-e& 2o クク * " ・ o

e 44e4& P s C ノ 心 /ク/
。

- ・

2w ッ州/ェン JなFat火o Tィーつ < <e
e

々

Pex イerxex /P ue c ウ < ラ 夕 \
54 ン ・ ・Ow 州Pン六.3ee Fど&o ア—ル 1 < 2 cc シ ! ・パタ

百杯ヒに状林のべ量に 湿前とかをさ い◇よ リ)六一く 勺 

• - (ScAxcchec, "5 ユ7 Cんx/en・ ”"/ ) •弋林

/ H 氏 型ににじ 位 の回全 本ネ→ し一俄 ヒス 全 く な い.

e との他多くの色に本せられていろ-

P ・c/c 〜 rム ・2aそ の 内べ古験の クちっ一 ては ・ 商べ 

み 9 の 住队伕 、 4ﾡの央材り人とロっに・ こハらの師m 

< ノ、との2、多くの 合ﾡ死に 四3る二こがス2れヒ. ﾡ 

チ a <一 1へ&行みわさ いみろ の取物 不不 Kそ・ 名央ご の 

ﾡ "ゃ今の最像にがそらと 2=の合の※費しに生産型 

( . 復ゆ 有はをはない.ﾡﾡこﾡびィけにペう登=向ホにリ 

*# o 送 か オベﾡ番 匸W標 と纯つる い. 吹州 での内向べ の研先では 

a 対人卜今ヒおいて2えも枚われ ﾡ内反量乙ﾡ庄雄量の 

•； iは づれつ、内べが司積おさび会ﾡ量ヒ入したやし 

a こそとかしていっ・

i 杯な仲※がアメ ・)2におら今くのの称究ごもられた.) 

二/ s合には・ 材々のみお不乙商べ不*問じ < ・ ﾡにるﾡゝ・」 

//*,f 2 一に。 tえは Haccx< Pxcxc の ノ5 牛の こxg*。



の人コエでは(4F) 対照係と・っの向イﾡの・向代伏る 

ﾡ向のﾡﾡ佳たは登は: どのあ合Ct エーカー当 リュmクク4“m 

乙のっと.

u&2y (/々4 ) がべ てい ・ ハーつの Pw。 内バ 

首除乙 は向定のﾡで卜 と有神てあるが向べおよび内べとし 

ない保羊の宗独生雄登ヒ 合意たなかった. 商イ交は灰長量をﾡ 

すのと日なく.. ﾡこと砂ぐ のヒﾡ並立っけでァき乙いら合を。べ 

イマッヒつハて Sて2&(ク*s)がナ〜2P2ve ヒついて 

Eve とZcみc (/9ペ) ベタ合ヒにどしてハる.

向べしても大ﾡの合な長ﾡはﾡ2しないが・ この逆が具である 

二そが今っと例」が多くうっている。そのﾡい例と Sot-0xt/ 

ぶ育してハろび州トウ=ヒついて /wuイが呈べしていマ。 

ラランカ格半字列して・ 々rﾡルセってﾡっロ必ﾡ阜ﾡの果は 

強向 (□ュ) は3o 土の【ﾡべ長登と示し. 現後尚べ( 

Bﾡと比し 景ﾡ准量日コ5"大ごのった.しかしユ。さ日 

この後はえしくなかった. これに対たするものは. /wwat 

Feuct の吹州トウーの環わよび Miucddc& の/aPウur 
<ついて ﾡ ら亡もの 乙ある・ ( Scr?フ - H w4emt, ノsク , 

商べの利益は・おるは風及であもが.ネは この処ﾡヒ民た 

ろ能/ とたら に他えて ハろ場合ヒ ・ 午Y条しい。 その 共型的ゴP 

は. 间伐 を打 った耻 佗 の 西 洋スペ pヶ白土の会しとる土おて 

らる。 ( 「eev o tmt /ァヒの> Rwx, /タ&ク) ( B&et,e

内べのそがかっ ﾡ林名び、みなﾡみ と 発立した 樹さ 年白 

し、 ろと離しておヒ・向べが・ ー之一さリの微水 

/ecC3)にやﾡしさいこ乙明自てある。二の称さ合には.向A 

の利呉は -〜ムc2o を刊Hし- リ大径のﾡ貨のﾡ幹ヒな長最 : 

ﾡ中之せるこそヒﾡとハる。ﾡ2的ヒ正と*2は tががた会 

刊Jこ・ が がや各を けないﾡリ正常卜乙略じﾡ色でアB 

る乙あ ろと - Cm ( z ノ ク。夕s /et コ のtm
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2もっ &4&o&ey Pie やが. 正ﾡ卜ご ノ。ーメクXaズ2 

ごあろの. 5向にﾡ全さ及長と必げずきのヒ迫也 Cみゃこそをﾡ払 

しそ •同株を 他平 か,&州の依秩表の石先乙Axと22ペ〜c (パタメニ) 

よってﾡら亡。 は主砕不 の 的課虫夕が正ﾡ さもの52～ 

d。 %のﾡヒ迫央の バ長型 のぜら れe こと 足 し と ・

あか. 個々のみかのﾡ示および樹分の松みにた分な程にﾡ会 

cあるﾡ合、存 障 が始み り、向べとﾡそない今の灰長条と神制と 

れマ >めっろ。ベ長登えのﾡ虫央の彩智ヒっいては、

( se< ) よくこりまとのていろ。次ﾡﾡにゆたっ ブブ の置 

ﾡ単の デー タヒにっいて tべと 他 ﾡ入 の不税灰長ﾡ許面積が 

［ーカ -当 ノコ・ ～夕。 Acet 2のmヒ らnる こそと足出した。

ﾡ盤&が高 い 乙 ・ べ長量は会かﾡっが ・ エー2一当リ 20 びut コ と 

P本入 のmRﾡごも・ ﾡﾡの ©のの夕 々ごみフ と ・ スベﾡ登 は 

会及 低 く乙もﾡ今 ベ小 すごが・ エーろ一当リ。 Peeを- 乙セ ・ 

造 のものの S %ごあっ・ エーフーリ ar 書/ee 六次 ごい 

らm西独ﾡ" c夜cag 4erdx w下ごは・ ベ長ﾡはっ今! 

と浜小しt. ニのよろa-や的内台は. 他乙の条除逆岡べが験のﾡ 

飛さ 困 やか ヒすゃごあろろ- ブづ 林で は一2一当/ee ～22 

/&tユのﾡ払炭に向べさ亡球と、映びた今とﾡ及され 禎 

a コント ヒールさ亡ものででいTリ、広次平の有急はか2ク 

cめeっ. こかし. 高い込や会タで,み役受べの号者と会 

ワゃ乙み と ・
ェーる一当り のな率 こ 合量々が対的 と 肉係で み から 

向ベY ﾡづ a 幅缝か .母験ごみ る こ社ﾡし こ な らさい・ 虫べの 高 い 

ﾡ2は、 品品にはﾡに向べと矢句し亡や夕とほば日ぜ生た登と 

ェ チゃ二とはであみが. イ*二会多の刊があ・ 向べはﾡ卜合 

からく ベ横と上 ﾡとPご・ 大径の 不に夕ﾡ型と余中2 

c む任徴の 木と ﾡるヒﾡす そﾡ岡友短偽すを ・ 向べ し 宮い今 

z商 くらいであろろが・前者の合ヒは、 このぶでﾡ の 多くは
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a用可能の任似にをしない か 主べﾡきでﾡき失とない砕小にっざ 

こまんる. こﾡがって 向向イ の イ は大も 経ﾡ な 向ﾡ乙 の る ・

口 位 Sりa

/・ 位 の 尺タ P イな。

ク位"こいろ部ら、 ﾡごはニフのヒ用いている,如っ称

ホの次 と佐す おエスは占と ・杯小の灰氏 と 唯 3るそのゴ

の能が。み林卜西査に向係がめるのは 供君の龟味 4こイ え"d&今 

そある・ ,

的位 みAoムx aa 3な.とイす I コ ・ 林木 として との 

eヒ角している不の最入ﾡ乙mlと〜る・ ーか一. 最入軟徴

は 旗依学 的 向姐(制 程.. ・ﾡ ﾡ ﾡ形)ぐ又は輸べ期、キ合 

宏夕にっ < tﾡ約乙るから. これらの 係介が一ﾡの ﾡ合にの 

e位の欠会こして保用でざる. 二のことは通ﾡ矢行不可ﾡで ﾡピ

*ネ の 不紫林ホで はらである ・

しにwって ・ 際 位 と ﾡた づる. ﾡ かつ 各めにネめi

・ 杯ろ会タヒﾡﾡ係で. ﾡであれ書ﾡにﾡﾡ係宮天失をﾡ 

出す受がみる- 位はのたたが とめご代ての肉係B 、

ofem でPるから、 二の位のヒビーフの 定的保と取平 リ出ず仕

爭 d不 H能で Qい に しこ や、 極めてﾡﾡかっ田ﾡでみき ・

mヒ ついて.当 く の m 究が びされと れ ご も ・ 皆的 な保はS て

いし、 ス出 スそク セさい.

ーヒ、 位 と tイロ るは=→のさ占かある。

(') 不の欠乙長セ内係のﾡい一、二"ﾡﾡ四5と決めてMX3 

ることで力つ.

0> 二れらﾡ四うの他す最もく歩9砲そのものー・: 4 

性之平 レゼして 関定す る.オノの で は、 土☆竹性Ζ他1
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内保と不めるにめﾡヒに 急が神れて ( 9参ﾡ)ケ2 o初 広ご は 

下Aﾡ庄スは保ﾡ (今ﾡ用)砕分林ﾡ (5参照)砕今書高( 

&参照 ) が入って く る ・

叱位こ一ﾡ的表でﾡﾡつる合に・ と位ペはローマキでな 

乙れるのかﾡ通である・ エギeは・ ﾡヒ救次の位で ・、正ﾡは 

それ次ぐ叱位である・ 五 3一5以二のT位似談けられさい, 

: ﾡ浜そ の内係回予 ヒリ Tと位 区22行コ っていろ・ ﾡの研 

zは i位? はﾡも祀燥し tc. 位bえ正 はポセ 愛った位と 

表し ている。

ス 林卜分京長量を 椎定するあ合 のとの査愛性

ア フック ccC4〜e -イ? シ f〜ze.ごラtの1 -4dそマッt

Pe/h と 皮 引ろメフ のみ可」坊之ら とNべるに 走って 、称や ベ浜 

期川定 ヒ p づる他の 望菱性に ついて、再び 会 し ろ - 根量が

n 亦R首 の コかか1 乙なる四チ であきと日じく、 位になﾡがごら 

かと め る ぎ がか)) ごある- 他位は物 ﾡX危 であって. A

, 政学的式1で,口次せHじ ・ しかもてれは・ 竹小の今べ長量 

ヶ定 てさる ﾡに』ﾡ しな つれはH っさい・

rcの世定は々 ヒﾡかくた永の炊るが で はに空塁 であっ.

ﾡ能ヒ正能 _accA の標eにっいて ・ 不令とﾡ (如ちﾡ 

撃), 対して フロ ットすっこﾡに和内の足い二そが ﾡさへ ﾡ .

受 曲"と敬く ﾡに・ ク< 一も円負の に ゲー タ 2円2敬すっ 山妻

あs. 烈さづは・ 公K と 同杯に 位内G 今ﾡ3る受べあっ. ・

し がって叱のたﾡ乙評他をﾡ々ヒ基ずくﾡﾡ曲係のﾡ製2*せ 

的でﾡら前に、行gわﾡゴムらセい・ ーとがっS雀求の ﾡﾡ表 

内c2*之わﾡけれはウ約でみる・

ォれ卜 o 広長 子期 の力会c©・ 位 d *や小 釣西予であっ。 ☆長
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登ﾡﾡの一番入切ロ契は. 灰長率のﾡとる称クと区必づるこそであ 

る。ﾡ位の指烈がな長長式ヒにってい乙も・ いさと 乙もセ位のﾡた 

はそのヨゝﾡ在し・ 玄中でぶ長量に肉係のある契ユも.位の次名 

を考たしなれはならさい. もちろし・ 今くめ号合、ﾡ位の央☆的 

天ﾡスはﾡ禄が長量社定0契量こして入とれていろ。これが 

商後使に入 2 れるこ 乙もめる. 々や樹高と交灰式 女量 こして 

入れることがでさら しかし林や乙樹島を一ﾡヒにれは. 他位立指 

数一な シイx がそ。上リ. これは一ﾡに認められている他位の 

天ﾡである。や冬 乙書高 2 解 cHいれは ・ 位その も の は椎ﾡに 

表わくいないけれとも、 ﾡ位の支ﾡをあ意したことムる.

色マロ位の尺ﾡとﾡするﾡ色. 今えられと必シスラムが 9 

えらﾡ係件にら立つ二乙がやっても、 そが区のゝスムであ 

毛二 と意味し て はい古い- 名ﾡの ﾡ位2 ﾡあ、の王 しい ビ鉄日 

つク上の同ﾡータ &用いて. 材ﾡおよびな長型こごか最も 

放が高いかとﾡべるこ乙ヒフて のみ及わわれる。 
・

ﾡ ながら、快空 コント ロール 之れと古験の ラー タ で、この 

よと区性貨とmっにものﾡんどない。 この弟大でロ ﾡゆﾡ日y 

ﾡは名ラストヒまかして、名ﾡの位2ﾡあらの利兵。 矢次の常量 

なとどけ で 消足 しタ rれ はa ら ない ・

ヨ 位の尺表Yしてのﾡﾡ

7ve -ダ+レC2ペztxt&ビご a。 2 7c234ce d -イイe

・ こめﾡの 大初ろ は Sdp At H SPt のtイYネ林卜任!

ﾡ盤 2れる H&wxouイ acxぞ の杯今砂地ヒぶ っている。 (未な 

Ya 人号 の ダ み, 4 咐文 ノクso)っパoPP

地位すちめちポとﾡつる工ﾡめたるはﾡ地スﾡﾡ和 ッ* 

すっ土食因.因予、 央のﾡ西でめる。本林土意はた" 

pと はﾡ裂で あっ. 本林の イお、よび全命様物2 こみvL
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みれその ものわもたし なれはら とい・

号ﾡわよび書 はヌ 中 で ﾡし て い るから系ﾡの又役は ・ 本林 

の長と明っかヒ内係がある。平ﾡ候は・ 号えとれと称休之 

ゼ口 余り安らgいから ﾡﾡ位を師仰するﾡには現2れるけ 

乙 ひ、te力 99a久候は、ー つ の力 ごもあ「ヒよってﾡしく 契衣 

. しtがって Hxaxイ Fmueat ごは対ﾡﾡﾡが凹の林 

「eは. ※のよどみが思く改い土ﾡに軟べて最ﾡ品夕は高く 最会 

n炭はﾡ< ﾡのﾡいﾡ日い・之的気候はﾡらかにﾡ塁Gあ 

るが. 評ヒいらにのは希でめっ・ その申の一つ、 

二 セ 利 用 0 厂 更. 浜林任営のア夫. 森卜土涙のよろびだの量は卵 

• か 森卜次次ヒかくれてﾡﾡともっておI・方的ﾡ伏とみ会

Eの 内の い狙内を代るここ は発し い からである ・ いま一つ の翌占 

為的イは. 工ﾡヒに肉係してい○こ乙がよくあ 土に去 

> < r ◇ﾡは、 之他※ﾡによってろ殺とかこ区っている二とヒ 

• 区るからであっ・ し亡がって. 土ほのﾡ水2区く3る西3は同 

と☆※のた孫とくし、 その他さの平也リも・ﾡﾡﾡ人が伝く、 

政記べの ﾡいﾡ位2不 30日かみる ・ m称ヒに、神水のそめて思い 

こほは 土水と日じく冷えのﾡ通及げるにﾡヒ駅因3る8合 

eい- しこがって通スのルヒにﾡい位は. 品夕が優で、ベﾡ 

「前1が足 いといろ 増長 をﾡっ辺い・

e力 m引供乙m杯ヒ、 杯の4番はﾡらか ヒ ﾡ位そ肉係がみっ 

バ計ﾡヒ 研Tつ る に は.. あごﾡAの 国ﾡと ※世サはﾡ用で e .

e位のﾡ保と Lての e表極ﾡ用は・ ホ林ﾡ物学と位 < の 剤台 

p 例であ乙。 (メ参ﾡ)

位 2 土ほ乙 乙内ﾡ2せ ふ 風 也lレ 朝•に:秋声 ノ S 平向 c ・ 学 ムのar 

/1の とんだ ・との は ・ ベ株ネス はメに よ I ・ ネル 

p ・ 書十で、 王ﾡ以下ス正セ 林と e 己 と つ い に 位 と o

ュ / であった。 ニaご の既T先 と白くま 乙め ﾡやのが エち, xn/ 
CAurudcec (/zルと) Coide (/ラ5 ) Gaeイux と /cちet ( /テーク 〜 リ
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ﾡみ乙 ている

g20a為は. 土点系列乙位相事仰ち与えられと林々を型金 

3るこ乙が付とれる林外ク書高2をﾡびっけた・ たe (ョ5)よ 

.A。 沖の名ﾡ林ﾡついて. イﾡ次乙土ﾡ型乙の一ﾡ的ﾡ係と

うし, Cッu (/夕42) は ﾡ果部諾州の &とム4yPd

について、地位が・ 土忠型乙表ﾡﾡ依 -4hut--Cuuiet C4 
とに必後α 内か のあろこ こ JCjH し た。衣品 呉株依 ユごは、&4te
? P 尔 o 位相どは ム 2zイ -2 -Eexon の /e3

ら 々PP-&タソーユム_&vwみ の 4タ～5引のや囲にある。 "ろいろか 

土 数系2 っいて 具く 円 じ 他茶びが. ごんルax ・ Sowemn ・ 4nイP4 

・ (/クメタ) 二よって件られた・徴らは・平サ1位指状がクラ" 

土ﾡ型につ ハて、-&Ac.cez Pウu の /o3～ sか 2んvズ-&PH 
のoの～22 のやmヒあろこ乙と兄した。羽食のﾡ4いは2とAと" 

～e の 欲ロyロームでこの土なはな品かろ#フィート内ヒネパ 
のあご*中秋名から里されにもの であっ・ 最も之っす位は ・ 

の 映ゆ土發 で、veT水置かなく・ 尔氷能N の gい 土段 でか った' 

ニの中内の 5程の 土は. 位に つい て は泊た差は宮かっ た ・ ",レ" 

州で. Srcex (/) は・ えツがームえなPとu *卜そなア 

Swo.gu-ec -&oon oテユかP -zedPus に迫功るんば 

PdoxyA土の<s ヒalる・ 色ﾡ土あにっいてのハコヤT

e位数と定で e と ・

土ﾡ乙他位 zと内係付 けセいろいろ のm先の 中 で • フっ の- パ

ぶg た碓め もこ とが ごと た. オー ヒ •硏丸和 0 歩 く 土型と

許置とﾡにするこ乙 で始めて有たみイ向と得る こそがで2日 し

さセい・ グ ～cA ヘケクeれ.二w. B cee. ノcc ( /ョ/) 

土ﾡのﾡ乙砕林卜構抱,、p長報乙の内イのるで、ネトる情位は

土

々の土ﾡ型とはっきした内保は右く. ギは分基ずくロ/ 、, 

他 け乙 内係あるこ 乙 之 ※し.
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百杯な組合が北部H2cんiaar の支方系ス示ﾡ林についる. 

22.024(・33によつるﾡされた. 土族型は俗る. 表土の博 

を ア層上の梢造 と源友により. 5名の主久ースに分ウられE。 

aa&. 州のハコャナギ群で 地位将験と土ﾡ責ち. 地ﾡ的岩騒ﾡ、 

L出置ﾡとのﾡ係を別々にﾡべた、 土ﾡ#ﾡ弾とﾡの付 けた町に 

忍友のお飛げ得られたが、 ノ2のmのないﾡ分けは /クのそっと

術及ﾡかけ とﾡんど百じﾡ2 与えた.

土ヌ型のﾡのﾡﾡ性と示すいま一つの夕は Hi&, Aaた, 

BenL('?zsのTったものる、 仮ﾡは Paci#te～ezz&....z の

ィ マツご研史をオ亍った.

ﾡと地なの有意日相ﾡは 土ﾡ系友 土ﾡﾡ造 下層土 の性獎 

る、 m のな い 但に土ﾡとﾡ合 け LEﾡ合にﾡられるにﾡざふい.

ォ2の近しいﾡﾡさ 土近及が 多くのﾡ合比也と女なぶ係

-つ○土 製株償 であゃ ニ とかメオに顔されく未たこ と さあ

< c EイoncAx と e come- ノタ aノ ニのこと. ﾡﾡハ 

Hcce 外。 /Pョ/に行った Cenncctceその研兄と SRuuv 

「 Hwwot. Pe222t の研名 c/9 so> と少く ともαるいる林ﾡマべ、

の とはィっと目立っ生. さらF. 引I用したﾡくの太にも 示さ 

n e. かくして、 Hえ22. A Bod (/Pクs A次の米ヒそ 

ヌ マ(a .ow.。 ﾡ方のベイマッの第合には. 地は土枚のx 

り 旧泉 で火 あ る べき マあろら。
日一土以るも 降水型○多い土地点地位相ﾡが高U. =れとﾡ 

々ほり eucんueot のベイ マツについ研とした Jaxact 

レタ“)は. ・ろuろな示ふの相めな分と 知位択との向に日対さ 

田内a 又けるニとのるさた。 ﾡ母な土次米及内係とっ向②あ 

っ中 Eの W外地 マは 己さり ﾡ地位石故とそ つこととﾡ した、

Geo.& (/9se ; Gece2 と &ed /Pse) ド^eaん wedmou 

aAzngteaペィマット地位ﾡ数か ある聖内ごは 降水量の

#すつれく大さくほる=とと又4Lた. 役等ささらに ﾡ位書数

* 殺立の保水力こるつ土州並さ求むでめることと次ﾡした
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もちろん 土必※及の大部は 土ﾡのﾡ造と系友にぶリ定めら 

れるか. 地ﾡが二れらの因みとﾡ係のあることもﾡ行るきよう 二 

れ は. 及々 ある ニとるみる。 Cecc C /935 は 45回の 

2んoc才2eaβ p2n。 林の地位相故と. B, ﾡの辺土とﾡ士の会 

有基ととうまく召係づけた, 同様に AutoL (/98っ A woc2e 
ponla の地位と評価するのにAの※及と用いた。 unt(23) 

ド ccnnoc才どcu のカシ2次杯で. 地位ﾡ数と土坂の位ﾡの8ﾡ 
とっサることさるさきかつたが. 地位 指致 の 徳い 醒. コロイド 

(恐土と地土>と5る土玄の百分年はﾡし 恐らく. 依物コロイ 

"のあ含右に ﾡ解力の小さいことと示し そのためﾡ効水分の

の低下する ニと と兄出 ［た. PonaAu。 (/9e は A4ien dacea 

て、 系衣の地位か ﾡい移ﾡ地下水ﾡとﾡ係のあることと見ムした、 

u土(/ク48)は MoLeAca土eu 0 Comcc才こout の 砂 袋 ローム ご 

ぶ斉とし そ (8 いんンズ。 Rno- と欧沖トクー が ﾡ水 のよい Mezとmtafi 
の砂蓮口一ム のモ のり ぶ反②ﾡい二と2又A した・

H22e。c/9se) enza。 ○地ﾡ決の孫. 土以ﾡ及系と土ﾡ 

近* の 空最2廻みし た.

2owオん-cdoZu 2aoんingZe の Pendoucoz Ru② につい< 

Hebtみa (/タィウ)は 表生から& ンれ下のﾡけの百分来は 地位化 Tア P 
2s%から 地位皿のノョ火 地位Iのユスつ々にﾡす=とと込 

出しニ・ ﾡ教に Gaioc('9so> Ateaxtte Ceaoca& PCoin 
。 しe86-o2&d oin マみﾡし 地位番教か、 土ﾡの公水ﾡ力と 路 

なを内係のあることと更した. 彼はﾡに不止水まるの系及と- 書 

※い通水ﾡの入価 ンタめと才こ。uと と利用した.

したケっマ、 土ﾡの性賞に3る ﾡ北ﾡ 大のよら にすn ばた 、、

匚 T 怅をあ ろ う. ;
(/) 相対 的 に 小数 の 垣分 けと する.
t) 二の迅かにはﾡ木のぶ長に利ﾡでさるﾡ友の最と考ぬ jな、 

二のっほ分収方去と ﾡ老中央 xew- E na2and の w.. .
Pについマ汗っスみた。 主、としる土ﾡのﾡ覧と下水面の※さ
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こさり5っの地位と分殺しE. 最も触爆 したモ のか S 最も 温泅&モ 

のに召るさる. メ○よっに分けた.

・A) ﾡ下水ﾡの低い恐ボのﾡ稿. &い地下*面と祖合さつEﾡ対 

的にﾡいﾡ査さ. 土灰の通水2径ﾡによくする. 木ﾡﾡのカシ 

株分のﾡ部長は年当リ/ "比 以下であろう、 Hincや必a 
M couンmuae TaBoa の土坂の 大部か岐二 の復に入る・

(B) 地下水面の公い米求の 系石ﾡ土 と中ﾡの地下水面 こそつ塔求 

の確積 燃料 し 日 る石上 の 浅い 上成 みゃみ改の下にあるﾡい 

求石枯土. その他土夕水のﾡ約されくいる場合と合む、 未ぶ 

熱 の w.んとt2 Rシの灰長 は当リﾡ/グヒ #etで.あ ろう・ (ダ年 

ﾡに5 合eむ > ・

) 中用の地下ネ面とそつ巡石枯土. 通水は改いゲ ﾡ月期ﾡの 

大初分を通Uマ土皮ﾡ友は盗当るある. Cfo&tou, .g%血 

d ecceoatou の土ﾡの大部分と Ha。 Fe&at の 大シかと 

合む. 木ﾡの wf. Rina の放長量は当り胸 / Be二 

である.

) 地下水記の部い水ボ涙8粘土るあるが 改い試ﾡに戯愛なA 
知性はた分にあ&. Aec。 S3比m の よう ま通木不 兄全 の 冬 

・ 通水 中ﾡの土ﾡハ合まnれ そ ・ &.未玄又 ② w-んンな. Pシu林の ﾡ 

品及は年当り約 / /* 戶= ( 4 年 に 7 6eet) で o る.

B 3下水面が高く. 表居から /ﾡuそ内の色品住にそしいぬ 

の+夕. wfcna. の洪水の 想い上歩. ﾡメ地、 正士 

nれ◇. 試ほはネ良の と asの期 い たのに田きされと.

x ・が桜切 9nd2cazcと Peanxo

注以州株は尚単に又る 二 とは 也 A ほい し 研峯でサン。ルと調 

くみなハならほいこと o"量 穴のるので、 地位とそっとそなく 

メ #佐との次保の研に多くの分カバ#わた. 相標植やの利 

に符 放べ場 われた.

gのある下騒植生による地のかﾡは 主としく Fiueonu の
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cciandou ととのﾡ子によ っス反剤された.く 0eocooa2e- /タク 

6えoam/23e b)ﾡﾡ信ﾡﾡ物と叶ばる地位型は. 現左Fu&an4 

の数ﾡ分類の基るある. (0ecoa2e /夕87) 日魚ふ地位分頃はた 

* に 入 され(J &ve2uaBo, /9ユ29; Heンmu 6wgeu, /タ3 

京部カナﾡの赤林に対しマさ Demンn2e Feoco才 Senx-ice 

かに力 と入れるuる.cSどaと, ノ9sPQ./9ssb; Ra# /9と/

ﾡﾡWらセ位型の及念は. 本林の下尋植生". 地ﾡ2従教にス決 

し 芝れが比段的に受いか. 欠いマ(るか"地ﾡと特長づりるのヒ 

役立っという倍危に基ついるおり、 ス系杯ゲﾡされてそ 下■題根生. 

はな木のうっよりもはるかに ﾡﾡ 西 で正法 な状態 に 靜子 た 合tる 

ことができる.

下ﾡﾡ生がなく並位とﾡ係し. 地位の-ﾡﾡキとしてﾡ刑るさ 

ることにはﾡ向の余がせいくeeン8と /93s このことは、ﾡﾡ 

②数か少く. ピの多く が'ポ夜 ヒ しス友ﾡ画の立地ととめている北師 

の云林にはﾡ<正しい. 口野に下ﾡﾡ占生が かきりの田まで. ﾡ 

※と林の丁文のﾡ智之女ることも戸米に正しいであろろ。 検きす 

n . ﾡﾡ独物 は与えられ た林相○ﾡ されてい8 い本力の地並之の 

缶には女当とXわれる。 役株、 火共どの也最止/○年向にﾡらされ 

たことのあるﾡ地でのﾡ修は. 制1ﾡを良ウる. ス ﾡ禄ﾡ物成ﾡべ 

る 林相 さめられる 林地 ②地位乙比ﾡするにはﾡす しそﾡ当ではぶ 

t.

Fin&a4マを達した地ﾡ型の太念は. 上ﾡ木大面ﾡる光れは 

ご産 っスおらす. 比 ﾡ的 さ れて い 8 t 株うか相 当枚あ る ﾡﾡ力 - 

のな林には. 少しキとのえたピけでﾡ刑てぶそっに冠え。が ・ 

れともっと大ﾡﾡにﾡ用するにﾡでって、 将來ﾡﾡのﾡなとﾡi 

ふければ5らない・

オノに ﾡ木ゃ策木才に. ﾡ植地とﾡ点する以妥はない。 資 

ﾡなこ とや. との 各左か地位とﾡい結びのあるﾡ物 さら停 a 

ﾡ植物としる使用してふかろう。 B.e2o-SP w <ixt&Picccラm 

A Pが nteそん にするﾡ※がQどいﾡとﾡいﾡ位とと区W :

-1c5 一

②ほに. 下居ﾡ生と同様に 上居木 下層木、 受ﾡ上用いE. 林 

分内におけるとの植物のﾡ塞さと金置ゲ 早さるﾡ物のき否と同様 

二評価に取り入れられら. 下ﾡに wf Aino.か多*き左す ること 

i 林木がﾡﾡし忍い報塚しE地位としのすが、 下ﾡにﾡ生する

んンなた Po- や 上君 に若千ある wんt oin。 ではこの よら &判 

十 はでさほ い 司様 に シタ c Ptanじ4こww &atd。 c..とumu ) の 坎： 

- はぬてのﾡ地で足られる 二れが費断にある場合にはﾡ郎 Lた 

ﾡと示すこヒか分った。 これに対しる. ある魚のﾡ在. ﾡ木 単 

木"を れP'ゆの 各否 によって. 一東 ○相ﾡ と二の価ともつくいる 

二 との更された. みみれ ん と eんotoxっna。 ぬし (Pe4yz:cfut 

cceotdcんedo) か"ち友するセけで. ﾡった地とﾡす0にか 

マ -○土地るは 林木はaP2が nezL による乏示にかほり為 

成 でさe.

ャ2に ﾡﾡﾡ物 の分布は多なり とt点求にきりからである、 

「げつ、 一枚ﾡけ○ﾡ物に犬り多くの倍ﾡとあくべさではふハ 

2 ・ ﾡ例 に戻 る と uんな oaL ○な左は 大紙○場合x っEだ

とた分に示すか、 すべくのﾡ合にそうﾡるとはﾡらふい ス、 

fとt。 a2& の矢山ニとかめすしそ その 地位のﾡ佐 そ,恐い 二 とと資 

不レ ztるとはﾡらなし.

一たけって、 相塚ﾡ物のﾡ食の使用なはる、 ニのtのさ" tむ 

ろの宿ﾡとしマ用い、 二れと忍することるある, 一、 二の+ 

ﾡ物の 終 に 地位型 と名 付けE Fンルっん の近共はこの さう5&戸 

対 そ力かある. alえ、森林の 厂 史収点、 地方的植物分ﾡのミ 

*n I よ り Oxa&.。 e Ceonw。 そ ほいとさ に Oxa&2- Ceor.。

としる地位こ分収することは主枢的にﾡ地るある、 しかるﾡ 

一 北と赤林の灰反するﾡ佐はこの部殺に入る林地によく あくは 

• o,

生A 形対化され自比位型分殺の欠は 柏離相物の乂ペク トレ 

• カガ去と状用する 二とちﾡっことがるきる. 相釈 スペク トルは 

nれら示す地位に縦っ て 効忍された率木そののﾡ生 と同本にせ
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木ゃ概木と 合むﾡ釈独物 のリストに覧さ8い. ﾡ塚レ地味の思い、 

地位と表わすﾡ物ﾡり スト の最上良に示され系っ にﾡ浜ﾡ地位の特 

ﾡと示す植物は最下夕に ○せて ある. ﾡ茶友術老は リ スト と現地に 

送行し、 な左する. ﾡ通るある、 者むるのとしマﾡ承ﾡﾡ2ﾡす 

る. これらの によっく得らnこ 分布曲ﾡの中か地也 こ赤わ し 

て t 8.

38表点 ootんれoaxtn 2nizd Stdta。 のトウーモミの 仮 

のおﾡスペフトルる必る. 二れはﾡ名の予ﾡ的リストから Yaninuo 

ひ)ecwc24 によっスﾡ正されるあリ ここには. 系終的リストと 

しスよりもむしろ方去と示すそのとIス のせたのでるる. フィール 

ドで研ﾡすnれは、 当糸多くの植物のﾡ置はﾡられる. 二の例るは. 

この地ﾡの2ﾡのﾡ由ﾡ物るある coitonaと ○xauA存たし 

ほいけれど. か○ﾡでるる こととつミと示しるいる.

5. 地位ﾡ送と しくの杯救 Voeumc.。 &。 a イndot /

これまる われわれは位そのものスはﾡﾡ々から書とれる地 

○沢及をﾡじ そ太E. 林 ビのものの 叫人から地位と椎尺する 、 

とそ項たである. 試ﾡの最ﾡ尽におりる正本の平月年よゲ 長 

i 商士位の型将的沢及と考えられる未た. 一方二の沢及やのﾡﾡ 

の凡及と吹では地位の相ﾡヒL M 消刑 し てさ こか! ないﾡ営林や 

ﾡ当なら テークのない こヒは一ﾡに北米るの次行 2不町ﾡ に I < 

い e.

位の天友 としるﾡﾡ2用いる 際のﾡ点さ ヒ れパ枚表や利用 

夕 枚徴ﾡ火にいつそ入っく未る他の限マによつてまる, 二の点 

はﾡﾡのべ に計mﾡと書を xれド取り孫けよう, 死に見た く 

っに- 二の他合ﾡﾡ内めゅはﾡとﾡなな次示かある. ノ9/ど年| 

くそ Hanaと&. は同ぐ の正林に 地位因 子を用(る ことと ﾡ , 

た。ﾡおこの面マは樹ﾡメ出ﾡ称 こエーカ -当) 本攻るD った:の 

にﾡ し い.

と SecP (/ /9cPう この 地位 因号に
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(/) 平令

2) ﾡ本に基かいマﾡ L E正村友

の 2ﾡ量2 かえ る ニヒにより M.iaaンo4RP Va2&# ﾡ※の沢形 

的 にE#以下 のカシ株に通用 レE。

・ 地位の8求としての林分灰ﾡ

6才amdL Aみん才 0 at ンれd火 6 -2とと

しかしなルっ 米ぐ ﾡる一ﾡ的にﾡいらハスい2地のX友 

、 地金相象す8わちﾡ及途上の与えられ E微商でホかかまするﾡ 

高で,あ◇. われわれは、ﾡ高がﾡ常せ味ﾡよのﾡ目ではﾡﾡ友の 

ﾡ者2ﾡんど ﾡウない 二と2ﾡに知っス いる.

・wスはﾡﾡる与い林に対しるは. 林令と芝島に入れると、 ﾡ 

ﾡ「は地位の 客慨的哀沢戻るある。

*/次大戦の救中、 勲後を通じる. 主に Rotん (/ラ/&. /s, 

Wzxoen (/ク/?) FetA/n子 fam (/ラ/P, /22/2./2/と>の堀力 に 

ハ リ、 地ﾡくの倉が し.6 で除々 に居展しム 6 日用いられ 

| る地位宿数は 特点の令での凝木とるﾡ木の平均ﾡ部之 

拒 そいる. ニの標阜令は 米ﾡ京都では一彼に50であるか、 

缶加ﾡ栄のキ命の浜いﾡ位で o。 でるる.

ペ勢木と半受場木のﾡ部虐は#にた分怠そ ○とはらほい、 ャ 

ﾡ木級は主般的であ ﾡﾡ為によっく とれゲ次ﾡ木とポ 

gサ木と形するかというﾡ倉い2どくﾡほつてい。. ャ2= ﾡ 

でサ木の多くは. ○林令○主林なから脱送し、 恐らくﾡられふい 

るるらう. x3に ﾡべその公六米じ 火ﾡの地位と炎えかに 

g ダ ホと 非優勢木の平ﾡ部を夕え マしふちでるろっ,

のよっほ型由る 地位と次のるために測ﾡすべさ木とそつとﾡ 

虹口 納ﾡする 役向 かあ る. F才ao&2o。 (/夕4ダ) は必したベイマッ 

n はやﾡ歩木のﾡ高点の地かしいことと相やし 三のようなﾡ 

< :はﾡサ木ゆと叫することとﾡ示しE. 牟僕鄭木によふ世位 

さ数出祭と用いられる場合に 3フィート の花火他の 駅準次た
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そっ生衆ﾡﾡによ る筒早る感E項か、 作ﾡ木 とﾡ4坊木の平点ﾡﾡ 

とネめ ・ためにぷ好木の平ﾡﾡ部から送すけ る. 日様に後ﾡ木 とポ 

愛ﾡ太の平虫ﾡ着はち に林分内の全木の平ﾡﾡ高とﾡ宝さセる 一 

とかる き よ う,

主製的 5京猛彼の分想にﾡらなに示された坊部 の央は. 試茶団 

支にとつくさらにﾡ尺のりくよっに恵える、 印戻るは古くから 上 

居ﾡﾡ町ら エーカー当り ノoo本の最大セの介の林部のﾡ祈 平均と用 

いそいる. Fe332 (タな*> そﾡ美し 天風で用いっれるいる-の 

沢及は造林才送だよる影ﾡが少い. z4# (/P火s) は二れEべって 

ボ新ﾡﾡの欠用とﾡ示した. 二の社はメ通の号智の最少のものの- 

っるある。 二れはとたちにﾡのることかでさ、 つてそﾡじで 金 

木や資がきふである. さらに少教のﾡ司ﾡ尺mぬ委である。

ﾡ部ぶ長登は恐らくﾡ位の最衣の又戻てあろうが それいﾡ全ほ 

そのである とは云いぺはい. ﾡ否ぶ長登A地&以外の回子の隊署と

ヶる. 混ﾡは吹盗戻"ﾡ面試浜に大さ及ﾡ将ことおよ ほす-と2 ﾡ 
に短つくいる, このようお場合についる Pan&o(942)は林令お 

よひﾡﾡと司米. エーカー当りキ&による 地位相故出祭とﾡ楽 し マ 

ua. 4 つの林郎友の引 の w般な et 地位ﾡ教曲保が Gatatu 
とHes(夕よ/) に支りﾡ表されるいる. 樹木ヌは林分の世久的日 

そそか及リ ﾡﾡ長 2夫民8. いろいろな村火の さﾡか のﾡ 

による 猛林やロマの世ポ に対する コ ントロールのための 処し理ニハ 

とたに任列 し そ いる. 最検にかﾡ4mの 土地株 ゃ初時にお り 

る 也の捶物 との戯多は はっさり とﾡ部長量に形部と およﾡしこ 

ハ8.
Cfafma c ノ? 3s3 は eonatco2 pじu。 の-文林の書高令

出終さ 皆Aした知るっE収ﾡな標や逆からつたﾡじ曲飲さ 

ﾡく 形そ具っていることと示した. 同様にHauan&Feu&ax 
では 一火 株の 盗林 ﾡは 皆なにﾡ・ﾡそゐより平月しこ 

とも今 feot ば新 かった.

«*の地将枚世体のもら一つの召点は 林々に姓つ\2(る
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とでるる. 偽②杯みのパラメーターの中で 林令のﾡ抱はﾡ控る 

ﾡがかかり その到点値が不Eと弓 り やすいそのの 一つであ s. 
このﾡ示 二のよっは曲次の々«として 株令と徐くこめﾡ受のず 

カゲ神わE. 剛えは、 中央山飛るは、 uS 山林島は林令よりむ

ろ えられ 山径とそ っ林材部にﾡすく 地&名枚& と用い E. 
訳圾木 が広く 布している林地では. 以 兼木 の 平 均根言 a 曲位2 定 

oる二とそﾡである. 例とド Wezoe24(953占火o色cの 

土方 示玄米林の 愛労林の平ﾡﾡﾡ は この林か/8e 年生)こ 

ナれは すこしもﾡ化しふしこととﾡえLだ・ Pea Cecoaa pZne に 

こt 団株改店景か得ら に,

地立相故の 西和ﾡ衆 Hanuenみeし 4z-indz Cec〜ev
&②向..水ﾡでは 一時的収項去果未地のデーアと用いマ、林 

々対計横部の甲一也とり、 いつuろはど埼数についマ 日林な一車

曲衆のス烈E加えこ 地ﾡ場数曲練と出製して未ヒ. &曲からH
• , しカ ピ②大ささか訪や曲次と一史のﾡ合セけJって\

4 .のぐめゐ, しEげって a*曲係が s0年(茶ﾡ)で4。 

イ ト (般軸)と風れよ、 これは地ﾡ右数。°となわしくua.
ぬお数ぷ。の 出べは 尚や山次はより #にs:グ 高くはるマぁ

• cPo/ce=353 a和とき功にするたの.め*曲衆は

2 ocP2の の登形な送に さり召上 ご古僚ヒ ﾡ求され る のかせ通 

<pる,

の樋ス はﾡルﾡ坂曲次送 上はえ未 u< っかり枚定か" 含まれ

c ヒo一っは駅や地資料は含令ﾡの地位と負当に抽し 

らpさ とのぬポ 樹近と林令匚対し ? スロット した時の元一ア 

监 ば りが施当に地位場坂曲故となわす といら=とである. ォっこ 

営めあ放長におさ ぼサ彩響はﾡこの林令る止岐的同 じマある 

とっ 二 とapる:

減徴に. 皮な地位の以試及曲彼は歩最は地位と団いルマあると» 

x、nzLる.
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一般に この三つのﾡ点はいつれを正しくない. スいつれ:支会 

マふい. オ/のそのは盗当互探本地虫をらことて※されるゲ ニ 

れは 時には経済的型由る不団能さこ こもあリスすべての 地位でホ 

ぺる の林かともっ林かかせ いために不可&ことも ある.

地衣かすべての林令の事ﾡ泳ﾡに翌智する可ﾡ在は. eot-dunaと 

SeAunuace。 (/?3s)がﾡﾡし B2ee と SekumacAwしか炎甲 

しるいる 才去でﾡﾡでさ さ ら。

送本的には 二の去は各令叙内 の林うﾡ督のﾡ準衛送 こ計ﾡ し、 

ﾡ部対林令の平消と し た話や曲択から菱 とった *の夕の平月ﾡ高 

の百分幸でなわす. 二の百分条叩ら茨動係数を林令に対して スロッ 

卜する・ ﾡ白がわれさければ、 通市の才法る地必相なﾡ欲が求め 

られる. しかし傾向が足出されれば 平沿せ曲祭と描く、 各令9> 
表物係* はロ々 の 地柱曲練が 訪*曲練 の 上下 に ビ。 Aれ マいるべ 

さかと次めるのに用いっれる.

波 eほ地位における ﾡ部対林令曲故の形がﾡ懸は地位の e の 、 日 

ピであるといら派ねの区は. 会るはほいか 夕くの8合かで) 製 

(結果と工えら, 立伙便匚篋ぎ’ない. ﾡ木が放剤しるいるﾡ nは 

次オにﾡと利刑するさようになる. 林きの成長底. 土夕水, & 

の光のベ為量、 すふわち土なと空気の宮承にさつマをおされる.」 ・ 

ﾡ林のﾡ水片 ノooロカャード上の土ﾡ. さらに多並の生知とぞ 

来する. 士原釆及が‘曲し. 土感の水平面が大 と ほ り. 殿督が高く日 

るにっれス土ﾡ依件かうるのとロuく. ﾡ高放長量もﾡるるある . 

したかつ. ﾡい地位の多くは. ご②表面が乾ﾡしており 私が

初期 の樹 离 放後•は 作 吊 に 後覆 そめる, ﾡ系ガー及ﾡ場8ス及の知 二 

注す ﾡ部域長は対大し 地位のういのそのと此ﾡるさる、 

ス不え近性の次盤の上にある土以では 林木はピのﾡか展盤 m 

止されるまるは延路き樹高とする. 次いさﾡ都試長岐は表え. 料ー

及曲ﾡ 平ﾡに ﾡるであろう.

ﾡ和当祭去によ ② 地位ﾡ数出ﾡの 契製には多く○おとL穴があ2 
有ﾡﾡ曲ﾡE一跡的曲ﾡの ﾡータからら に媛でさ るが、 Aい :
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ﾡ及か要求されるﾡ合には. あまり夕くの店ﾡ2かけるべおではほ

2つ②例を示さう。

PeLco。 Pne の同令林の収棋表羽ﾡに際して、 

ルH.H/ewo(/?3)時、ほぼ火2○のぷ準ﾡと、 不之会か正ﾡ 

at～c& で、よ いとの 理由で衆知 した 後 45○ﾡのﾡ幸ﾡのﾡよ 

値を社万 し た. ﾡ末のﾡ形方式によ れば項うかにﾡ逸っている由ﾡ 

7得られることと足虫した, それらは. 下ﾡでは平ﾡすぶ 上マ 

はなすざ, c-様であることの分っマいる 土地る牛 でとられたテ 

夕による也係にはあてはまりがい. 未ﾡﾡ. めﾡ也像に因す

,タ她杀故&調べて/ 正する方法疝. 地の往偵の救とやく

ノ/ロの主浜ﾡ地区のスロットと別のﾡとL そ取リ次い. 挙求 

<れピれに対汁しるﾡする主図的攻才送にさ って伯めて、 盗当さ 

1係とﾡくことかでさる. 地ﾡ指数は 株他に令叔. 軸にﾡ点セ 

- こ クラフに友わされる. 曲係及点と通るよっにられる, こ 

tから 縦未の地之宿数也ﾡ得られる この方去は. 玄ﾡ団の土 

比条から域されEテーについる. でさるだりるある、

林介的方去のそ ○困ﾡさが経系され日一 っのAlは Pac:pie 
ルw亡んweaた の uxe2てc2m ツガとシトカ トウーの場会るある. 

欠ル桜表と地皮右数曲ﾡ こﾡ述させた許起ったﾡﾡケ ﾡとなっ

. お佐囲浜テーヌによるこの白畑がﾡ虹に研ﾡされた

Bauro。 /9メタ) ceaCan ッがのﾡﾡが長曲ﾡは ミト 

シヒのそのと明っかにﾡっ、おリ ニの2ﾡについ<は別知 

位お放曲係の誕ﾡか公愛であることがった・ 株分内のがの 

て ミ やはﾡ部放長に影«せす こ の 因みは茨量から除外 マきる. 

' ム/E と aa&:acou の ceoぞ ツがでは や

*、ノ2。年る ノテおの地位宿数と表わし B 22マ人一 Ceexu&tc 
Aeao&z では/。くでめった・ 資当はﾡ心相故由保が 

ﾡ以でまるﾡに 二 の 3 っ の 誌淬曲 艘 定 甲ー のネ全にﾡポし(ナ 

ム• 4 e 地なや 数 ノs。 数力 な不一み とそ れらの商で平 ・ &サ 

ハ ならはい. ﾡの曲ﾡはムﾡの般半地示ーアに基すいてお
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経ﾡの ※いﾡﾡせ為 により 羽製さミ れたそのマあ a.が ﾡは 

地位相数2。。でさ ユ。。午のところる火。Pe.た tﾡっくいさ 

二 とがかっ た.

8 自が的地位指数曲ﾡ、ル加ルあ な- dox cuzvco
ﾡ幹ﾡ解に よる店あ賞長曲故を作るここ . 朝和也他指农曲觀の 

おとしべ2ﾡけること が能である. = o ように也ﾡ。主ﾡ利ふ 

は 匆種号様るカるという 二とであ a すQわらる歯移は今えら 

nにﾡ位から対らたデータﾡに作らnる 曲ﾡ○我ぼ 欠除o 
断ふう長め (A向ヒあて aマ&様上 也位 とよツて工っ て1る.

ﾡみ長ゐ媒向がﾡ位に よっ て当み こ と を示す よい 例 かみ a 
ﾡが解から作らたW州- シヒのﾡﾡく がﾡJはそ彩した色 

。 さ はない. Jとvca.&a (/?ョ7)が作った4 ンラッド ○樹ﾡ 2 
ﾡ位指教ﾡもこあさはかっだ. さらに / 3曲^ 

(2○図2/ 図) の 2&し 入u と wん乙と 入れと へ工杯ウ 

ﾡ念な衣ﾡﾡ 夕u& (/s) ○作ﾡしﾡ CenecZcuズ 

o2c u ○人工林の©。乙 NM例 を提祇 す あ ム林る頁 

会が作ﾡしﾡ沢回の改州ーヒ ベイマッ・ 欧州カラマッの地位 

ﾡ女曲ﾡは多故○ﾡ砕ﾡ解に よろも2 ミタ種令様るあろ

自総的地位担教線は普通のﾡ砕解によリ 作ﾡさ n2. &検 

○地位にな冷している、 N型的なえ不2び ば斜し 樹幹 

府る. を断 面の 耳胸 / を牧え る. み人をるけ配○あさ○上に 

Hントすa. ※求の形とグラ72をすたり 突並をとがえる。

)予合○ﾡ立央ﾡと及&ﾡの 除は 司為○相戸 が楼めて あ

のs iへはまは起らは

休人がーダヒーつ0玲双2も。ていろ時には 母当りの除 

o対あな長登はﾡ幹ﾡ呼しなくてもﾡ単と状文るこる。いずの 

»合ce 消足の活』による父動を平均ず2ために ろろた

A ぐの木後述する こと が登理 マ02
2。ユ 函②ガあ及長ﾡは Hawaの デo224ゃ め 2 

ノ,M とルた ル〜 へ工林でごれて。不のみ妙木と 

勢ぜ の*T 生板離 0 測足る彷られだもの そあ- 2ex Pとか 

はﾡ及表の録に基すいてうに wな Ru林かは、スm
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cかり今 た.

冬 蛆別に アI々○世ﾡぶ作ら n. ﾡ表Aめ ○林令と対 

Lマお島 が ロよさ e: 乙 u ○求体 的位ﾡﾡ島 

様 (22図)は、 パ必2 ふ oucズ およびとのくにある天※

土林の めんハークue ○回来ﾡ率地の遊あ灰ﾡのﾡ2力え 

てﾡ実はもめeした ・

正ﾡなﾡ位次定が*ﾡた、場合とは 自べ的地位指数掛ﾡは、a系 

曲際よりも死んている. 8uL (ノクョ/) は CoLczcut o

2cPu とっいて 円方送による地位指数曲線を作り 和 

方のちみは ﾡ付け林令(Se坪)下る 及也也のブロット 

に対して 大。 不 次セ位e 対して は、辺小の ﾡみを号え ﾡぐ、 

今では芝には2ことをﾡ見した. ﾡ析ﾡ又はクな»の.0 

ﾡか5堀製さとたﾡ位福ﾡ曲ﾡの主た欠京は このようね曲祭 ヽ 

安 木の な長を系わし . ○林余全歩の長会本わゃ はzい 

シ=とであ2. ごにシかかわらず 多くの場合その迫翼はﾡか 

マろり のﾡる城会にﾡ和wが去より少はい. 地位ﾡ教点 

の咲の樹め決太数がタく はる程. ﾡ本木の長量と地位ﾡ数の * 

足に用 いらと林分の そ ○wか○試長量の ﾡ小さ <たる. 樹w 

ﾡ解法はに林かの米めの木の樹冷放浜受 でﾡ位 を測っとm 

桜星がロく、桜多木とﾡ現木2一諾にした場合より 土®木( 

エーカー 当り ee 本○ﾡ大径ﾡの木) x 口ﾡみ木だけのﾡん会 

H い た方がより- ^

聂沃ク処位J§改曲擦&固定嫩準把の㈱命成法素を刈気 L 

少ら作 らたものでゐる、

ユ3図は Paccと ◇ベイマ ッ百た杯ギだの郎 

秋量がらった ←mの=の渡○曲ﾡである、 =らヒ戸林のN 

ﾡ種にっ"てのﾡ曲ﾡが方ﾡ=た. ( /cAzd&) w. I 

ル”レ タucc クノ?)承だのﾡﾡ茂長ﾡどﾡ曲がか 

予測さるものとのﾡに口、大さムﾡりがあり. 地位次には ・ 

ﾡ的. 多株歯ﾡ2ぜ次すべさ二とお負ちにかる
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? 林ぐにﾡﾡ係ﾡ位才数 ライ イudex wんcuを

-と/ocvcと そo- 9e

池位の指故と しての林ぐ対樹らの回帰は 問ぐ林スば旅木の大 

初分か一やﾡに及する林のに逃用でさるに翌さにい、 受ぐ林や旅 

A決定のでさ ない林分の地位相数やﾡあ放な孫ﾡを予測する向恐分 

残って1)る.

ﾡ庄坂をﾡ < 戒ナ料Ae っ いて a林令 u 担涿の「はいﾡ位指救区 

氏2作れゐ- Bu (ノクョ/) は、役ﾡ木②全平谷島かど5フィ 

- 一を引 たも ◇ 2 送軸にロッ H し. 平均の収ﾡ木が3 フィーー 

の掛あから ②がﾡま でぶそするのとﾡしたと数をﾡﾡにとった. 

な アu の把ね用取表を作成した. 与畝ヌ6 ちろん 3フィ 

ーーのあさからﾡ孫はでのﾡ生板を故えてボめたものでるる. 主 

名立央量と して かぐの 代 り 2足期油あぶ長遷 をへて モ よい.

セ位が林令 ﾡめとﾡ、立に世文でさる時ヒは、 交ﾡ才や次双長 

の テﾡの欧 なは平均よガあﾡ長責をﾡ文す2めとﾡ用マゝる 

/O 航た空辱具 e よ る地位分央

c ceaosfccaなer- と2dnu &ec& 九oCラセo,んo

ﾡえ全写ﾡた よ②地位分ﾡは 牙R上の第に よリ約そ シける.

々 ﾡ小生 土求ﾡ方的9受然 さらにか分の内許的ﾡ脳○よ 

し回サ日を休○金宜写ﾡでは遮深でさにい tかし こハらの 

日+のあるもめに 研林又はかの土色母ﾡ上で あ2混冬まマ 

単どでさa. 写浜ずあ頁にでさるミとは ﾡやと。べ, 土Aやた 

・げ祉なヒっいて列ﾡし 旧高'r成男 M 空を測リ ﾡ分の午ﾡ 

上oAえをユなすことでみる こらのことは始て あ乙運及ま 

e セ 位 とべかがろる.

とたがって 地位は号よ工るのかるさるか ﾡ上る用Iらnる 

tのと尽じ項目 同じﾡﾡでろるとはﾡらはい. 写具工での地m」 

の 主は死ゃは、 () セ 日 土ポとﾡ型的都た a) 植
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庄 用 Aると樹ﾡ立径のでろ2. eっとしい明と私本的

ﾡ係つ い て は Swン ( ノ4&4 ) ベル3 九ル (? 8)

H火&(Fo) 2参ﾡさたし

ﾡ空最A上る 世ルにつ いて 表も 再効な &yは向又にはって 

いる旅ﾡの相対的ﾡ秒的ﾡﾡで ある. る務ﾡは ざごヌっ e 

ﾡ的金ことちめてい)2- 池ﾡ的都う 土 土犬没及 ﾡ力的ﾡ 

減も又把勢と削緑があ々.

ﾡ単かっ 効示的9な地位に a 位分ﾡは相対的地形 的位通と 

ずくものそある. しeがって ﾡ系や項二の平ﾡ池は派もごが 

あ< 恐らくぶも乾深し乙旭位で こnにいて 上 ヤ 

ﾡ ムﾡ ﾡ派した徹地ヌは平祖初 遅った修セ マは平祈が 

あ o.

CadacAax ﾡ力 で用いら て い2 Coue とん o よク 

な八旨は えかられた非ザク的急味を を って いろ. 平視なﾡうにわ 

いてさオ 少<とモスﾡ央の地形的ﾡ位. →すみわもﾡﾡいo 

土ﾡ的悠い土セと ﾡ政Cはこ は、っ た炎分い土地とがでか さ 

2.

ﾡﾡ的位こは、 土 一と水分用係を示ゴ のヒ忖た宣義ごあュ 保 

あﾡや検斜が大にひる時 土娘水分に減少し 匏域 し 惑久し7」. 

位上特にA角ずるﾡ務を色村ずるﾡ白がろる. に にと系仏知 

面は より多くの土浪木分を有し つ切り儿/歹％ ( 浦市 区 3 

村するﾡやがめる. 二の面○形ﾡ口ﾡ形的ﾡ位。た系に入ってネ 

る- /scoueu(ノク)は ムﾡ上Sをﾡﾡ面◇ ォ上のと 

ころ 北面では、以上の ところ とﾡ し た.

土犬とそのﾡとQ2貞的祖○准は、老通地ぼうによって .、 

さnろ. 例Iえム 河川ハc立い 平担な低ﾡは 河床"魚にな 

苍い •井杯把て日. 数多く○糸ﾡやﾡ六的色点之航率写長ウ5 L 

控城ﾡで=2- 強&にAかでがからた土だるは 林ﾡの土水ゃ 

ﾡﾡC内するﾡﾡのタくは、 セレ -eauと fetu.

浸ﾡ状況. ﾡ生 土ﾡ利用の一部外は、その下にある点さめ
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ら八る.

ﾡ生そのものもﾡ位の章要Q引でるる. セ位ﾡﾡ物の係問 

cっ0て はﾡにﾡじた. = ○ﾡﾡがﾡ主号ﾡ上るﾡ列でさるリ 

二 を航空掲によつ池位○換にﾡ用で=ろ

ﾡ地社会の全体的様相が地位を示すことが撃々ある- 例えば 

不良ﾡ位は宏生した受林 欺生したﾡ長ﾡ生 知いがヤ返く、メ 

く ﾡは、樹恐 公現する樹ﾡ数○少いニとでめ長付けらろ二と 

多い. 賞魚した用材ﾡでは 及糸期のﾡめは優たﾡ位○福係 

そあ2.

ﾡ校にﾡあとﾡﾡ直ﾡの には 一定○条の下におけ2ﾡ位2 

八ﾡ2ﾡ供するであろ う.

不試だ位で合す8号えら小たﾡあをもつ木はその盗くにやろな 

ﾡ金とア言する口じﾡあをもっ木よりそぐ令であろ. ミらに 不良 

以仇の龙令木 6 ヘさロ裕慰をもち ( Qaんc ノク/がノ) したがっ 

て 樹あ-ﾡ恐名はイくるﾡ何がめ2. 号えらへﾡ樹な 

Aあ祭と フっ0て -林分宏え 今理的に戦でさるとな足ず ハば.

ﾡﾡ一ﾡﾡﾡ径にの沢" (ﾡ地位は決く な2さあろう。
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38ﾡ お係ﾡ物スペクトル

Suとんoaoなwu 産 トヒ. そミ

及マは連 ﾡ 位 う 合する 普 通 ﾡ ・;

/1uco 

U/occcuし 

aucんeuo

ゲゾP?レuし 

Cんloラcスとo 

Pイuunv
1 Ctto 

aタァQno

Coそuo

^1adtとんロイuttし

Cdxクuuo

Qca&と

CEnutemda-

Gza火e 

クoんズ乙c。

Cce ccKazし

CヘKclnu 

で夕wレCcccnuo 

2uxcAeeca 

cocc

Oa&edda

A

C ・

D

メ

*

X

X

*

(ﾡ及牛な>


